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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













[image: ]







　CONTENTS









第壱話　Like Blue Murder

第弐話　Scarlet Ob-La-Da

第参話　Holy Week Rainbow

おまけ　幸せなら手を叩いて伝説のフルスイング



あとがき









[image: ]







[image: 第壱話　Like Blue Murder]







　　　　壱いち




「なーんか……世界とか救いてえ──……」

　ぽつんとした少女の呟つぶやき──くわえたショートホープに火／春の青空を見上げ、すぱーっと切なく吐と息いきされる有害物質。

　風に揺ゆれるさらさらの黒シユヴ髪アルツ／切れの鋭するどいエキゾチックな黒こく瞳とう／乳性石せつ鹼けんのように白い肌はだ。

　すらっとしなやかな、風を切る矢のように細身のライン──ぴったりとしたスーツ／タイトスカート／タイツ／ハイヒール／ベレー帽ぼう／白い手て袋ぶくろ──隊の制服＝ほぼ軍服。

　胸を飾かざる職階セット──遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスの記章＆小隊長の階級章＆名札＝『涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ』──さながら制服姿で凜りん然ぜんと佇たたずむ、可か憐れんにして唯ゆい我が独どく尊そんのトイプードルの風ふ情ぜい。

　ミリオポリス第エ二ー十・四ヴエ区ー──地区中央に鎮ちん座ざする〈ミリオＭポリスＰ憲兵大隊Ｂ〉本部ビル。

　ほどよく洒落しやれた一階エントランス──ロビーには空港の税関なみの検査器／ぴかぴかの大理石の壁かべにオーストリアの国旗／床ゆかにでっかく描えがかれた赤ローいトシ楯ルト＆白ヴアイ十スク字ロイツ＝ウィーン州の紋もん章しよう。

　エントランスを出てすぐの喫きつ煙えん所じよ──くわえ煙草たばこの少女が眺ながめる、ＭエムＰ・ペーＢ・ベーの日常。

　群をなして行き交かう制服組／広報協力のため出入りを許された記者連中／修しゆ羅ら場ばに慣れた救命隊員らの、悠ゆう然ぜんとした──あるいは、あきらめきった足取り。

　私服の捜そう査さ官かんたちが手て錠じようをはめられた容疑者を引きずり、タコ殴なぐりにしながら地下留置場へ運うん搬ぱん。ロータリーに停とめられたごつい装そう甲こう車両群の前では、各車両小隊が死後硬こう直ちよくを思わせる直立不動で、小隊長たちに怒ど鳴なられ教訓復唱。血の手形をつけて帰き還かんした完全武装の突とつ入にゆう小隊の一団が、げらげら笑いながら頭からホースで水を浴びせられ洗せん浄じよう中。

　血と罵ば声せいと小鳥のさえずり──のどかな午前中の光景。

　大人たちはみな、それぞれ割り振ふられた役割をまっとうしており、ビルの入り口でショートホープをすぱすぱやっている十四歳の機械化された少女を咎とがめる者──なし。

　小隊の仲間は現在、散らかしまくった部屋で行方ゆくえ不明になった制服を探たん索さく中。

　のびのびとした気分──せっかくの非番にやっかいな仕事で出で掛かけなくてはならなくなったことも忘れるくらいの綺き麗れいな青空。なんか今にも神様が降りてきて『一発で全世界の人間を争いのない平和な天国に送り込こめるマグナム』とか渡わたしてくれそう。

　死ぬ前に一度でいいからやってみたいこと──核かくミサイルの発射ボタンを十六連射。

　そんな、透すき通るような陽ひ射ざしの朝にふさわしい爽さわやかな思考に、ふとよぎる哀あい切せつの念──

　政府のマスコミ戦略と数々の規制によって、呆あきれるほど短期間で〝テレビの向こう側の出来事〟に過ぎなくなった〈アンタレス事件〉。

　巨きよ大だいタワーの崩ほう落らく──そのときの吞のみ込まれそうな青空──自分を助けた誰だれかさん。

　マスコミが伝える〝事実〟の裏側で、事件の渦か中ちゆうに飛び込み、死んでいった男たち。

　つい先日のニュース──〝元ソ連領に、国際Ｉ原子Ａ力Ｅ機関Ａが調査団を派は遣けん〟〝埋うめ立てられた地下のミサイル発射基地を発はつ掘くつ──調査〟。

　その基地に、実は誰でも掘ほり返せる状態で核かく弾だん頭とうが眠ねむってました、というニュースはなし。

　雲の上たる政治の世界──どんな決着があったのか知るすべとてなし。

　唐とう突とつに存在が明らかになったミサイル発射基地と、どこかの国に人工衛星が落下した事件とが結びつけられることは、きっと、この先ずっとない。

　ただ、一つだけ確からしいこと──当の調査地域で、紛ふん争そうが起こる気配はなし。

　死者が生者の道となったのだと、くわえ煙草でぼんやり信じていられるほどには、世界は平和であってくれたらしい。

　葬ほうむられた悲しみを一人で抱いだき、しばしの哀あい悼とう──黙もく禱とう。

　ふいに脳のう裏りで声＝仲間の無線通信いぬぶえ。

《応答せよ、応答せよ。ニコチンの影えい響きようで脳と胸がしぼむ傾けい向こうにある小隊長へ緊きん急きゆう連れん絡らく》

　むかっ＝どんな気分をも台無しにする要よう請せい──黙殺。

《どうした涼スズ月ツキ。なぜ応答しない。ニコチンおよび数百種類もの有害物質の摂せつ取しゆによって、とうとう脳が退行現象を起こしたか》

　ビルを見上げる──完全無糖のブラックモコーヒーカを思わせる目をぎろっと尖とがらせ、どこかの窓からこちらを見下ろしているであろう仲間へ向かって、凜としたファックサイン。

《うるせえ、陽炎カゲロウ。あたしの脳と体はこれからだ。てめえこそ嚙かんだガムみてえに脳も胸もふにゃふにゃになる前に、さっさと集合しやがれ》

《夕ユウ霧ギリに制服の着方を教えるついでに、おめかしを手伝っていたら、まだ途と中ちゆうなのに飽あきて逃にげられてしまってね。間もなく近辺へ到とう達たつするので、続きを頼たのむ》

《どうせ馬ば鹿かげた道具でいじり倒たおしてたんだろーが。犬いぬ猫ねこじゃねーっつーの、タコ》

　冷れい笑しよう。《無知なお前のために教えてやるとビューラーといって睫毛まつげをカールする道具だ》

　むきになる。《んなこた、あたしだって知って──》

　にわかにハイトーンな声──頭上から降り注ぐ天使の歌声。

「しっあわっせはー、歩いてきますー♪　だーから、一いつ緒しよに、棒ぼう高たか跳とびーっ♪」

　六階バルコニーから宙へ躍おどり出し、自由落下に身を委ゆだねる少女──夕霧。

　なんとも陽気な放物線──その小こ柄がらな体の落下点をいちはやく読んだ涼月が、溜ため息まじりに煙草を灰皿にポイ捨て／すたすた二メートルほど移動。

「おーい」呼びかけ＝両りよう腕うでを差し出す──夕霧＝にっこり。「はーい♪」

　どすん、と内野フライ夕霧をキャッチ──お姫ひめ様さま抱だっこ。

　大はしゃぎ。「夕霧はこのまま子供たちのところへバージンロードしたいでーすっ♪」

　呆れ顔。「なんであたしとお前が結けつ婚こんしなきゃいけないんだ」

　相手を下ろす──その前後逆のベレー帽ぼう／半はん端ぱにほつれたヘアピン／乱れた襟えり元もと／掛かけ違ちがえたボタン／まくれたスカートをぴしぴしっと修正してやる。大人しくにこにこ顔の夕霧──目を奪うばう白プラテ金イーンの・ブ髪ロント／きらきら光る真ブラっオ青・オなイ瞳ギヒ／柔やわらかな宝石のような微笑ほほえみ。

　潑はつ剌らつとした雰ふん囲い気きをスプリンクラーなみに放出する小ぶりな肢し体たい／ふっくらした胸むな元もとに小隊記章・名札＝『夕ユウ霧ギリ・クニグンデ・モレンツ』──軽快にして優美なマルチーズの風ふ情ぜい。

　身み繕づくろい完かん了りよう＝元気に敬礼。「夕霧隊員は子供たちに会えるのがとっても楽しみ！　涼月小隊長はどーですかっ？」

「まったく最悪だ。たまの非番に、児童局で噓うそくせー励はげましの言葉を朗読なんてのはな」

「それは楽しみですねー♪」天てん真しん爛らん漫まん。

「……はいはい、そーね」あきらめ顔。

「治安組織へ志願する者を増やすための重要な広報活動だ」玄げん関かん──淡たん々たんとした解説。「機械化児童の優ゆう秀しゆうさは、主要都市および海外の紛争地域で日々、実証され続けている。ＭＰＢも優秀な人材の獲かく得とくに躍やつ起きだ」

　カツカツとヒールを鳴らし、きりっと登場──遅おくれてきたくせに堂々と口上。

　長い火ローのト・よグうリなユー赤エン髪ト／冷たい灰の瞳ひとみ／硬こう質しつナイフのごとき美び貌ぼう／ふっくらとした唇くちびるから、ぷーと膨ふくらむ風船ガム。発達した砂時計形の長身／大きく膨らんだ胸に小隊記章・名札＝『陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー』──さながら紅あかい牝めすドーベルマンの颯さつ爽そうたる歩み。

「なーにが志願だ、馬鹿らしい」不ふ機き嫌げんそうに新しいショートホープをくわえて着火──有害物質を吸入／吐と息いき。「ガキどもの意志なんざ、どうせ国にとっちゃどうでも良い……」

　突とつ如じよとして爆ばく発はつ的エンジン音──もんのすごいタイヤの擦さつ過か音おん。

　モスグリーンの覆ふく面めんパトカーが、弾丸のように駐ちゆう車しや区域から飛び出し、ロータリーを鋭えい角かく的カーブ──ぎゃりっと砂を嚙むような音を立て、涼月らの前でドリフト的停車。

　涼月＝あんぐり──陽炎＝パチンと弾はじけるガム──夕霧＝大喜び。「かっこいいー♪」

　タイヤの焼ける臭におい──運転席のドアが開く／背の高い女性が現れる。

「揃そろってる？」制服の上に白衣──ＭＰＢ専属医マリア・鬼キ濡ヌ・ローゼンバーグ。

　理知的な浅カク緑タス色・グのリー目ン／綺き麗れいにアップにした長い金きん髪ぱつ／モデルばりの見事な長身／いらついた顔に禁きん煙えんパイポ──まるで怖おそろしく不機嫌な牝ハウンドの登場。

「ちょっと、あんた」ぎろりと涼月を睥へい睨げい。「なーに堂々とこんな場所で吸ってんの」

　平然。「医師センセーも一本いる？」

　怒いかりの青筋。「パトカーは全すべて禁煙。しかも所員の禁煙条令が最も厳しく適用されてる施し設せつに行くっていうのに煙けむりの臭いなんかつけてんじゃないわよ。未成年の喫きつ煙えんの放置は私の査定にも響ひびくんですからね」

「ニコチン中毒は緩かん慢まんな自殺だぞ、涼月」「煙草は三十五歳を過ぎてからですよー♪」

　陽炎＋夕霧──かさにきて。

「知るか」そっぽを向く──マリアが、ひょいと火のついた煙草を取り上げる。

　むっとなる。「なにすんだよ、医師センセー」

　べえっと大きく舌を出すマリア──かと思うと、自分の舌に煙草の火を押しつけた。

　じゅわあああーっと、すんごい音を立てて消火。

　涼月＋陽炎＋夕霧──啞あ然ぜん＝一発で気を吞のまれる。

　ぺっと唾つばを吐はき、煙草を灰皿に放ほうり込むマリア──よい子は決して真似まねをしてはいけない、かつての世紀末にティーンエイジャーだった前パンク世代による根こん性じよう＝教育的指導。

「なんか文句あるわけ？」

　年季の入った恫どう喝かつ──白衣のポケットから禁煙グッズを取り出す。

「……ないです」

　禁煙パイポ＋ニコレットガム──渋しぶ々しぶパイポをくわえる。

「最後の一人が来たわね」マリアが顎あごをしゃくる。

　細い体たい軀くの少年が慌あわてた様子で制服のネクタイを整えながらエントランスから登場。

　すっきり整った容貌／ふわっとした金髪／伏ふし目がちの薄サニ緑ー・のグリ目ーン。

「ご、ごめんなさい。通信班員の戦術検けん診しんで、遅おそくなってしまいました……」

　純情しおらしさ百二十％で息を切らせる白いチワワの風情──吹雪フブキ・ペーター・シュライヒャー＝ＭＰＢのマスターサーバー〈刕レイ〉に脳機能のリンクを許可された接続官コーラス。

　噂うわさではＩＱ三〇〇の特とつ甲こう少年──だが弾たまよけにもならない超運動音おん痴ちのため軍属にならず、ＭＰＢの転送塔とうに配属／その脳力を駆く使しして〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス担当の転送員に。

　慌てて階段を降りる──かくっと足首が内側を向く／立て直す／かくんと真横を向く。

〝なんか笑える芸でも始まったのか？〟と、むしろ神しん妙みようになる涼月らの面前で、くるんと鮮あざやかなツイストを披ひ露ろう。

「うっ、あっ、ううっ……」吹雪──懸けん命めい＝なぜ訓練学校を卒業できたのか不思議に思えるほど、いまだに手足の操縦が覚おぼ束つかない〝超運動音痴〟の真骨頂──僅わずか数段の階段をどうにか降りかけたところで脚あしをもつれさせた。

「ああっ」情けない声を上げて半回転しながら倒たおれる内野ゴロ吹雪を、たまたま正面にいた涼月がキャッチ──お姫様抱だっこ第だい二に弾だん。

　呆あきれるのを通り越こして真顔に。「……なにやってんだ、お前？」

　日に透すけそうな白い頰ほおに、みるみる血がのぼる。「す……すすす、涼月ちゃん、ご、ご、ごご、ごめんなさい」

　パチンと弾けるガム。「キャッチャー、好プレーです」

　朗ほがらかな口笛──警笛のごとき勢い。「お二人でバージンロードっ♪」

　二人の揶や揄ゆにも顔色一つ変えず──腕うでの中の吹雪に叱しつ責せき。「お前な、右か左か最初に使う方を決めろっつってんだろ。いっぺんに出すからこけるんだ、馬ば鹿か」

「ご、ご、ごめんなさい……」

「はいはい、さっさと乗る」マリア＝さくさく引いん率そつ。「陽炎は助手席ね。免めん許きよ持ってるんでしょ。帰りは運転代わってちょうだい」

「了りよう解かい」陽炎＝パチンとガムを弾かせ乗車──夕霧＝浮うき浮き後部座席に乗車。

「さっさと下りろ」涼月＝相手を放り出すようにして下ろす──よろめく吹雪を後部座席に押し込み乗車。

「し、失礼します……」吹雪──涼月と夕霧に挟はさまれ、ちんまりと肩かたをすくませ乗車。

「ちゃんとシートベルトしたわね」マリア──運転席に乗り込む／エンジンをふかす／いきなり回転灯のスイッチオン。

[image: ]

　サイレン──アクセル＝覆ふく面めんパトカーが大通りへ砲ほう弾だんのごとく躍おどり出す。

　ズギャッ、と不ふ穏おんな音を立てるタイヤ／貨物船の操そう舵だ輪りんでも回転させているかのようなハンドルさばき／法定速度を守って走る一いつ般ぱん車両の群を容よう赦しやなく煽あおる／クラクション／蹴け散ちらす。

　直行──爆ばく走そう＝ジェットコースターと化す車内。

　助手席──呆あつ気けに取られて補助グリップを握にぎりしめる陽炎＝ぷしんとしぼむ風船ガム。

　後部座席──大喜びする夕霧。「すごーい、はやーい♪」

　不安定な後部座席中央にて慣性の法則に揺ゆさぶられる吹雪が、勢いよく涼月の膝ひざの上に投げ出される。「ご、ご、ごめん、涼月ちゃん……」

「ばっ、馬鹿、どこ触さわってんだ！」涼月＝吹雪を起き上がらせようとしたところで急カーブ──逆に相手に抱きつくような格好になって倒れ込む／ドミノ倒し。

「おしくらまんじゅぅーっ!!」夕霧が面おも白しろがって吹雪の背を押し返す／涼月との密着を促そく進しん──顔を真っ赤にしている吹雪──涼月＝悲鳴。「医師センセー、とばしすぎ！」

「なーに言ってんのよ。あんたたちの〈肢バイン〉が出せる移動速度と大して変わんないでしょ？」マリア＝平然と腕うで時ど計けいを見る。「あらやだ、もうこんな時間じゃない」

『Ａ23』の標識──高ア速オト道バ路ーン23号線に突とつ入にゆう＝数秒で時速二百五十キロを突破。

　パトカーにのみ許可された凄すさまじい速度──のけぞる陽炎／互たがいにしがみつく三人。

　ミリオポリス第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト──国連都市＝周辺に湖。強きよう烈れつなカーブ／カーブ／直進──新ドナウ川・ドナウ川・第レオポ二ルトシ区ユタツト・ドナウ運河を越え、第ジン十メ一リン区グへ最短距きよ離りを走破。

「ぼ、ぼ、僕……吐はきそう……」弱々しい声──吹雪の首根っこをつかむ涼月。「やっ、やめろっ、それだけはやめろっ」

　急速にスピードダウン──高速道から降りて一般道へ／それでもなお時速百キロ超ちようで進行。

　目的地に到とう着ちやく──ドリフト停車／焦こげつくタイヤ／路面から立ちのぼる白はく煙えんの帯。

　颯さつ爽そうと車を降りるマリア。「さっすが私、時間通りじゃない」

　涼月＋吹雪＝げんなり青い顔──陽炎＝真しん剣けんに。「安心しろ。帰りは私が運転する」

　夕霧──外へ出て見上げる。

　四つの巨きよ大だいな円えん筒とう形の建物──まるで城じよう塞さい。

　古いレンガ造りのガガスゾタメンークター×四基を増改築した、なんとも斬ざん新しんな施し設せつ。

　以前はショッピングタウンとして活用＝不ふ況きようで倒とう産さん──児童福ふく祉し局が所有。

　看板＝『１３２養護施設』。機械化児童専門の教育・医い療りよう・研究・育成のための場所。

　通つう称しよう──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉。




　地じ獄ごくの一丁目。あるいは救済を待つ者でいっぱいの煉れん獄ごく。それとも洗礼を受けずに死んだ子供の魂たましいが流れつくという、誰だれからも忘れ去られた場所──忘却の海リンボ。

　そのどれでもあり、どれでもない場所。

　巨大国際都市ミリオポリス。人口二千五百万人。過去十年の平均銃じゆう死し者しや数が月間たったの六百八十四人ゆえに「平和」とされる都市。古い推進燃料である過塩素酸ＡアンモニウムＰの着火点が六百四十八度Ｋゆえに〈ロケットの街〉と揶や揄ゆされる場所。

　二十一世紀──超少子高こう齢れい化かによる深刻な人材不足・凶きよう悪あく犯罪やテロの猛もう威いに直面。

　政府は十一歳以上の全市民に労働の権利を与あたえ、肉体に障害のある児童を、無む償しようで機械化することを決定。また軍部の天下り先として強力な兵科を治安に応用する機関を創設。

　児童の労働・機械化・治安──これらが結びついて生まれた存在＝特甲トツコー児童。

　選ばれた優ゆう秀しゆうな機械化児童に〈特とく殊しゆ転送式強きよう襲しゆう機き甲こう義ぎ肢し〉＝〈特甲〉を与え、治安の維い持じにあたらせた。

　その一人たる涼月は、完全無糖のブラックコーヒーを思わせる目に、何の感情も浮かべず、それこそ目まで機械化されているかのように淡たん々たんと見ていた。

　治安機構以外にも、様々な分野での「就職」が望まれる機械化児童たち。

　その〈初等女子クラス〉──六歳・七歳・八歳。手足やそれ以外の肉体に欠損を抱だき、機械がその穴あな埋うめをし、親もとから半強制的に引き離はなされ、孤こ独どくと不信感でいっぱいの少女たち。

　修道女のように剃そられた丸まる坊ぼう主ずの頭──涼月がいた頃ころに始まった規則。

　不慣れな手足の操縦を誤り、自分の髪かみの毛が絡からまって窒ちつ息そく死しした者が出たからという噂うわさ。

　あるいは境きよう遇ぐうに絶望した誰かさんが、自分の髪の毛を吞のみ込んで自殺したからという噂。

　本当のところは不明──もしかすると単に、福祉関係者の誰かが、子供たちの頭とう髪はつの洗せん浄じようなど手間も金もかかって非効率的だからなくした方が良い、と勝手に決めただけかもしれない。

　子供たち──訓練用の配線剝むき出しの手足の他ほかにも、義眼／人工呼吸器／背骨に障害がある者のための外骨格をつけた者たちもいた。

　新しく得た体の操縦が上手うまくいかず、安全のために衝しよう撃げき吸収剤ざいを張り巡めぐらされた床ゆかを、まるで銃弾に貫つらぬかれた人間そっくりの弱々しさで這はい回り、のたくっている。今まさに地獄に放ほうり込まれ、今後さらに地獄を見ねばならない、三十数名の幼い彼女たちを見ながら──

　涼月は、かつて機械に置き換かえられた自分の生身の両手は、今もこの施設のどこかでホルマリン漬づけにされ、保管されているのだろうか──そんなことを考えていた。

　陽炎は〈中等女子クラス〉、夕霧は〈高等女子クラス〉、吹雪は〈男子クラス〉全般に──マリアが順々に巡ってＭＰＢについての質疑応答に立ち会っている。

　施設の訓練士が、涼月らを子供らに紹しよう介かい。「この施設の優秀な卒業生にして、都市治安を担になう、良き市民の一人──」

　ＭＰＢ広報部が製作したプロモーションビデオ＝特甲児童の素す晴ばらしさ／公務員ゆえの社会保障の充じゆう実じつ／都市を守る者の名めい誉よを、大げさに謳うたう。

「私は、大人と同じ労働力として、この都市の平和と発展のために──」涼月の〝励はげましの言葉〟＝広報部によって入念に添てん削さくが繰くり返された、当たり障さわりのない作文。

　技テクノ術ロジーが可能にした福祉──肉体の取り替かえ＝手間と人件費の大おお幅はばな節約。

　肉体を機械化する社会的な意義＝安価であるということ。介かい護ごに必要な人的資源・経済・都市財政を考えると、機械にして取り替え可能にしてしまった方が格段に安くつく。

　そして何より〝教育効果〟──手足を外すぞと脅おどされて、黙だまらない子供はいない。

　生せい殺さつ与よ奪だつを完全に都市に握にぎられたまま、「良き市民」となる以外に道のない子供たち。

「みなさんが一日も早く、新しい手足の操縦を覚え、良き市民として、社会に貢こう献けんすることを──」馬ば鹿かげた言葉を口にしながら、涼月はずっと子供たちの目を見ていた。失望と諦あきらめに満ちた目。いじめられてるやつの目。いじめてるやつの目。何も分かってないやつの目。両親が迎むかえに来るのを待つだけで何もしようとしないやつの目。〝これって幸せ？　それとも辛つらいこと？〟それすら判断する力もないやつの目。

　この世は不平等だ。神様に愛されるのを待っていたら、運命や都市の仕組みや同じ境遇の人間同士が醸かもし出す殺さつ伐ばつとした気分といった、ろくでもないものに殺されるしかない。

　悲観することからも悔くやしがることからも脱だつ出しゆつしなければ、生きているだけ運が良いと思わなければ、「幸せになりたい」と思うたび苦しくなる心に負けてしまう。

　生きろ──生きろ──生きろ。

　いつしか、お定まりの言葉を並べ立てる自分の口を無視して、その眼まな差ざしで、一人一人に訴うつたえかけていた。運命に、都市に、隣りん人じんに、自分に、愛されなかった事実に──殺されるな──生きろ──諦めるな。何かを見つけてしがみついて生き抜ぬけ。

　希望があるから生きるんじゃない。

　生きていることが最後の希望なんだ。




〝朗読〟──マリアの立ち会いのもと質疑応答。

　最後に一人一人と〝握あく手しゆ〟──お互たがいに機械の手を持つことの再さい認にん識しき。

　そのうち何人かが、握ったまま手を放そうとせず、じっとこちらの目を見つめていた。

　決して、手の〝操縦ミス〟ではない──涼月の目の奥にあるメッセージを、理解できなくとも感じ取った子供たち。

　涼月も無言で相手を見つめ返した。

〝あたしには、あんたに何もしてやれない。あんたが、あたしに何もしてくれないように。でもあたしは、あんたが生き抜けることを信じてる。願ってる。祈いのってる。心から〟

　強く念じた。かつて夕霧が自分の手に初めて温ぬくもりを与あたえてくれたように。

　その思いに共感した少女たち──にじむ涙なみだ。だが泣きはしない。

　生存という名の戦いの真っ直中にいる彼女らに向かって敬礼──施し設せつを出た。

　マリアの車の前で合流──陽炎が車を走らせたとき、ふと背後を振ふり返っていた。

　四つの円えん筒とう形の巨きよ大だいな建物──そのどこか。

　障害のせいで、生まれてから一度も開かなかった自分の生身の手が、ホルマリン入りの瓶びんの中で、今も拳こぶしを握っている気がした。

　固く──固く──

　開くすべとてないままに。




　　　　弐に




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツト──プラーター地区。

　遊園地のそばにある『喫きつ煙えん可』のレストランで昼食を摂とる五人。

　すっぱ────と一服するマリアのおごり＝上じよう機き嫌げん。「もう、あんたたちが慰い問もんなんてどうなることかと思ったけど、無事に終わって何よりよ。夕方までに本部に戻もどればいいから、非常事態がない限り自由行動とします。たまには羽を伸のばしてきなさい」

「あたしはさっさと帰りたいんだけど」涼月＝マリアが煙草たばこを許さずパイポのまま。

「まさか、受験勉強が大事だとでも言うのか、小隊長」

「えー、そんなんじゃ大人になっちゃいますよぉ？」

　陽炎＋夕霧──揃そろって異議申し立て。

「……何が悪いっつんだ」憮ぶ然ぜんとなって反論。「解けねー問題があって気になんだよ」

「受験……」吹雪＝ちょっと驚おどろいたように涼月の顔を見つめる。

「気晴らしした方が、勉強もはかどるわよ」マリアの決めつけ──起立。「見本市でブランド物のカーグッズが安売りしてんのよねー♪」

　自分が買い物したいだけじゃん、という指し摘てきは無言で却きやつ下か──みなでレストランを出てプラーター公園へ。

「集合時間は厳守で。じゃねー」マリア──単独離り脱だつ＝外国車が多数並ぶ見本市へ直進。

「……しゃぁねえ。観覧車でも乗るか。それともゲーセン？　水族館？」

　くわえパイポの涼月の提案──とりあえず何でも受け入れそうな吹雪を見る。

「うん。涼月ちゃんが行きたい所ならどこでも」吹雪＝人類愛の模も範はんのような笑え顔がお。

　二人をしげしげ見る陽炎＋夕霧──何やら互いを見み交かわす。

「私は近くの伊イ勢セ丹タンで買い物がしたい」「夕霧もそこのパフェが食べたーい♪」

「じゃあ、そうすっか……」

　遮さえぎる。「ここは二ツー人マ一ンセ組ルの別行動が良かろう」「またね涼月ーっ、吹雪くーん♪」

　陽炎＋夕霧＝遊ゆう撃げき的離脱──二人きりになる涼月＋吹雪＝ぽかんと棒立ち。

「なんだ、あいつら」涼月──気き遣づかわれたという実感すらなし／置いてけぼりを食くらって不機嫌な顔。「……お前も別行動がいいか？」

「う……ううん、ううん」慌あわててかぶりを振る＝抗こう弁べん。「ひ……一人でいても面おも白しろくないし。一いつ緒しよがいいかな……」

　その様子を妙みように淡たん々たんと見つめる涼月──肩かたをすくめる／自分の口からパイポを取る／ひょいと吹雪の唇くちびるの間に差し込む。

　無造作にして問答無用の間接キス──吹雪の顔が、ぼっと火を噴ふいたように真っ赤に。

　涼月──残ざん酷こくなまでに何の意図もなし／相手の様子に全く頓とん着ちやくせず。

「マリア医師センセには言うなよ」釘くぎを刺さしつつ煙草を取り出し着火──深々と一服。

　ジッポライター──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』の刻印＝〝可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル〟。

　パチリと蓋ふたを閉める。「行くか」

　パイポをくわえたまま熱に浮うかされたようにふらつく吹雪とともに、大観覧車の方へと、木こ漏もれ日の道を並んで歩いていった。




　ショッピングモールへの途と上じよう──陽炎＋夕霧にかけられる野太い男の声。

「よう。スシナヤルイフシパユツーツエに踊テンりツ子エさリんン。ボクサーは一いつ緒しよじゃないのか？」

　ずざっと足を止める陽炎──最短の角度で迅じん速そくに百十五度ターン。

　膨ふくらんだガムがプシンと変な音を立ててしぼんだ。

　夕霧＝天てん真しん爛らん漫まんに挨あい拶さつ。「こグんリユにスち・ゴはツート、ミハエル中隊長さん♪」

　唇の端はしを上げる渋しぶい微び笑しよう──ＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊長ミハエル・宮ミヤ仕シ・カリウス。

　壮そう年ねん／長身／丸太を削けずったような逞たくましい体たい軀く／短く刈かった金きん髪ぱつ／静かな茶色の目／左ひだり眉まゆに走る疵きず痕あと／フランス人とオーストリア人のハーフ──特Ａ級の狙そ撃げき手しゆにして実力派の現場指揮官だが、むしろ自身が標トロ的フイーになりながらも生き延びたタフで偉い大だいな大おお角つの鹿じかといった風ふ情ぜい。

「……中隊長はなぜここへ？」すましたふり──ガムを嚙かむ動作と膨らませる動作を同時に実行＝舌を嚙む──ぐ……と呻うめきを押し殺す／口元を手で覆おおう／涙目。

「ちょいと趣しゆ味みの買い物でな」ミハエル＝私服──釣つり針と釣り糸の入った袋ふくろ。「あの鬼医者マリアにばったり出くわして、お前さん方がいるって知った。で、それらしいのを捜さがして歩いていたら、クソ目立つ制服のおフ嬢ロイさライんンが二人ほどいたってわけだ。お前さん方は？」

「これから陽炎さんは伊勢丹に買い物に行く途中なんです♪」夕霧＝陽炎の動どう揺ようをいち早く悟さとってフォロー。「ミハエル中隊長さんも御ご一いつ緒しよにどーですかっ？」

「そいつは気が合うな。俺も買い損そこなったルアーを手に入れようとしていたところだ」

「じゃあ夕霧はー、広場に集まる音楽屋さんたちが見たいので、お二人でどうぞー♪」

　ぽんと陽炎の背を叩たたく──躍おどるように離はなれる／手を振ふりながら遠ざかる。

「夕霧……」心優やさしい友の背に向かって感かん涙るい──びしっと敬礼。

「じゃあ二人とも用事を済ませるとするか、スシナヤルイフシパユツーツエ。とはいえ俺の趣味はお前さんには退たい屈くつだろうがな」

「いえ、興味があります」即そく答とう──相手の気を引く言葉を瞬しゆん時じに選せん択たく。「狙撃にも共通するものが多そうですので」

「良い答えだ。どれ、ライフル使い同士のよしみで、カフェでもおごってやるとしよう」

　超ちようラッキー──という思いを秘ひめ、ついうっかり相手の腕うでに回しそうになった手を理性と根こん性じようで抑おさえ、ショッピング街へと、わくわく二人並んで移動していった。

　一方──夕霧は浮き浮き公園を横切り、アマチュアの演奏家たち／役者／芸人たちが集まる広場へ到とう着ちやく。

　目を輝かがやかせてうろうろするうち、ふと耳に届いた音色に振り返った。

　過去の万ばん博ぱくの名残なごり──古風な日本庭園を模した一角。

　バイオリンを弾ひく、十六、七くらいの少年──大勢がその音色に足を止め、聞き入り、蓋が開いたバイオリンケースに小銭を放ほうり込んでゆく。

　夕霧はそちらに歩み寄り／じっと少年を見つめ／両りよう膝ひざを揃そろえてしゃがみ込み／そして両膝の上に両りよう肘ひじを乗せ／両手に顔を乗せ──目を閉じて耳を澄すませていた。




　プラーター遊園地──何十年も前の娯ご楽らく器械と最新機器が雑然と並ぶ一角。

　ズドン！　猛もう烈れつな一撃──グローブをはめた涼月の、すかっと爽さわやかな右ストレート。

　パンチングマシーンの的がガタガタ軋きしむ──電光板が最高記録を表示＝にやり。

「お前もやるか？」思い切りぶん殴なぐれるものを見つけて上じよう機き嫌げん──ごちゃごちゃした物思いが綺き麗れいに消えてなくなる気分。

「う、うん」吹雪──なんであれ涼月が勧すすめるものは全面的に受容。

　くわえたままだった禁きん煙えんパイポを大事そうに左手に握にぎり、もぞもぞグローブをはめる。

　よろめくとも振りかぶるともつかぬ動作／大きく持ち上げた手／ほとんど挙手──涼月が呆あきれてその腕をつかむ。「お前には的が地面にあるように見えんのか？」

　身をすくませる。「ご、ごめんなさい……」

「いちいち謝んな」嚙みつきそうな顔。「あたしみたいに構えろ。ほら。顎あごを引いて、拳こぶしをこう……つーかお前、グローブの中、ちゃんと拳を握ってんだろーな」

「えっ……」グローブをはめただけじゃダメなの？　という顔。「う……うん」

「両りよう脚あしを平行に立たせんな。片方を出して、片方で支えろ。両方で支えようとするからこけるんだ。それと、右利きにするか左利きにするか、いい加減、決めろっつの」

「うん」なんとも真面目まじめ──殊しゆ勝しような微笑ほほえみ。「どっちがいいと思う？」

「あー……」人に訊きくな、という顔。「右で殴るんだから、とりあえず右でいけ」

「分かった」

「左足を踏ふみ出せ。〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉で習ったろ。Ｘ字イクスをイメージしろって。右手は左足、左手は右足につながってるイメージだ。本当に操作すんのは手足じゃなくて自分の体重だぞ」

「うん」素す直なおに従う──その場で逆立ちをしろと涼月が言えば、何の疑問も抱いだかずにその通りにしそうな様子。「……どうかな？」

「さまになってんじゃん」面めん倒どうくさいので誉ほめる。「体重を的にぶつける感じでやれ」

「うん」誉められて嬉うれしそうな顔。

「よし、やれ」

　吹雪の目が真しん剣けんに──歯を食いしばり、んんっ、と喉のどの奥で声を鳴らし、渾こん身しんの力で真っ直すぐに踏み込んだ。振り抜ぬかれる拳──グローブが的の真横を、すかっ、と鮮あざやかに通過。

　身体からだは止まらず──止めるすべは教えられておらず。

　バン！　的のど真ん中に吹雪の顔面が命中──涼月の口から、ぽろっと煙草たばこが落ちる。

　静止──動かぬ吹雪／微び動どうだにしない的／電光板が最低記録を表示＝ピーヒョロロ、という感じの間ま抜ぬけな電子音が少年の努力を祝福。

　通りがかった一いつ般ぱん客きやくのくすくす笑い──涼月＝なんとなく自分が赤面。

　ずりずりと的に顔面をこすりつけるようにして横へ倒たおれる吹雪──涼月が溜ため息混じりにその身体を支えてやる／落ちた煙草の火を踏み消す／ハンカチを取り出す。

「す……す、涼すす月すひちひゃやんん……」鼻血＋涙なみだ＋〝僕、頑がん張ばったんです〟と訴うつたえる目。

「惜おしい惜しい、もうちょっとだったな」あまりの哀あわれさに反射的に慰い労ろう／とりあえず自分の足で立たせる／ハンカチで血を拭ぬぐって鼻を押さえてやる──手慣れた止血。

　もぞもぞグローブを外す吹雪──悄しよう然ぜんと己おのれの手を見る。「みんなちゃんと使えるのに……」

　ほっそりした指──吹雪の体格と遺伝子分ぶん析せきに適合するよう設計された義手。

　何とか自分のものにしようとする目──便利で厄やつ介かいな道具を身体に接続されて引きずる〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉の子供たちの目。

「お前が──」悪いわけじゃない、と言おうとして遮さえぎられた。

「ごめんなさい、ハンカチ汚よごしちゃって……」弱々しく──怯おびえた目／自分の身体から生えた手足という異物を、いまだにどうしていいか分からない者の顔。

「気にすんな」なぜか自分の方が悪いことをしたような気分──ハンカチをたたんでしまう／咄とつ嗟さに、互たがいに気まずい思いをせずに済むものを探す。

　すぐ向こう──空にそびえる巨きよ大だいな車輪。

　数年前に大がかりな模様替がえと拡張工事を施ほどこされた、プラーター名物──大リー観ゼン覧ラー車ト。

「あれ、乗るか？」

　吹雪はまだ何かちょっと言いたそうな顔をしていたが、こくんと素直にうなずいた。




　二人を乗せたゴンドラ＝豪ごう華か客船と戦せん艦かんを足して二で割ったような斬ざん新しんなデザイン。

　巨大な歯車の回転──ゆっくりと上じよう昇しよう。

　ゴンドラ──大きな空間に座席はなし／うろうろ歩き回りながら都市を観賞／四方に大きな窓ガラス／眼下にひしめく建物／何年か前に大きく川かわ幅はばを拡張されたドナウ運河＋ドナウ川。

　涼月──右手にペプシコーラ／さすがに喫きつ煙えんはせず／近づくような、あるいはかえって遠ざかるような青空を見ながら、ふとまた、崩ほう壊かいするタワーのことを思い出していた。

　落下する自分を助けてくれた誰かさん──背中に羽の生えた、公安の特甲トツコー児童。

　手足の操縦ばかりか、本来、人間の肉体にないものをも操縦せねばならないということ。

　それは果たして、あの連中にとって、喜びなのだろうか。

　連想──機械化された子供たちの目──幻まぼろし＝ホルマリン漬づけの自分本来の手。幼い自分を殺しかけた自分の腕うで。そんな〝不良品〟など、とっくに焼しよう却きやく炉ろに放ほうり込まれた後だろうか。

「僕……まだ、これをちゃんと受け入れてないのかも」

　吹雪──両手を見比べる＝右手にファンタオレンジ／左手に大事そうに握にぎったパイポ。

「これって……本当に、必要なのかな？」

　ある種の爆ばく弾だん発言──涼月＝やれやれ、と溜め息。

「仕方ねーさ。世の中、人間には手足があるって前提で動いてるんだぜ。手足がない人間に親切にするよりも、そいつらに代わりの部品をくっつけた方が、お互いに幸せだってことになってんだ」なぜか、だんだん怒おこったような口調に──抑おさえる／正論を吐はく。「だいたい手足が欲しくても手に入んねーやつだっているってのに、そいつらにも同じこと訊く気か？」

　叱しかられて反省した子供のような笑み。「……そうだね」

「なーんか黙だまってると思ったら、んなこと考えてたのかよ」つい、かさにかかったような言い方に──自分のことを棚たな上あげ。「もっと気分いいこと考えろよ。せっかくこんなもんに二人して乗ってんのに、懺ざん悔げ室しつに入ってるみてーに暗い顔してんじゃねーっつの」

「うん」嬉うれしげ──二人して、という言葉にあらためて重大な幸せを発見したような顔。「涼月ちゃんは何を考えてたの？」

「ん……」

　口ごもる──羽の話／子供たちの目／切り離はなされた自分本来の腕──どれも保留。

「空。飛べると思うか？」

「何の道具もなしで？」

「ああ」連想──かつて夕霧が飛んだ空。母親の言葉を信じて。そのことを思うと、なぜか、羽が生えたあの特甲児童は、飛ぶことに誇ほこりを持ってるんじゃないかという気がした。

「飛べるんじゃないかな」微笑ほほえんで答える＝まるで夕霧のように本当に飛びそう。

「かもな」

　急に苦く笑しようが浮うかぶ──あたしにはきっと無理だ、そう言いそうになって口をつぐんだ。

　繰くり返しホルマリン漬けの腕の幻がちらつく──振り払はらう。

　もっと気分いいこと考えろ──すかっとすること／楽しいこと／笑えること。

　反射的に固く拳こぶしを握りしめようとする──手にした飲み物のコップを握り潰つぶしかける。ああ、くそ。なんでもいいからぶん殴なぐりたくて仕方なくなる。どこからか猛もう烈れつな自己嫌けん悪おが弾丸のように飛んでくる。なんでだ。なんだって、あたしはいつも、いつまでも、機械の手を自由に開くことが出来るようになった今も、こんな風に、心の中の拳を握ったまま──

　連想＝飢うえた黒い犬が見境もなく何かに嚙かみつきたがって唸うなり声を上げている──飢えを満たすもの／生きているということの歯ごたえが欲しくて／孤こ独どくに目を尖とがらせている──

「涼月ちゃん、受験勉強……してるんだね」吹雪──さっきからずっと訊ききたかったんだけど訊けずにいたんです、という感じの遠えん慮りよがちな声こわ音ね。

　ふっと嫌いやな気分が遠のく──ゆっくりと両手から力を抜ぬく。

「……志望先も決めてねーけどな。まずは受験資格を手に入れるための試験を受けるよ」

「今のお仕事、辞やめたい？」

「別に……。おい、使わないんなら、それ貸せ」ひょいとパイポを取り上げる──なぜか相手の何かに触ふれたくなる／くわえる。

　吹雪──まじまじと涼月の唇くちびるを見つめる／さらなる間接キスに赤い顔。

「仕事から逃にげたいってんじゃねーよ。単に、したいことをしてるだけだ」

　よぎる思い──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉にいた頃ころは、必死に手足の操縦を覚えて、頑がん張ばって勉強をすれば、〝普ふ通つうの学校〟に行けるようになると思っていた。

　施し設せつの方針＝〝優すぐれた労働力としての機械化児童〟の養育──よほどのことがない限り、一いつ般ぱんの子供が通う学校などという、労働を免めん除じよされる場所へ送り込む気などさらさらなし。

「も……もし、合格したら？　ＭＰＢを……辞める？」

「さあな。考えてないよ」ふと、吹雪を見る──朴ぼく訥とつな感想──赤面症しようか、こいつ？

「……僕、数学とかなら、手伝えるかも」吹雪＝ＩＱ三〇〇の天才少年の助け船。「それに、もし涼月ちゃんが、本当に今の仕事が嫌なら、僕、辞める方法を探せると思う……」

〝他人に与あたえられるものがあってご満まん悦えつか？〟

　いきなり醜みにくい気持ちが頭をもたげた──心の底に押し込こめる／笑い返す。

「別に、仕事が嫌だってわけじゃねえって言ってんだろ」

　どこからか響ひびき出す声──〝あたしは、自分が平気で人を殺せるって知ってるんだよ〟。

　パイポを手に取り、今度は何でもいいから相手に押しつけたい気持ちになって、再びそれを吹雪の口に差し込んだ。「やっぱダメだ。やるよ、それ」

　二度にわたる奇き襲しゆう的行こう為い＝動どう揺ようの極きわみ──高熱に冒おかされたように頰ほおに血を昇のぼらせ、ひっく、としゃっくりが出る。「す……涼月ちゃんは……ひっく、きっと、自分の願いを……ひっく、叶かなえられる人だから……ひっく、多分、僕の助けなんて……」

「……大だい丈じよう夫ぶか、お前」自分のせいだとはかけらも思わない涼月──相手に顔を寄せる。

「ひっく……」拍ひよう子しにパイポが落ちた。大事な宝物でも落としたかのように慌あわてて拾う。「お、お、落としちゃった……」

「気にすんな。お前のだから」あっさり決めつけ──吹雪の鼻を、ひょいとつまんだ。

「すっ、すぅつきひゃぁん？」

「そのまま息止めて、三回唾つばを飲んでみな。止まるから」

「ん……」赤面／こくっと白いすべらかな喉のどが鳴った／苦しげに目を閉じる。

「力むなって。あたしの目を見てな。ほら、あと二回」相手を助けるというより容よう赦しやなく追いつめるかのよう。その顔を間近で見つめる吹雪──こくっと喉が鳴る。縛しばりつけられでもしたように身をすくめ、朦もう朧ろうとしたような表情でやっと三度目を終しゆう了りよう。

　ゆっくりと上じよう昇しようから下降へ移行するゴンドラ──手を放す涼月。

　大きく息をつく吹雪／やたら息を荒らげて。「と……止まった……みたい。ありがとう……」

「効くだろ」笑う──なんだか妙みように胸がすっきりした気分／鷹おう揚ように。「いつもお前には助けられてっからな。お安い御ご用ようだ」

　かぶりを振る吹雪＝中断された会話を取り戻もどそうと早口に。「涼月ちゃんは、とっても強くて、僕の助けなんかいらなくて……、でも、僕、どうにかして、涼月ちゃんを助けられるようになりたくて──」

「……おい」

　遮さえぎる＝相手の顔を指さす──吹雪の右の鼻び孔こうからすーっと血が一筋流れ出していた。

「あ、あれ……？」慌てて両方の拳こぶしで血を拭ぬぐう。

「上、向いてろって」再びハンカチを取り出す──急に笑いが零こぼれる／どこからか親密な気分が湧わいてくる／最初のときよりも丁てい寧ねいに血を拭ふいてやろうとして──

　ぎくっと凍こおりついた。

　吹雪の右目──目ま蓋ぶたの縁ふちで涙なみだのように赤い雫しずくが膨ふくらみ、細い筋となって流れ落ちた。

「ファイルの連結が始まったんだ」いきなり吹雪が言った。「こんなに早いなんて。どうして……」宙を見る──流れる血を拭おうともしない。「そんな……もしかして……」脳に埋うめ込まれたチップでマスターサーバーとリンク＝一いつ瞬しゆんで解かい析せきしたのが表情で分かった。「ああ、そうなんだ……やっぱり、まだ、残存兵器があったんだ。僕の脳を……」

　涼月──意味が分からず／動けず／〝何を言ってんだ〟の一言すら口に出せず。

　悲しい目が涼月を見つめた。

　両目から血が糸のように垂れ落ちてゆく／耳から血が零こぼれ出す／唇が血で真っ赤に染まる。

「ごめんね……涼月ちゃん。ごめんね。僕、ただ……助けになりたくて……」

　戦せん慄りつ──涼月は、やっと、自分がショックを受けているのだということを理解した。

　絶対に起こることはないと信じていた何か──壊こわれたり失われたり汚けがされたりすることなど、決してないと、すっかり思い込んでいたもの。

　吹雪の悲しい目──その頰を血が流れるなんて──ありえない。

　呆ぼう然ぜん──馬ば鹿かみたいに突つっ立っていることしか出来ず。

「僕……ずっと、涼月ちゃんに、お返しをしなきゃと思って……」

　かくん、とパイポを握にぎる左手が力を失う。

　右手──手にしたものが落ちる／ファンタオレンジが床ゆかにぶちまけられる。

　涼月を恐きよう怖ふが襲おそう──こっちの方が泣き叫さけびたくなる。

「ひっく」止まったはずのしゃっくり──まるで痙けい攣れん／新たな血が顎あごをつたう。「僕……」

　そしてちょうどゴンドラが四分の三回転を終えたとき、吹雪の目から光が消え、両りよう脚あしが体重を放ほう棄きして膝ひざを折り、人形のようにくずおれた。

　はっと我に返る──反射的に相手を抱だきとめた。制服に血の染しみ＝怯おびえ、おののく。

　いつの間にか自分の手から落ちていたもの──ペプシコーラ／オレンジと混ざる／吹雪の血がぽたぽた垂れ落ち、床の飲み物と混ざってぐにゃぐにゃした赤黒い模様を描えがいた。

　もの凄すごい吐はき気に襲われた──必死にこらえた途と端たん、涼月の中で何かが爆はぜた。

　振ふり返りざまゴンドラの扉とびらを蹴けり破った──緊きん急きゆう無線通信＝ＭＰＢのサーバーを介かいしてマリアの携けい帯たい電話へＳＯＳコード。

「しっかりしろっ！　今すぐ医師センセーのところにつれてくからな！」

　叫び──意識を失った吹雪を抱きしめ、猛もう然ぜんと宙へ飛び出していた。




　急に誰だれかの声が聞こえたかのように、ぱちっと目を開く──夕霧。

「ごめんね。今日はもう終わりなんだ」

　穏おだやかな──どこか冷たい響ひびきのある声。

　きょとんと見上げる──バイオリンをケースにしまった少年が微笑ほほえんでいる。

　立ち上がり、にっこり笑い返した。「とっても綺き麗れい♪」

　少年の演奏も、少年自身も、そのバイオリンも、まとめて誉ほめるような言い方だった。

「……ありがとう」少年──ちょっと驚おどろいたような顔／陰かげのある微び笑しよう。

「ＣＤがあったら買いますよー？」財さい布ふを求めてポッケを探さぐる。

「そういうのはないんだ……。でも、だいたい、この時間は、ここにいるから」

「また聴ききに来まーす♪」元気に笑う──その脳のう裏りで無線通信＝陽炎。《夕霧、涼月たちに何かあったらしい。至急、集合だ》

《はーい》返答──少年に手を振り、きびすを返す。「では、まアたオフ会・うヴイ日ーまダーでゼーーエっン♪」

　その背へ手を振り返す少年──小さな呟つぶやき。

「またね……夕フロイ霧ラインさ・ユウんギリ」




　　　　参さん




　ミリオポリス第エ二ー十・四ヴエ区ー──ＭＰＢ本部ビル十二階＝女子隊員の寮りよう／涼月の部屋。

　机に向かって教科書を開いたまま、ぼんやり物思い──私服。

　壁かべにかけられた制服＝胸に血の跡あと──クリーニングに出さないとな、と妙みようにけだるく思考。

　意識を失う前の吹雪の顔がちらつく──次々に流れ落ちる血／悲しい目──思い出すたび、ぞっとなる。いらつきが恐怖を消す。結果──まったりとした虚きよ脱だつ感が訪おとずれる。

　くそっ。なんだってんだ。なんでこんな気分にならなきゃならない？　意味分かんねー。

　憂ゆう鬱うつの種の一つ──先ほど提出した始末書＝〝隊員の救助に伴ともなう、観光資源の損そん壊かい〟。

　蹴り壊したゴンドラの扉──遊園地側が、ここぞとばかりに、ありえない金額をＭＰＢに請せい求きゆう＝副長が過去の特例を並べ立ててツケを観光資源保護局に回す＝そのための書類を山のように書かせられた涼月──扉一つを巡めぐるごたごたで、やたら疲ひ労ろう感に襲われる。

　そもそも。いきなりホラーなみの面相になって、こっちをびびらせた吹雪に責任がある。

　だが文句を言いたくとも、相手は今、六階の医い療りようフロアで精密検査のフルコースの真っ最中。

　直通電話でコール＝無む駄だ。容よう態だいすら教えてもらえず──どうやらまだ意識は戻もどらず。

　接続官コーラス──絶対に人殺しの現場に出ることのない、安全で恵めぐまれてて出世を約束されてて自分とは大おお違ちがいの立場。そのはず。なのに──何が起こったっていうんだ？

　答えのない思案が、恐怖──いらつき──憂鬱という、心のメリーゴーラウンドを促そく進しん。

　ふとノックの音──いきなりドアが開く＝陽炎。「夕食前にも受験勉強か？　そんなに大人なみの高収入を得られる今の職業を放棄したいのか？　だが、その割には身が入ってなさそうにも見えるな。悩なやみがあるなら私に話して聞かせるとすっきりするぞ」

「プラーターで何があったか聞きてえって素す直なおに言え、タコ」冷ややか。

「何かあったのか？」パチンとガムを弾はじかせてベッドに座る──妙にわくわくした調子。「あの純情可か憐れんな少年が、鼻血を流して寝ね込こんでしまう何かが？」

「鼻つまんで唾つばを三回飲ませただけだ」

「……それは、フリーメーソンの儀ぎ式しきか？」

「しゃっくりだよ」馬鹿らしげ。

「ああ。私が知る秘伝は、真上を見て喉のどを垂直に立て、顔よりも高い位置にあるコップの水をストローで飲むことだ」

「ニンジャの修しゆ行ぎようみてーだな」笑いもせず。「お前こそ、あの中隊長と何かなかったのか？」

「ない。一いつ緒しよに歩き、釣つり道具を買い、カプチーノをおごってもらった。あと、彼のもう一つの趣しゆ味みが古書集めであることが判明した。今度、国プ立ルン図ク書ザー館ルに一緒に行く予定だ」

「ふーん」

「ちなみに夢の中でなら既すでに何度もデートしているが、そこでも進展はない」

「あ、そ」

「あの人には恋こい人びとがいる。以前あの人が負傷したとき付き添そうのを見た」

「へー」

「冷たいぞ、小隊長。慰なぐさめてくれたっていいじゃないか」ひしっ、としがみついてくる陽炎──肘ひじで押し返す涼月。「知るか。そういうことは夕霧に頼たのめ、タコ」

「夕霧は現在、例の壊こわれた電話で天国のママと会話中だ」座り直す──淡たん々たんとした表情に早戻り。「では本当に何もなかった？」

「ねーよ」呆あきれて返す──実際のところ仲間が部屋に来たお陰かげで不思議なほど嫌いやな気分が遠ざかるのを感じたが、かといって感謝の気持ちなどかけらも表に出さず。

　ふと別の物思いが口をついて出る。

「……お前、初めて仕事で人を殺したときのこと、覚えてるか？」

「いや」何を今さら、という感じ。「トラウマを背せ負おうことを避さけるため人格改変プログラムが適用されていたらしい。危険な環かん境きように心を慣れさせ、任務をまっとうさせるためだ」

「それって、今も使われてんのかな」

「それはないだろう。私たちはみな初期段階で二度適用されたのみだ。噂うわさでは、プログラムの欠けつ陥かんが判明して使用中止になったらしい」

「たったそれだけで平気で人が殺せるようになったのか？　それとも、あたしたち全員、そういう素質に恵まれてたのか？」

「さて。少なくとも〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉にいた頃ころ、適性テストに合格したのは確かだ」

　児童の心理を探さぐるテスト──中でも最も直接的なしろもの。やたらリアルなＣＧで再現された交通事故＝幸せそうな夫ふう婦ふと赤ん坊ぼうがバラバラに吹ふっ飛ぶ瞬しゆん間かんを見せられる。

　気絶する子供／嘔おう吐とする子供／ショックで記き憶おくを失う子供──中でも特異な反応の三人。

　涼月＝げらげら笑い。陽炎＝完かん璧ぺきに無表情。夕霧＝びっくり＆交通事故ソングを披ひ露ろう。

　そのときの映像を思い出す──皮肉な笑えみ。「粉々に吹っ飛んだ人間が何だってんだ。もう苦しまなくて済むやつらよりも、生きてる人間の方が大事──」

　突とつ然ぜん、どかん！　とドアが開いて夕霧が登場。「今日の晩ばん御ご飯はんは何かなーっ！　夕霧は真っ赤なユッケが食べたいです！」

　神しん妙みようになる涼月＋陽炎。「……空気読め、夕霧」「今のはリアルに想像してしまったな」

　夕霧＝きょとん──その頭上で声＝全館放送。《招集放送。各隊の部隊長は二○○○時に二十二階二〇一会議室に集合して下さい。繰くり返します。各隊の部隊長は──》

「やれやれ。今のうちに飯食っとくか」涼月──マリアから連れん絡らくが来るという期待を保留＝二人と一緒に食堂へ向かった。




　午後八時──本部ビル二十二階＝会議室の一つ。隊長格たちのブリーフィング。

　食後のゆったりとした気分など、かけらもなし──ぴりぴりした雰ふん囲い気き。涼月は何の表情も浮うかべず、ただブラックモコーヒーカを思わせる漆しつ黒こくの瞳ひとみに深い苦みをたたえている。

「過去四週間、ＭＰＢでは独自のサイバーテロ対策をとるべく、通信解かい析せき官かんの一部志願者による演習が行われていた。任務はネットを介かいした電子戦術の習得と実じつ践せんだ」

　檀だん上じよう＝ＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルト──長身瘦そう軀く／エリート風銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／体内随ずい一いちの知ち恵え者＝通つう称しよう〝蜘蛛くもの巣フランツ〟の告知。

　横手＝どっしり座る大隊長オーギュスト・天テン龍リユー・コール──巌いわおのような体／銃じゆう口こうより容よう赦しやない眼め／事件中も会議中も滅めつ多たに喋しやべらず＝通称〝沈ちん黙もくのオーギュスト〟の眼光。

　さらに壇の反対側に立っている、長身の女──刃は物もののように鋭するどい緊きん張ちようをたたえた顔。

　副長。「その電子戦演習の過程で、通信解析官の一人が、何者かにより脳内チップに侵しん入にゆうを受け、昏こん睡すい状態に陥おちいった。また同時にこれが通常のサイバーテロではなく、第一級警けい戒かい態勢に値あたいする非常事態であることについて、こちらの公安局員より詳しよう細さいな説明がある」

　副長が下がりながら女を見やる──女がうなずいて壇に歩み寄る。

「〈公安Ｍ局高機Ｓ動隊Ｓ〉副官、ニナ・潮シ音オン・シュニービッテンです」

　ひどく落ち着いた声で告げる女──純白のスーツ／短い漆黒の髪かみ／黒ダイヤのような眸め／冴さえ冴えとした肌はだ／凜りんとした美び貌ぼう／氷像のように直立不動／愛あい想そなどまるでなし──涼月と同じトルコ系／涼月はハーフ、女は生きつ粋すい。

「このたびＭＰＢ通信解析官が侵入を受けたのは、マスターサーバーの解析網もうさえくぐり抜ぬける自律変異型スパイプログラム、通称〈テューポーンの黒い舌〉と断定されました」

　マスターサーバー──都市機能を管理する巨きよ大だいＡＩの総称。各局がそれぞれ別のマスターサーバーを保有し、市全域を監かん視し／管理。あらゆる端たん末まつに干かん渉しようする力と権利を持ち、原子力発電所や転送塔とうなど国家レベルでしか扱あつかえない施し設せつを統とう括かつ。また戦車や戦せん闘とう機の操縦プログラムにも干渉することから、核かくに並ぶ、今世紀最大の抑よく止し兵器ともなっているしろもの。

　その解析網をくぐり抜けるということは、中世でいえば都市の城じよう壁へきを自由に跳とび越こえる存在が現れたに等しい──都市管理を担になう人間にとっては自宅が爆ばく弾だんテロに遭あう以上の衝しよう撃げき。

　女＝冷れい徹てつな眼まな差ざし・声こわ音ね。「同時にこのプログラムは、一部グループが連絡に用いる仮想現実空間、通称〈シュリンクスの葦あし笛ぶえ〉へのキーでもあります。また我々はこれまで犠ぎ脳のう体たい兵器と呼ばれる特とく殊しゆ兵器の都市流入を監視し続けてきました。この兵器は、大都市におけるマスターサーバーの電子干渉力が、大型兵器の使用を不可能にすることに対たい抗こうして設計されたものであり、中ちゆう枢すう装置に人間の脳を使用することで、いかなる干渉も受けつけず、活動し続けることが出来ます」

　涼月──ショック＝悪お寒かん／むかつき／怒いかりと不快感でナイフのように目が尖とがる。

　そして冷ややかなまでの女の解説──涼月の心がありえないと叫さけぶ間もなく。

「そのほとんどの場合、生きた人間から脳を摘てき出しゆつして兵器に移植しますが、今回のケースでは、通信解析官の脳を電子的に支配し、犠脳としたと思われます」

　どすん──腹の底に衝撃／氷の固まりを吞のみ込んだような戦せん慄りつ。

　甦よみがえる声＝〝涼月ちゃんを助けられるようになりたくて〟。

　馬ば鹿か野や郎ろうくそったれ──心の叫び──まるで悲鳴。

「犠脳体兵器それ自体は、いまだ発見されておりません。多くの場合、脳の持ち主の死を契けい機きとして兵器が目覚めますが、今回のケースでは、ＭＰＢの通信解析官にして転送員である、吹雪・ペーター・シュライヒャーの意識を奪うばい、生存させたまま脳機能をハッキングしているものと思われます。ただし兵器が起動すれば、その負ふ荷かが脳障害を引き起こし、数時間以内に脳および肉体は死に至るでしょう。またさらに、起動した兵器が都市に損害を与あたえた場合は、こちらのマスターサーバーが、兵器の中枢装置となった彼の脳を危険因子とみなし、破壊してしまう可能性があります」

　何やってんだ大馬鹿野郎──怒り／虚きよ脱だつ／ごっちゃになる感情で目がくらむ思い。

　安全な場所にいたお前が。戦うあたしたちを一番後ろで眺ながめてたお前が。いったいなんで前に出て来る。なんだって馬鹿げた役目を買って出る。お前なんかに誰だれも頼たのんじゃいない。お前にそうしてくれなんて一言も言ってない。弾たまよけにすらならない間抜けが殺しの現場にのこのこ入って来るなんて──ちくしょうふざけんな。

「兵器を運び込んだグループは〈アンタレス事件〉の際に壊かい滅めつしたことを確かく認にんしています。ですが国内の極右グループ〈純ライ粋ンゾ兵ルダ士ート〉の残党十数名が、代わって兵器を入手し、その無差別使用を計画しているものと推測されます」

　モニター──解析された幾いくつもの設計図／予測される兵器の形状／特とく徴ちよう／対抗措そ置ち。

「我々ＭＳＳは、〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉およびそれにつらなる全組織に受け入れる用意がある限り、入手した情報を、出来る限りの迅じん速そくさで共有する方針です。ただし武力支し援えんは互たがいにその余力を持たず、事件に遭そう遇ぐうした組織が、個別に撃破せざるをえません」

　ふいにざわめき──モニターに映し出されるロゴ＝『Princip inc.』。

　涼月の目がさらに尖る──研とぎ澄すまされたナイフの切っ先のような眼光／殺気／憤ふん怒ぬ。

　そして顔写真──一人の男。

「この写真は、ある重要参考人が、我々に遺のこしてくれたものです……」

　女の声が僅わずかに震ふるえた──硬こう質しつの美貌が、ほんの一いつ瞬しゆん、悲ひ嘆たんの念をあらわにしていた。

「多くの兵器を都市に流入させる支援型テロ組織プリンチップ社。そのエージェントたるリヒャルト・トラクル……全すべてのテロの関連性を裏づける男です」

　涼月は、息を潜ひそめるようにして、じっとその男の写真を見つめている。

　禿はげあがった頭／生気に満ちた緑の目／尖った鷲わし鼻ばな──嬉き々きとした表情。

　心理テスト＝幸せそうな人間がバラバラになる映像。

　それと同じ目に遭わせてやるという思いが、音を立てて膨ふくれ上がった。




　　　　肆し




　ＭＰＢ本部ビル六階──医い療りようフロア。

　集中治療室＝分厚いガラスの向こう。

　ベッドに横たわる吹雪──手足を外された体を毛布が覆おおっている。

　人工呼吸器／頭部や体から伸のびるコードの束／周囲にとてつもない数の機材／さらに隣りん室しつでは吹雪の脳内活動を監視する解析班の一団が待機中。

　涼月──半眼／闇やみ雲くもな怒りをたたえてガラス越ごしに見つめ続ける。

　陽炎と夕霧も一いつ緒しよにいたが、完全に沈ちん黙もくする涼月に気を遣つかってこの場から去っていた。

　眠ねむれる吹雪──両手足を取られただけなのに、ひどく小さく無防備に見える。

　赤ん坊ぼうのような無む垢くさ──その頰ほおが血に濡ぬれたときのショックに繰くり返し襲おそわれた。

〝これって……本当に、必要なのかな？〟

　甦る声＝吹雪──生来の無む肢し症しよう児じ。

　手足を持たずに生まれた子供──医師は両親にショックを与えないよう、その事実を隠かくし、いったん赤ん坊を別の部屋に移した。両親は当然のことながら「私たちの子供に会わせて」と主張──そして対面＝手足の欠けた我が子を見るなり、父親も母親も、口を揃そろえて言った。

「なんて可愛かわいいんでしょう」

　肉体の障害など物ともしない、輝かがやける愛に満ちた夫妻のもとで、すくすく育つ吹雪。

　両親の意向──「普ふ通つうの子供」の幼よう稚ち園えんへ。手足の代わりに、肩かた・腰こし・顎あご・口を使って、食事・お遊ゆう戯ぎ・追いかけっこ・お歌・お絵かきを難なくこなす。

　両親から受け継ついだ笑え顔がお、そして最新式の全自動車くるま椅い子すのお陰かげで人気者に。

　だが六歳のとき、政府が障害を一方的に認定──機械化の必要ありと断定。両親から引き離はなし、強ごう引いんに〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉行きに。噂うわさ＝抜ばつ群ぐんのＩＱを誇ほこる吹雪を政府が欲しがった。

　両親の抵てい抗こう──「手足がなくて何が悪い」──あらゆるコネを駆く使しして愛する我が子を取り戻もどそうとした結果、「原則として身元は隠して育てる」という児童福ふく祉し局の方針を覆くつがえし、例外中の例外として、頻ひん繁ぱんに我が子と面会することが許される。

　涼月／吹雪、十歳──初めて出会う。

〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉のジムフロアで、上級生たちに小こ突づき回されている吹雪を見た。

　上級生＝鬱うつ憤ぷんに満ちた男子グループ──迎むかえに来ない親／見捨てられた自分たちへの絶望感／職業訓練を拒きよ否ひし続け、いつまでも卒業しようとせず、無む軌き道どうな怒いかりばかり育てるやつら。

　吹雪＝その可か憐れんといってもいい容姿のせいで、女の子だと思い込む涼月──乱入。

　問答無用──闇雲な怒りで涼月の右に出る者はなし。手足の操縦訓練のため、様々なスポーツが学習可能なジムフロア──涼月が最も得意とする競技＝ボクシング。

　ちょうどその頃ころ、夕霧がいち早く身体からだの操縦能力の高さを買われ、治安機構が運営する訓練学校に〝転入〟──涼月に両手を開くきっかけを与あたえてくれた夕霧の不在。

　そのせいで、かりかりきていた。爆ばく発はつ寸前のいらいら。だから相手を助けたというより、単に暴れたかっただけかもしれない。

　五対一──涼月の圧勝。手足がへし折れるのも構わぬ暴れっぷりに驚きよう嘆たんする吹雪。

〝暴力的〟〝衝しよう動どう的〟〝問題児〟＝〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉でしばしば涼月に下された評価。

　だが吹雪がその〝正義感〟を主張──挨あい拶さつを交かわす仲から、ランチを一緒にする仲に。

　相手を男だと勘かん違ちがいしていた吹雪＝〝あなたみたいに強くなりたい〟と言った。

　相手を女だと勘違いしていた涼月＝〝こいつみたいに可愛ければ〟と思った。

　そうすれば寂さびしさに耐たえられるかもしれない──そうすれば愛されたかもしれない。

　互いに欠けていたものを持ち合わせたような二人。幾つかのクラスを一緒に受けた。

　少年の頭の良さと優やさしさに驚おどろく少女──〝本当は僕、手足なんていらないと思っているのかも〟と真顔で言える少年のことが、自分とは全く違う、高潔な存在に感じられた。

　少女の物もの怖おじせぬ態度と運動神経の良さに驚く少年──〝腐くさった手足で病院まで這はって行った〟ことを笑って話せる少女を、自分とは全く違う、自らの強い意志で、どんな困難をも乗り越こえることが出来る人間だと誉ほめ称たたえた。

　女子がやっかんだ──吹雪の綺き麗れいな顔立ち／人類愛的態度／将来の有望さ。

　男子がやっかんだ──トルコ系のエキゾチックな顔立ち／喫きつ煙えんグループの唯ゆい一いつの女子＝涼月本人の知らぬところでアイドル扱あつかい。
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　悪い気はしなかった。夕霧が不在の寂しさを埋うめ合わせるわけではなかったにせよ、吹雪といることで、あったかい気持ちになった。仲間とはまた違った、互たがいの肯こう定ていの気持ち。それ自体は、もしかすると今も変わっていないのかもしれない。

　だが唐とう突とつに訪おとずれる異変──吹雪の両親。

　政府高官にも顔が利きく裕ゆう福ふくなユダヤ人──なんと祝日に外出許可を与えられる吹雪。

　その恩おん恵けいが涼月にも与えられた。吹雪がそう両親に願った。家に誘さそわれた。のこのこついていった。温かな晩ばん餐さん会。何も持っていない涼月の目の前で繰り広げられる家族愛。

　どこからどう見ても完かん璧ぺきなまでに息子むすこを──またその後に生まれた健全な弟を──何の分け隔へだてもなく愛しているパパとママ。最初に感じたいい気分はすぐに消し飛び、やがて涼月は、痛つう烈れつに裏切られたような思いに囚とらわれた。

　湧わき起こる思い──口をついて出た言葉。〝あたしはユダヤ人じゃないし、吹雪と同じ神様を信じてないのに、一いつ緒しよに食事をしていいの？〟

　吹雪のパパとママは言った。信しん仰こうほど自由なものはない。必要なのは他者への愛だけ。

　その一発で、とても嫌いやな感情の正体がはっきりした。あたしのママはオーストリア人でパパはトルコ人で、そのせいで互いの実家や夫ふう婦ふ同士でも反発が絶えず、冷たく醒さめていった。

　どちらもあたしの障害を認めず、放置すれば治ると信じて娘むすめを殺しかけた。

　政府の障害認にん定ていの後では、障害児童を生んだことが罪であるかのように振ふる舞まった。

　にこにこ微笑ほほえむ吹雪──涼月の心は悲鳴を上げた。

　お前は愛されている。何の疑問もなく。愛されているのだと自分で分かっている。

　ただ会うためだけに会いに来てくれる親。そんなの〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉にいる誰だれも持っていない。

　自分の家、愛に満ちた家族、温かな食しよく卓たく、無条件に与えられる両親からの百万回のキス。

　あたしが欲しくて欲しくて欲しくて、でも決して手に入れられないと悟さとって、冷たい心の底に隠かくしておくしかなかったもの全すべてを、お前は当たり前のように持っている。

　あたしに恵めぐんでやろうとでも思ったのか？　たっぷり見せつけられて胸が痛くて仕方ないあたしの気持ちがお前に分かるか？

　ちくしょうちくしょうちくしょう──いじめられるわけだ。この、ばーか。

　以来──自分の気持ちは口にせず、ただ吹雪と距きよ離りを取るようになった。

　普ふ通つうの会話──どこかよそよそしく。そしてあるとき再びいじめられている吹雪に遭そう遇ぐう──だが何もせず傍ぼう観かん。すると吹雪は自分から抵てい抗こうして上級生を突つき飛ばした。

　面おも白しろがって囃はやす涼月。だがその後で聞かされた吹雪の解かい釈しやく──涼月ちゃんは警察に、僕は軍隊に行くことが決まったから。だからわざと助けないでいてくれた。一人でも大だい丈じよう夫ぶなように。涼月ちゃんが見ていてくれたから──一人でも勇気が持てた。

　涼月の内心──なんだそりゃ。ふざけんな馬ば鹿か。今さらお前を小こ突づき回せない代わりに眺ながめて楽しんでただけだ。これまでだってお前に頼たよられる気分の良さを味わってただけだ。

　どうしようもないくそったれのお人ひと好よし野や郎ろう。何でも親切に置き換かえるのが好きだってんなら、あたしがお前の親切をとことん便利に使ってやる。

　むしゃくしゃが積もりに積もって暴発──上級生のいじめグループを救命室送りに。

　将来の職業コースが取り消されかねないほどの暴力──だが吹雪が涼月を庇かばった。自分が目をつけられていたからだと泣いて訴うつたえた。涼月が自分を守ってくれたのだと。

　憤ふん激げき──おいおいおいおい、あたしはただいらついてただけだ。なんでお前が庇うんだ。それはあたしの役だろ。お前を庇って気分が良くなる役、頼られる役、優ゆう越えつ感にひたっていられる、あたしの役じゃなかったのか。

　心の底に隠した怒いかり──羨せん望ぼうという名の苦しみ。

　やがて涼月／吹雪──十歳の終わり＝本格的な職業訓練の始まり。

　紛ふん争そう地域に派は遣けんされることになるかもしれない吹雪へ、初めて憐れん憫びんの心を刺し激げきされる。

　ニュース──激化するアジア・アフリカの紛争地帯の映像を見た。調停のため派遣される国連軍／オーストリア兵／ミリオポリス産の機械化児童たち。地じ獄ごくの修しゆ羅ら場ばの従事者たち。

　吹雪の両親の力すら届かず──腐ふ敗はいと銃じゆう火かに満ちた場所へ投げ込まれることに。

　刻々と迫せまる別れのとき──初めて吹雪に何かを与あたえてやりたいと思った。与えられるものを何も持っていない自分。吹雪はその気持ちだけで十分すぎるほど嬉うれしいと言った。

　そして吹雪の〝超運動音おん痴ち〟──まるで神の意図。

　軍が受け入れ拒きよ否ひ──その脳力を情報部が高評価／都市治安機構が欲しがる。

　ＭＰＢに配属決定──通信解かい析せき官かんにして接続官コーラス＝安全・高収入・出世の可能性に満ちた職。

　呆あきれるばかりの途と方ほうもない幸運の数々。

〝感動の再会〟──既すでに特甲トツコー児童として配属されていた涼月は、感かん涙るいする転送員たる吹雪を前にして、何か大きなものをあきらめた気がした。

　人生はクソだ。神様はどこまでも不平等だ。親に愛されないまま人殺しになったあたしの目の前に、戦争にも行かないですんだ恵まれたやつをつれてくる。くそったれの腐くされ縁えんのお人好し野郎。こうなったら今まで以上にとことんお前を便利に使ってやるだけ──

「いつまでそこにいる気？」

　マリア──いつの間にか廊ろう下かに立ってすぱーっと一服／灰皿で揉もみ消す／手招き。

「来なさい」

　無言で後に従う──集中治ち療りよう室の中へ。

　ベッド脇わきの仕切りの向こう──台の上＝取り外された吹雪の手足を見せられる。

　その左手──固く握にぎりしめられたままのそれを、マリアが指さした。

「接続を解除しても、開こうとしなかったのよ」

　近づいて見る。左手が握るもの──パイポ。何か大切なもののように。

〝助けられるようになりたくて〟。

　血に濡ぬれるはずのなかった頰ほお──無む垢くで高潔で自分とは全く違ちがう存在であるべきもの。

「──くそったれ!!」

　ブリーフィング以来、十数時間ぶりに声が出た──衝しよう動どう的にきびすを返した。

　仕切りから飛び出し、ベッドで横たわる吹雪に駆かけ寄った。

「ふざけんなっ！　お前を便利に使っていいのはあたしだけだっ！　どこかの馬鹿どもに大事な脳のう味み噌そを使われてんじゃねえよっ、馬鹿野郎っ！」

　啞あ然ぜんとなる医師たち＋通信解析班の面々──じっと腕うでを組んで二人を見ているマリア。

「あたしが元に戻もどしてやる。元のお前に戻して、二度と馬鹿なこと考えないように、とことん脅おどしつけてやる。お前を庇って気分が良くなる役は……あたしのだ、この大馬鹿野郎……」




　　　　伍ご




　ミリオポリス第ブ二リギ十ツテ区ナオ──ドナウ川とドナウ運河の中なか州す。

　浮うき足立つ雰ふん囲い気き＝世界の有名人や政治家のかぶり物をした市民の群。

　核かく兵器で出来た十じゆう字じ架かなど、政治や宗教の権けん威いをこけにした出し物で賑にぎわう。仮装パレード／反戦デモ／反政府主義キャンペーン／全すべてごっちゃのお祭り騒さわぎ──〝世フア紀ン・ド末・シ祭エクル〟。

　ＭＰＢの車両小隊がパレードとともに周辺を巡じゆん回かい──ど派手な装そう甲こう車の上で〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス小隊の三人が広報部特製の衣い裳しようを着て平和をアピール。

　涼月＝黒い子羊の衣裳──ふわふわ飾かざり／ミニスカ／パンツのお尻しりにプリント＝『D=W [image: はーと] AD/MPB』＝〝あダなイネたトの・ヴたエめーゲにン♡神アニのユ子ス・羊デイ／ＭＰＢ〟。

　凶きよう悪あくに目つきの悪い子羊──さながら世界の罪穢けがれを拭ぬぐうための神のモップ。

　陽炎＝赤い子羊──マグダラのマリア的セクシーさ。

　夕霧＝白い子羊──聖母マリアばりの純真純白の姿。

　侵しん攻こう──静かに／迅じん速そくに。パレードの警備を装よそおって。

　敵の仮想現実プログラムの解析＝パレードのスケジュール／襲しゆう撃げき地点の割り出し／馬鹿げた兵器の使用計画を特定──マスターサーバー〈刕レイ〉による地区全体の監かん視し。

　無線通信＝副長。《敵の通信を傍ぼう受じゆ。位置を確かく認にんした。敵襲撃と同時に即そく鎮ちん圧あつだ。いいな》

　脳の視覚野に直接送り込まれる図面──敵位置／割り出された武力／各小隊の受け持ち地点──にわかに高まる戦意。

　二十一世紀に入る以前から、治安とテロと経済の名において、個人のプライバシーなどというものは道みち端ばたの犬の糞ふんほどにも価値を失っている。まずアメリカとイギリスが白人のみで構成される世界的盗とう聴ちよう網もう〝エシュロン〟を完成──ついで、フランス／ドイツ／ロシア／中国が追つい随ずい。あらゆる電話・メール・ＦＡＸを自動的にキャッチ／巨きよ大だいシステムで解析。

　たとえばタンザニアからベトナムに国際電話で「爆ばく弾だん」「ＣＩＡ」「アルカイダ」と毎日連呼する者がいれば、そいつの通信は自動的に全て欧おう米べいのサーバーを一いつ瞬しゆんだけ経由するようになり、コンピュータによる二十四時間監視が開始される。さらに先進諸国は治安機構による盗聴を合法化──今も、一帯にはびこるグループの会話を一つ残らず記録中。

　かつて先進諸国の中では唯ゆい一いつ、日本のみが盗聴の合法化を拒きよ否ひ──〝情報音おん痴ち〟と揶や揄ゆされながらも「自白」を尊重。その結果──国連から「拷ごう問もん」と指定された行こう為いを連発＝無実だろうが何だろうが弁護士が不在の密室で長期にわたって尋じん問もん／暴力／恫どう喝かつ／各種の拘こう束そく具を使用／魔ま女じよ狩がりなみにいじめ抜ぬき、無実の人間をえん罪に陥おとしいれること多数。

　その日本の〝先例〟が、かえって〝盗聴って大事だよね。無実の人間を投とう獄ごくせずに済むもんね〟という根こん拠きよを先進諸国に提供──国連すら、プライバシーの侵しん害がいよりも治安機構の盗聴行こう為いを認めた方が、結果的に、警察による暴力を防げるとして容認せざるを得ず。

　かくして。今や一大流行と化した合法的盗聴を知ってか知らずか、互たがいに連れん絡らくを取り合う武装グループのメンバーたち──一人残らずその正確な位置と進路が割り出されるとともに、引き金を引く遥はるか以前に、めでたく〝即射殺が許可された重罪犯〟にランクイン。

　大通り──社会労働党の一群が国家の怠たい慢まん政治を痛つう烈れつに批判しながら行進。

　そこへ横合いからにわかにトラックが飛び出し、拡声器でシャウト。

「我々はー、堕だ落らくした民衆をー、目覚めさせるべくー、鉄てつ槌ついを下さねばならないー」

　荷台がオープン──躍おどり出る武装犯たち＝頭にかぶり物／手に自動小しよう銃じゆう。

　そして最初の一発を放つことすらなく、ＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊の狙そ撃げき手たちが彼らを射殺していた。僅わずか数秒で皆みな殺ごろしに＝血まみれのトラックが街路を蛇だ行こう──次々に飛び出して進路を塞ふさいだＭＰＢ装甲車両の腹に、計算通り激げき突とつ＝停車。

　突とつ如じよとして湧わいた銃声に反応する市民／悲鳴／十分に予想されたパニックの発生──ＭＰＢの各小隊が街路を塞いで市民を誘ゆう導どう。同時に、あらかじめ市民の立ち入りを禁じていた〝狩かり場〟へ武装グループを追い込んでゆく。

　最初の銃声から一秒後／最初の死者が出た地点から一キロ後方──涼月＝脳のう裏りで爆はぜる副長の無線通信。《四つのポイント全てで敵を確認！　黒シユヴ犬アルツ・紅犬ロツター・白犬ヴアイス！　〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス、全アル・頭シユ出トウ撃ルム！》

《了解ヤー》低い声でぼそりと応答＝涼月──最初の銃声と同時に跳ちよう躍やく済み／苛か烈れつな戦意／宙で獰どう猛もうな唸うなり。《行くぜ、陽炎、夕霧──狩ヤりクトのツ時アイ間トだ》

　三人それぞれ別ルートを選せん択たく／敵の囲い込み──〝狩り場〟へ急行。

　涼月──ビル壁へき面めんを蹴けって疾しつ風ぷうのごとく移動。「転送を開かい封ふう」

　遠とお吠ぼえにも似た音──エメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきとともに指／腕／足／衣裳が解体＝置ち換かん──漆しつ黒こくの流線形をなす鋼鉄の手足に変へん貌ぼう／各急所をカバー。

　砲ほう弾だんのごとく飛来──一帯に紛まぎれ込んだ気でいる郵便局車を擬ぎ装そうした車両へ、斜ななめ四十五度上方から強きよう烈れつな打ち下ろし──両腕両りよう脚あしの超震しん動どう型雷らい撃げき器きが存分に機能を発揮。

　轟ごう音おん──フロント部を爆ばく砕さい／車体が縦に宙を舞まう／街路樹をへし折り落下。

　かぶり物をした武装犯たちが、逆さまになった荷台から這はい出て来る。ターミネーター＝筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの元カリフォルニア州知事／葉巻をくわえたチェ・ゲバラ／禁きん煙えんのシンボルのタバコ男へ、素す早ばやく接近──武器を構える余よ裕ゆうすら与あたえず殴おう殺さつ・殴殺・回し蹴り──血の海。

　前部座席から這い出た武装犯──郵便局員の制服／ミサイル密輸と他国民の誘ゆう拐かいで有名なアジアの独裁者／今なお現げん役えきＦ１ドライバーにして英えい雄ゆうシューマッハのかぶり物。

　彼らが銃を構えるや──次々にかぶり物ごと頭部が破は裂れつ。

　精密な狙撃フオロー──陽炎。右腕と一体の超伝導レール式ライフル＝ビル屋上から無む慈じ悲ひに射殺。

　敵の支し援えん──オフィスビルの四階空きテナントから銃を突つき出す武装犯たち。

　かぶり物＝ライオンヘアーの元日本国首相／白しろ髭ひげの神様／親子二代にわたって中東に戦争をしかけたアメリカ大統領／ミサイル密輸その他で有名なアジアの独裁者の父親。

　地上の涼月へ乱射しようとする彼らの眼前で、白銀の輝きが、縦じゆう横おう無む尽じんに閃ひらめいた。

　どかん！　と夕霧が窓を蹴破りビル内に乱入──歌声。

「みなさん御ご一いつ緒しよに、アヴェ・マリアーっ♪」

　その指先から放たれる幅はば二ミクロンのワイヤーカッター×５×２によって既すでに存分に切り裂さいていた武装犯たちの五体／銃器／かぶり物／壁かべ／窓／柱が、バラバラに崩ほう落らく。

　地上──市民の退たい避ひ／無人と化す通りに虚むなしく飛び込んでくるピックアップトラック。

　疾しつ走そうする涼月──トラックの運転席ごと運転手を粉ふん砕さい。横よこ倒だおれになる車体／ばらばらに投げ出される武装犯たち＝その一人の胸むなぐらをつかんで怒ど声せいを浴びせた。

「てめーらが動かそうとしてるタコ兵器はどこだ！　今すぐ教えやがれ──！」

　相手を思い切り持ち上げたとき、ずん！　と地面が揺ゆれ、それが現れようとしていた。




　ＭＰＢ本部ビル──医い療りようフロア／手術室。

「心しん拍ぱく微び弱じやく！　脳波に異い状じようあり！」医師たちの声──手術衣姿のマリア。「蘇そ生せい準備！　外部から遠えん隔かく操作された脳が、限界を超こえた多重干かん渉しようを受けているわ！　間もなく肉体が仮死状態に入るはずよ！」

　隣りん室しつ──解かい析せき班が猛もう烈れつな勢いで一連の作業をスタート／吹雪の脳内活動を追つい跡せき／何百通りもの解放手段を試みる／相手の電子的手段の奪だつ取しゆと阻そ止しをはかる。

　壁面に設置されたモニター＝複数の画像／全すべて第ブ二リギ十ツテ区ナオの戦せん闘とうの光景。

　モニターを一いち瞥べつするマリア＝画面を横切る漆黒の特甲トツコー少女。

「戦ってるわよ……あなたのために」

　ささやき＝眠ねむれる吹雪へ──やがて少年の鼓こ動どうが弱まり、死に等しい状態へ陥おちいっていった。




　第ブ二リギ十ツテ区ナオ──大通りに湧き起こる地じ響ひびき。

　驚おどろきと戦せん慄りつ──戦意で抑おさえ込む／ぎろっと路面を睨にらむ。

　男の叫さけび。「市民の堕だ落らくを招く似非えせ憲兵ども！　我々の命がけの鉄てつ槌ついが、貴様らの迎げい合ごう主義を打ち砕くだくぞ！」

「命がけ？」涼月──戦意が殺意に／男の襟えり首くびをつかんで持ち上げたまま猛然と揺さぶった。

「ふざけんじゃねぇっ！　だったらなんで、てめーの脳のう味み噌そを使わなかったっ!!」

　爆発──アスファルトを突き破って飛び出す何か＝灰色の巨きよ大だいなアーム／掘くつ削さく機。

　先せん端たん部の掘削機がスライド＝ガトリング砲ほうが涼月を向く──めくるめく砲火。

　一発一発がとてつもない打だ撃げき＝男の上半身が吹ふっ飛んだ／血しぶき／涼月の左ひだり腕うでに亀き裂れつ／機甲がひしゃげる／砕ける──転がってかわす／素早く跳躍／火から逃のがれる。

　追跡するアーム──きらきら光るワイヤーがその砲身を絡からめ取った。

　四階から飛び降りる夕霧／窓まど枠わくを使ったテコの原理──砲身が引っ張られてビルの方を向き、空きテナントの壁が特大の蜂はちの巣と化した。

　陽炎の狙撃フオロー──アームの弾倉が撃うち抜ぬかれる／小爆発／砲口の空回り／砲撃中止。

　副長。《ポイント２に兵器が出現！　繰くり返す！　ポイント２に兵器が出現！　全隊で封ふう鎖さ線を形成！　急げ！》

　地面に広がる亀裂──立ち上がる涼月＝破損した機甲を再転送。

　しっくり来ない──マスターサーバーとの中ちゆう継けいを司つかさどる転送員が不在。

　要よう請せいと実行の間にほんの僅わずかな遅ち延えん／違い和わ感かん──たまらなくいらつく。

　ＭＰＢ車両小隊が大通りを封鎖──周囲のビルや路上で大型火器を構える中隊の面々。

　副長。《下水路にいる標的の外形を音おん響きよう探査で確かく認にん。ＭＳＳから情報提供された、軍用機体ヴィルトシュヴァイン機能拡張型と断定。各隊の全火力の使用を許可する。繰り返す。各隊の全火力の使用を許可する》

　次々に分厚い地面をぶち抜くアーム──市街地に無茶な侵しん攻こうをはかるその馬ば鹿かげた兵器の登場を、涼月が苦い怒いかりに満ちた目で視認。

　大型トラック数台分はあろうかという、ずんぐりとした灰色の六輪戦車。

　側面に移動補助用の四本の短い脚きやく部ぶ──六本のアーム型ガトリング砲座。

　機体前部＝牙きばのような一いつ対ついの雷らい撃げき器き──まさしく鋼鉄製の化け物イヴイルノトシシユヴアシイン。

　各隊の一いつ斉せい射撃──大型火器／対戦車砲ミサイル／炎ほのお・炎・炎。分厚い装甲が凹へこむ、焼けつく、ひしゃげる──持ちこたえる。そして敵兵器が、にわかに突とつ進しんを開始。

　アスファルトを抉えぐりながら猪ちよ突とつ猛もう進しん──封鎖線を形成する車両群に激突。

　敵の雷撃器の機能発揮＝炸さく裂れつ。

　装甲車両が冗じよう談だんのように吹っ飛んでいって路上を転がり、ビル壁へき面めんに大穴をあけた。

　猛たけるイノシシ戦車──背でアーム型砲座が稼か働どう／乱射。

　砲火のブリザード──ビル窓が一つ残らず砕け散る／ビル壁面が弾だん痕こん模様に／降り注ぐガラスとコンクリート片へん／動けなくなる隊員ら──飛び出す機会をうかがう涼月＋夕霧。

　陽炎がいち早く躍おどり出る／必中の狙撃フオロー──アームの弾倉を次々破は壊かい／半数が稼働停止。

　敵の照準装置が陽炎を捕ほ捉そく＝集中砲火──身を伏ふせる陽炎／ビル屋上で釘くぎづけに。

　前後から飛び出す涼月＋夕霧──イノシシの反応＝アームを前方の夕霧に向けて展開。

　素早くかわす夕霧──即そつ興きよう的な遊撃──背後で爆ばく炎えん／火の雨／敵を引きつける。

　涼月の接近──敵の後ろ脚あしに右ストレート＝雷撃／衝しよう撃げき──轟ごう音おんを立てて膝ひざをつくイノシシ。

　だがにわかに車輪が回転を開始／猛然と涼月に向き直る──その牙＝雷撃器。

「上等だぁ────っ!!」

　振ふりかぶられた涼月の左ひだり拳こぶしが、正面から敵の雷撃器の衝撃伝達角度内へ叩たたき込まれた。

　轟音──〇が二つは違ちがう体重差／衝撃の差／許可された武装の差。

　跳はね飛ばされる──バラバラになった右腕・右脚が宙を舞まった。

　地面に転がり倒たおれる──衝撃で数秒ほど完全に意識喪失ブランク。

　涼月の体に白銀の輝かがやきが絡みつく。切断能力を落としたワイヤー──涼月の体を素早くビル陰かげに引っ張り寄せる夕霧──ともに隠かくれた直後、ビル壁面に敵砲火の乱らん舞ぶ。

　イノシシの前進──ローラーのような車輪で封鎖線を完全に踏ふみ越こえる。

　副長の命令で敷ふ設せつされた対戦車地雷群──歩行用脚部で踏み潰つぶされる──爆炎＝効果なし／足止めにすらならず。

　第二次封鎖線──装甲車両および徴ちよう収しゆうした市バスのバリケード。

　突撃態勢になったところへ、待ち構えていた隊員たちが抑よく止し兵器を発射＝粘ねん着ちやく性のゲル弾／脚部に巻きつくワイヤー──イノシシの動きが鈍にぶる／引き千切る／振りほどく。

　はっと意識を取り戻もどす涼月──歯は軋ぎしりしながら再転送／エメラルドの輝き／要請に応こたえる相手が吹雪ではなくＡＩ群に過ぎないといういらつき。

《涼月がお目覚めでーす》夕霧が報告──目は敵の動きを冷静に追っている。

《野や郎ろう、どこへ行く気だ？》涼月──苦い味のする唾つばを吐はく。

　陽炎の解説。《先ほど本部の解かい析せき結果が出た。ここから国連都市を通過した後、百キロほど離はなれた原子力発電所で自爆するようプログラムされているらしい。その前に吹雪くんの脳が保もたないのは明らかだ》

　特大級の馬鹿げたプラン──無意味で闇やみ雲くもでただ暴れられれば何が失われようと知ったことではない連中＝まるで鏡写しの自分／同じ闇雲の怒りで報むくいてやりたくなる。

《ふざけやがって。その前にドナウ川に沈しずめてやる》

《そこが最終ラインだ。やつが川を越えて国連都市に入れば、マスターサーバーが非常手段として、吹雪くんの脳を破壊する》

　憤ふん怒ぬ──目の前が真レツっド赤アウにト。無言で飛び出す／街路を疾しつ走そう──跳ちよう躍やく／ビルの壁かべを蹴けって弾丸のように移動＝敵の進路へ先回り。

　夕霧＋陽炎──別ルートでそれぞれ涼月に追つい随ずい。

　イノシシの驀ばく進しん──第二次封鎖線の崩ほう壊かい＝真っ二つになったバスが宙を舞った。

　装甲車を踏み潰して河岸の広場へ躍り出るイノシシ──飛来する漆しつ黒こくの弾丸＝涼月。

　即そく座ざに三つのアームが迎げい撃げき用意──うち一つが狙撃を受けて砲撃中止／一つがワイヤーに搦からめ捕とられて地面に向かって砲撃。

　残り一つが涼月と正面きって対決──雷らい撃げき／砲撃。

　粉々になるアーム／砕くだけ散る涼月の右拳──敵の背面装甲に転がりながら着地。

　這はいつくばる／固く握にぎりしめた左拳──立て続け＝雷撃値最大でヒット／ヒット／ヒット。

　装甲が凹む──その奥の中ちゆう枢すう装置さえ破壊すればこの化け物を止められる。

　雷撃の乱打。叫さけび──意味をなさない怒りの声／焦しよう燥そうの声／悲ひ愴そうの声。

　あるいは追いつめられた者の祈いのりの声──装甲を破壊出来ず。

　構わず侵しん攻こうを再開するイノシシ──巨きよ大だいな六輪の回転＝しがみつく涼月。

　またたく間に広場を横切り、河岸の小さなカフェに激突。

　建物が半壊──前方へ放ほうり出される涼月＝転がる／起き上がる──すぐ背後に河。

　対岸──彼方かなたに国連都市の高層ビル群。その堤てい防ぼう沿い──ずらりと並んだＢＶＴ直ちよつ轄かつの軍用機体の群＝どの機体も最終ラインたる川のこちら側へは来ない／涼月らを掩えん護ごしたりはしない。あくまで国連都市など主要施し設せつの防備に専念──どこの誰だれが犠ぎ牲せいになろうと、自分たちの縄なわ張ばりから一歩も出ようとしない、規則と慣習と身内意識で結束するクソ野郎ども。

　建物を踏み越えるイノシシ──車輪による突撃態勢。

　涼月──今になってやっと輝きとともに再転送された右拳を振り上げる。

　掩護なし──打開策なし──迎むかえ撃うつすべとてなし。

　ただ闇雲なだけの怒り──なんと呪のろわしい無力さ。

「あ────ッ!!」

　涙なみだが溢あふれた──虚むなしく振りかざされた拳／救いの手から見放された黒い子羊の絶ぜつ叫きよう。

　敵の驀進──牙きば＝巨大な雷撃。

　右腕が全壊／全身の機き甲こうに亀き裂れつ／踏ん張った両りよう膝ひざが折れ砕ける／真っ直すぐ後ろに跳ね飛ばされる／手足をもがれた状態で川かわ面もに叩き込まれる──ちっぽけな水しぶき。

　沈む──涙が濁にごった川の水に吞のみ込まれる／イノシシが川底を踏む地じ響ひびきが耳を打つ／ヘドロだらけの水みな底そこにしがみついて流れに抗あらがう／必死に息を堪こらえる。

〝助けられるようになりたくて〟

　ふざけるな。調子に乗るな。勘かん違ちがいするな。お人ひと好よしの大おお馬ば鹿か野郎。後ろにいるのがお似合いなのに。安全な場所で幸せにしてるのがお似合いなのに。あたしみたいなやつをお前が助けるなんて笑わせる。あたしはお前が羨うらやましくて羨ましくて羨ましくて、どうしたらその気持ちが消せるのかも分からなくて苦しくて悔くやしくて。けれどもこいつはそれ以上にあたしを苦しめる。お前が血を流すなんて。お前の命が消えてなくなるなんて。

《吹雪を殺すな──っ!!》

　涼月の絶叫──無線通信／特定回線／転送塔とうを経由したマスターサーバーへの直訴。

《いいかっ！　もし吹雪を殺してみろっ!!　このあたしが間ま抜ぬけなお前をぶっ壊こわしてやる!!　絶対にやってやる！　このあたしを敵に回したくなけりゃ、さっさと手足を転送してあたしにこいつを壊やらせやがれ──っ!!》

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　咄とつ嗟さに、マスターサーバーが自分を危険因子とみなして転送を中止したのかと思った。

　だがふいに──燃えるようなエメラルドの輝かがやき。そして聞いたことのない電子音声。

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承しよう認にん。戦せん闘とう員のアクセス権限を拡大。バランサーを解除》

　暗い泥どろだらけの水底に届く声──マスターサーバー〈刕レイ〉自らの告知。

《特トツ甲コー・レニヴベオール・ド３ライの転送を開始します》

　まるで天使祝しゆく詞し。




　涼月が水面下に姿を消して二秒後──イノシシが川へ侵攻。

　次の一秒後──夕霧が河岸かしへ到とう達たつ。

　次の一秒後──陽炎が河岸に到達し、複数の探査によって涼月の位置を確認。

　次の一秒後──位置情報の伝達を受けた夕霧が、救出のための飛び込み態勢に。

　その〇コンマ一秒後。

　川が二つに割れたかと思うほどの壮そう絶ぜつな水しぶきとともに、巨大な六輪戦車が後ろ向きに水面から飛び出し、コンクリートの堤防を削けずりながら轟ごう音おんとともに転てん倒とうしていた。

　夕霧──棒立ち。「……ほえ？」

　陽炎──瞠どう目もく。「なんだ……!?」

　ひしゃげた脚きやく部ぶを展開して起き上がるイノシシ──大きく凹へこんだ前部／折れ砕けた牙。

　さらなる水しぶき──猛もう然ぜんと飛び出す漆しつ黒こくの特甲少女。

「アヴェ・マリアだ、くそったれ」ぺっと泥の味のする唾つばを吐はく──燃えるような双そう眸ぼう。

　両拳＝輝きを帯びる抗磁圧型雷撃器／両りよう肘ひじから角のように伸のびる衝しよう撃げき増ぞう幅ふく器き／両りよう脚あしに放電性の耐たい衝しよう撃げき材ざい／反動相そう殺さい機能に特化した両足首。

　物も言わず疾しつ走そう──イノシシの脇わき腹ばらへ渾こん身しんの右ストレート。
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　激げき震しん──拳の接せつ触しよく面に抗磁圧／電でん荷か／馬鹿でかい衝撃の釘くぎが発生。肘から伸びる角が真っ赤に焼しよう灼しやく＝放熱。両脚で爆はぜる青白い火花──両足首から反動相殺のための爆ばく風ふうが噴ふん出しゆつ。

　地面が砕け、イノシシの側面装甲が大きくひしゃげ、車輪が吹ふっ飛び、巨大な戦車がものの見事に宙に浮ういていた。落下──地響き。濛もう々もうたる砂すな煙けむり＝ねじれた脚部が宙をかく。

　打撃を受けた前部と側面が発光＝帯電。衝撃の塊かたまりが、釘のように打ち込まれたまま残留。

「あー……こいつは気分がいーや、ちくしょう。本当、とんでもなく気分がいーんだ……」

　半眼／ぶつぶつ呟つぶやく──無造作に歩み寄る──イノシシが折れた牙を振ふり立てようとする。

　涼月＝悽せい愴そう──冥めい府ふの犬の笑えみ。

　振り抜かれる左拳＝怒いかりと歓かん喜きの奔ほん出しゆつたるアッパーカット──戦車の前面下部にヒット。

　打撃＝爆撃──右前脚が折れ飛び、新たな衝撃の釘が機体内部へ突つき刺ささった。

　三つの滞たい留りゆうする衝撃が相そう互ごに増ぞう幅ふくし合って巨きよ大だいな一つの打撃に──目に見えない三本の釘の共きよう振しん／にわかに膨ぼう張ちよう。

　炸さく裂れつ──六輪戦車の全装甲が内側から破は裂れつ。鋼板が引き裂さかれ、捲めくれ返った。

　壊かい滅めつ的打撃──動作停止／機能停止──幾いく筋すじも立ちのぼる黒こく煙えんとともに完全に沈黙。

　息をつく──輝けるファックサイン。「アーメン、ブタ野や郎ろう。丸焼きにされてやがれ」

　刹せつ那な、にわかにイノシシが動作を再開──剝むき出しの配線＝残りの脚でよろめき前進。

　いきなりアームが伸びる──涼月の腕うでをつかむ／放ほうり投げる。

　涼月＝あっさり着地──川へ飛び込むイノシシ＝その内部から凄すさまじい黒煙。

「待ちやがれっ！」追う──その眼前に飛び込んでくる陽炎。「止まれ！」

　夕霧が二人に向かってダイブ──三人揃そろって地面に伏ふせたところで巨大な爆音。

　自爆──見上げるばかりの水しぶき。川の水とともに部品が雨のように降り注いだ。

　ＭＰＢ隊員たちが河岸に集まる──みな揃って重火器を手に、兵器の最さい期ごを見届ける。

　涼月が身を起こす──川かわ面もに残ざん骸がいが僅わずかに覗のぞき、やがて沈しずんだ。

「あたしを……遠ざけた？」怪訝けげん──ふいに手足が粒りゆう子し状に解体＝エメラルドの輝きとともに通常の手足へ。

　何の違い和わ感かんもない還かん送そう──ふいに合点。

「あいつだ……」咄嗟の答え──吹雪がマスターサーバーとの仲介をしてくれた／特定回線を開いてくれた／自爆する寸前に敵の支配から脱だつして、逆に敵を操作してくれた。

〝役に立ちたくて〟

　甦よみがえる声＝なぜか、ぞくっと戦せん慄りつが走る。

　脳のう裏りに吹雪の顔──白い頰ほおが血に染まる／あってはならないことが目の前で起こる。

　本部へ無線通信。《なあ……吹雪は!?　ちゃんと、あれをぶっ壊したんだぞ！　大だい丈じよう夫ぶなんだろ!?　なあ、副長！　大隊長！　あいつは……》

　返答なし。

《なあ……あいつと話をさせてくれよ》意味もなく宙を見上げる＝相手を探すように。《吹雪ーっ！　返事しろっ！　もう終わったんだぞっ！　いつまで寝ねてやがるっ──》

《今、本部の医い療りよう班から連れん絡らくがあった》ふいに副長の声──全隊通信。《敵兵器の活動停止とともに吹雪・ペーター・シュライヒャーの心停止および脳死が確かく認にんされた。撤てつ収しゆうせよ。繰くり返す。敵兵器の活動阻そ止しとともに──》

　涼月は何かとてつもなく深くて暗い穴に落ち込んだように、呆ぼう然ぜんと空を見上げている。

　その手足の転送に伴ともなう輝かがやきのかけらが宙を舞まい、無意識にそれをつかもうとして、目の前でふっと消えるのを見た。

　吞のみ込まれそうな青空のどこか──生者の道となった死者の行く場所。

　だらんと両手を下げる涼月──陽炎も夕霧も、声をかけることも出来ずにいる。

「ちゃんと、あれを、ぶっ壊こわしたんだ……」

　ぽつっと呟く──二人が手足を還送し、そっと近づき、両側から涼月の腕に触ふれた。

「あたしは、ちゃんとぶっ壊したんだ……。それしか、あたしに、出来ることなんて……」

　空くう虚きよな笑み──涙なみだも出ずに。

　ふらっと虚きよ脱だつするその身体からだを、二人がしっかりと支えていた。




　ドナウ川沿岸──対岸の第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト。

「見たかね？　あれが、この都市の特甲児童たちさ。本来なら我々の尖せん兵ぺいとなるはずだったが、様々な事情と意図がもつれた結果、厄やつ介かいな敵となってしまったというわけだ」

　ささやくような声──鷲わし鼻ばなの男が双そう眼がん鏡きようを下ろし、隣となりを見る。

「ふうん……リヒャルトさんでも、思い通りにならないことがあるんだ」

　穏おだやかな声──どこか冷たい響ひびき。微び笑しようする少年＝手にバイオリンケース。

「いやいや、その逆さ。予想外の事態をいかに効果的に活用するかが私の仕事の肝かん要ような点なのだ。ところで私のことはトラクルおじさんと呼んでくれと言ったはずだよ？」

　少年は微笑ほほえんだだけで何も言わず、川の向こう岸を見つめている。広場に仲間たちとともに立つ、白プラテ金イーンの・ブ髪ロントの少女の姿を。




　　　　陸ろく




　ミリオポリス第エ二ー十・四ヴエ区ー──ＭＰＢ本部ビル六階＝医療フロア。

　接続官コーラスの死亡から四十数時間が経過──いまだに医療班と解かい析せき班が共同で検査／解析中。

　遺体との対面もままならず。涼月はろくに食事も摂とらず部屋に閉じこもり、陽炎と夕霧の呼びかけにも応じず──そしてやがて、マリアから涼月の部屋へ、直通連絡。

《吹雪くんに会いに来てちょうだい》

　ぼんやり眠ねむったままのような顔で部屋の外へ出た。

　気配を察した陽炎と夕霧が何も言わずについて来ていた。

　エレベーター──医療フロアに出るとマリアが待っていた。

　マリアは何か言いたそうにしたが、結局何も口にせず、フロアの奥へと足を運んだ。

　分厚いガラス──その向こう側へ。ベッドに寝かされ、毛布で覆おおわれた小さな体。

　手足を外されたせいで、ひどく小さく無防備に見える──毛布の下にいるのが自分と同い年の少年だとは、とても思えない。それは赤ん坊ぼうのように無む垢くな、守るべき、愛いとしむべき存在だった。決して血に濡ぬれたりせず、命を奪うばい合うことの罪穢けがれなどからは遠く離はなれた、安全で幸せな場所にいるべき相手であるはずだった。

　胸が苦しくなるほどの羨せん望ぼうに襲おそわれるときも、心のどこかで、ずっとそう思っていた。そうでなければならないのだと。せめて、こいつだけは、自分がどんなに汚よごれようと、自分の手が届かないほどの幸せの中に、いつまでも居続けて欲しいと思っていた──。

　涼月はそれに歩み寄った。涙もなく──それは今に至るも、一ひと滴しずくも零こぼれはしなかった。

　毛布をつかみ、ゆっくりとそれを顔からどかした。

　とても、吹雪とは思えないようなものが、そこにあった。

　真っ赤なペイントの何か。

　ロシアの民芸品によく似た何か。

　赤丸ほっぺのけばい踊おどり子が舌を出してウィンクしている──

　でっかいマトリョーシカ。

　眉まゆをひそめる涼月＋陽炎＋夕霧。

「……なんすか、これ」

　涼月──過去四十時間で初めて口にした言葉／うろんな顔／尖とがりきった目つき／睡すい眠みん不足による黒々とした目の下のクマ／食事を摂らなかったせいでぼうっとする頭。

「私の抱だき枕まくらのマトちゃんよ」

　マリア──真顔で返答。

　そこへにわかに仕切りから飛び出し、

「ご……ごめん、ごめんね、ごめんね！」

　溢あふれる涙とともに登場──綺き麗れいに接続された手足／白いパジャマ／純白のズボン／日に透すけそうなほど真っ白い頰ほおをした少年。

　目がくらむほどにさっぱりとした吹雪・ペーター・シュライヒャーの姿を、涼月は、寝ね不ぶ足そくと空腹とトラウマになりかねない精神的衝しよう撃げきと、それらをすっかり通り越こした真空状態とも言える無感動とを同時に感じつつ、眉み間けんにマリアナ海かい溝こうよりも深い皺しわを刻んで見つめている。

「要するに、副長の考えだったわけよ」マリア＝やれやれというように腕うで組ぐみ。「吹雪くんの脳内チップを経由して複数の囮おとりを仕し掛かけた上で、わざと相手のスパイウェアによる支配を誘ゆう発はつ。敵のプログラムとマスターサーバーの攻こう撃げき的干かん渉しようによって死亡したのは、ダミー用に設置された五台のＡＩよ。本人は死亡したと見せかけ、敵の連れん絡らく網もうである仮想現実空間に、マスターサーバーによる解析フィールドを形成し、思う存分、情報を収集。お陰かげで、複数のマスターサーバーが相そう互ごに補完し合って複数のテロ計画と思われるデータを発見──ってわけで、さっそく公安が捜そう査さに乗り出したそうよ。ま、兵器の起動が予想以上に早かったせいで損害を被こうむったけれど、幸いなことに、ＭＰＢ側の死者は一人もなしってところ」

「で、敵に生存情報が漏もれることを恐おそれて、隊員にも死亡を告知……と」陽炎＝しみじみ。

「わーい♪　夕霧もマトちゃんが欲しいーっ♪」夕霧＝浮うき浮き。

「ご……ご、ごめんね、ごめんね」恐れおののく少年の哀あい訴そ──懇こん願がん。「こ、こんな……ひどい噓うそついて。ぼ、僕、決して涼月ちゃんを騙だましたかったわけじゃなくて、た、ただ、助けたくて……。ゆ、許せないなら、ぼ、僕を殴なぐっていいから。い、いっぱい、殴っていいから……」

　涙なみだながらに訴うつたえる少年──その形の良い鼻を、ひょいとつまんで黙だまらせた。

「す……す、す、すぅすひひゃあん？」

　完全に据すわった目で、じっと、その顔を見た。

　どこかに血の汚れが残っていないかと思って。だがその頰は、とても血で濡れるなんて想像も出来ないほど綺麗ですべらかで、それ自体、幸せな何かであるような気がした。

　こいつが血で汚れるところを見たくないのは、この綺麗な顔のせいかな、と思った。

　それとも──なんか他ほかに理由でもあんのかな。もしかすると、こういう綺麗なもんを守るために、自分は自分の拳こぶしを振ふり回してるんだ、なんて思い込みたがってんのかな。

　あほくさ──そんなもっともらしい性格してねーし。どーせ、もっとなんか馬ば鹿かみてーにねじ曲がった理由で、こいつを綺麗だと思ってんじゃねーの、あたしのことだから。

　そんなことを寝不足でぎすぎすする頭で考えながら、

「ふーん」

　冷たく呟つぶやいた。

「す……すすすひひゃん……」

　殴るよりもよっぽど効果的な打撃──かたかた震ふるえる／涙をぽろぽろ零こぼす／哀あわれなほど顔が青ざめる吹雪。その顔から手を放し、いささかの同情も遅ち滞たいもなく、回れ右。

　すたすたと部屋から出て行った。

「……あれは怒おこってないね」「……ね」

　陽炎＋夕霧──ひそひそ／珍めずらしいものを見るように。

「す……、涼月……ちゃん……」

　世の中に絶望したかのようにひざまずく哀れな少年の肩かたを、マリアがぽんぽんと叩たたいて励はげましてやった。




　非常階段──踊り場。

　隠かくれて煙草たばこに火をつけようとして、自分の拳を見つめた。

　ホルマリン漬づけになった生身の自分の手のイメージ──握にぎったままの拳。

　なぜか一いつ瞬しゆんだけ、その拳がほんの僅わずかに開いた気がした。

「馬鹿馬鹿しい……」

　呟き──ふとまた別のイメージが来た。吹雪と家族──ただし吹雪の家族ではない。

　涼月のパパとママ。その家に招待された吹雪。自分が吹雪を招いている。

　かつて想像もしなかった光景。

「吹雪の野や郎ろう……あんなつらして、案外、楽しんでんじゃねーの？」

　副長と吹雪の悪オイふレンシざユピーけゲル──特大の。再び煙草に火をつけようとするが、後から後から溢れ出る涙のせいで、すっかりその気が失うせてしまった。

「やっていーことと悪いことがあるだろ……馬鹿」

　その場に座り込む──うずくまる。ライターを握った手で涙に触ふれ、自分の中にもこんなにあったかいものがあったのかと驚おどろく。

　顔を上げて宙を見た。その自分の頰ほおを、血ではなく、しかしそれと同じ温度を持ったものが、優やさしく流れ落ちていった。

　生きろ──生きろ──生きろ。

〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉で思ったことが甦よみがえる。何を信じて生き抜ぬくべきかも分からずに。すがりつくべきものすら見つけられないまま。怒りとは違ちがった闇やみ雲くもさで、強く、それを思った。

　そして、今の妙みように心地ここちよいあったかさに身を委ゆだね、ずび────っと盛せい大だいに洟はなをすすり、

「な──んか……世界とか、救いてえなあ……」

　ただ、ぽつんと呟いていた。
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　　　　壱いち




　人生はほとんど最高だ。

　はた迷めい惑わくな朝五時の臨時出動──下命されたのは昨夜の十時過ぎ。

　否いや応おうなしの寝ね不ぶ足そく──いつにも増してアドレナリン不足の気け怠だるさ／ＭＰＢが総出で出動する馬ば鹿か騒さわぎのお陰かげで、休きゆう暇かで寝ていたはずの甘かん美びな午前中も、ミハエル中隊長と国プ立ルン図ク書ザー館ルへ行くはずだった午後の約束も、パー。

　要するに、やってらんない晩春の朝。

　しかもその上、仲間とのジャンケンに負けた彼女は、ＭＰＢ装そう甲こう護送バスの屋根に特設された舞ぶ台たいで孤こ独どくにその身をさらし、車体の揺ゆれをものともしない絶ぜつ妙みようなバランス感覚でもって、腰こしに手を当て上体をそらして重心をやや横へずらす、いわゆる〝くねっ〟としたパリコレ式モデルポーズをもって抜ばつ群ぐんのスタイルをさらに抜群のものに見せている。

　んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ＝非の打ち所のない八はち拍びよう子し。

　ふっくらとした唇くちびるの間から、ぷー、と膨ふくらむ風船ガム。

　長い火ローのト・よグうリなユー赤エン髪ト／冷たく澄すんだ灰色の瞳ひとみ／冴さえやかな美び貌ぼう／十四歳とは思えぬ発達した砂時計形の長身／制服の上からでもそれと分かる豊満な胸むな元もとに〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊の記章。

　広報部特製の軍服じみた制服──ただし、間ま違ちがってもナチスや軍国主義を連想させないようにという配はい慮りよから、開き直ったとしか思えぬミニスカに深しん紅くのガーターストッキングを指定。もはやアメリカ軍を慰い問もんするプレイガールさながらの悩のう殺さつ力をさらに発揮すべく、最新の探査装置を備えた超・長ちよう距きよ離り狙そ撃げき用ライフルを、なんかやらしい手つきで小こ脇わきに構えていたりする。

　そんな深紅の牝めすドーベルマンといった風ふ情ぜいを醸かもす彼女を乗せた装甲護送バスを、ＭＰＢ装甲車両小隊／バイク小隊／機動捜そう査さ課＋国際捜査課のパトカー群が、前後六百メートルにわたって警護中。

　ミリオポリス第ジー三ク十ム五ン区ト──ウィーン国際空港へ向かう大道路。

　任務＝国際的な大物ブローカーたるウィリー・ココシュカ四十七歳を、空港まで護送。

　五十を超こえる容疑で追つい跡せきされながらも、あらゆる手段で合法的に逃にげ続けてきた暗黒社会の大物が、うっかり、公共設備である公園のゴミ箱に車をぶつけたまま走り去ろうとしたところ、何も知らない所しよ轄かつの警官が違い反はんキップを切ったのがきっかけで逮たい捕ほ──拘こう束そく。

　ただちにヨーロッパ中の国際捜査官がミリオポリスに集合──公権力の限りを尽つくし、ゴミ箱をぶっ倒たおして中身を散乱させただけの罪で大物ブローカーの無期限拘束を実現。

　むろん、そんなひどいことをすれば人じん権けん擁よう護ご団体が異議を唱えるのは火を見るより明らかであり、被ひ疑ぎ者しやの「正当な裁判を受ける権利」を尊重した国際司法裁判所は、「ＥＵ加盟諸国の全すべての国で裁判を受けさせる」という、地じ獄ごくの嫌いやがらせに等しい処分に賛成した。

　これにより、「最低でも四十年はかかるであろう、全国たらい回し」が決定。

　残りの人生を、およそ三十カ国の裁判所と拘置所で過ごさねばならない、それって無期懲ちよう役えきじゃん、という永遠の囚しゆう人じんと化した大物ブローカーを、次の裁きの地であるポルトガルへ送り出すべく、賑にぎやかに護送する治安機構の行列。

　それをこぞって生なま中ちゆう継けいしていたマスコミの群も、都市中心部を過ぎ、空港への田舎いなか道を残り五キロというところに差し掛かかった今では、すっかりまばらになっている。

　マスコミ向けのポーズなんか取ってないで、私もだらだらしてようかな、と彼女が思った矢先、脳のう裏りにノイズ──無線通信いぬぶえ。

《本部より紅犬ロツターへ、本部より紅犬ロツターへ。至急、応答せよ》副長のガミガミ声。

　もーめんどくさい、という内心の声が無線言語化されないよう注意しつつ応答。

《こちら紅犬ロツター。どうしました、本部》

《護送バスの上に貴様一人しかいないとの報告だ。黒シユヴ犬アルツと白犬ヴアイスはどこへ行った？》

　誰だれだ密告チクったのは、という問いを抑よく制せい。

《こちら紅犬ロツター。それは、両名が千の風とともに飛行中ということでしょうか》

　みしり＝副長が通信マイクを握にぎりしめる音──怒いかりの端たん的てきな表現。

《……殉じゆん職しよくしたなどという報告は受けておらん。縁えん起ぎでもないことを言うな》

《さすが副長。よくアメリカの慰い霊れい歌か『私のお墓の前で泣かないで』だとお分かりで》

《もとはナチスドイツから逃のがれた亡命者のために書かれた詩だ。それより──》

《正解です副長。どうか私のお墓の前で泣かないで、私はそこにいないの、私は千の風とともに、というくだりは、ナチスによる迫はく害がいでドイツ本国の──》

《母親の墓を訪おとずれることが出来ずに悲しむ親友を慰なぐさめたことから生まれた詩だ。貴様に講こう釈しやくされんでも知っとる、陽炎カゲロウ》犬呼ばわりから本名へ──副長の怒りの本格化。《じきに空港に到とう着ちやくするぞ。多数のマスコミ、および囚人を暗殺せんとする連中が待ち構えているというのに、涼スズ月ツキと夕ユウ霧ギリはどこに消えた。二人の居場所次し第だいでは、連帯責任で──》

　ふいに彼女──紅犬こと陽炎のすぐそばで、立て続けに上がる声×２。

《うぃーっす、本部。ただいま墓の下から生せい還かんしましたー》

　黒シユヴ髪アルツの少女──黒犬こと涼月＝くわえ煙草たばこ。

　マスコミに喫きつ煙えん姿を映されぬよう、寝ねっ転がって舞ぶ台たいの飾かざり板の陰に隠かくれ、ショートホープに火をつけること×６──吸い殻がらを道路へポイポイ放出＝証しよう拠こ湮いん滅めつ／環かん境きよう破は壊かい。

《夕霧はぁー、ごろーんてなってぇ、お空を見張ってましたよぉー？》

　白プラテ金イーンの・ブ髪ロントの少女──白犬こと夕霧＝大あくび。

　同じくジャンケンで勝った者の特権──広報任務を放ほうり出して舞台の上で大の字になって寝転がり、鼻歌交じりにお空を警けい戒かい監かん視しするうち、ねむねむになって居い眠ねむり。

《馬ば鹿か者もの！》怒りのシャウト。《複数のテレビ局のヘリが接近中だ！　だらけた姿を放映された者は、月内の全ての休きゆう暇かを訓練所行きに変へん更こうするぞ！》

《本部、本部。あれ、敵かもしれませーん。撃げき墜ついしときますかぁ？》涼月＝彼方かなたから近づいてくるヘリに向かってファックサイン。

《小隊長より攻こう撃げき命令を受理》陽炎＝ライフルを小脇に構えて悩殺ポーズ。

《夕霧もお空を飛びたーい♪》夕霧＝浮うき浮きステップでお空ダンスを披ひ露ろう。

《黙だまって警戒待機だ！》がちゃん＝通信マイクを叩たたきつける音──通信アウト。

　再び静せい寂じやく──涼月が面めん倒どうくさそうに陽炎を睨にらむ。

「馬鹿てめー。ちゃんと代返しろ」

「無理だ。複数の擬装ダミーコードで声こわ色いろを使うのはともかく、姿がなければごまかせん」

「素す早ばやく動け。三人に見えるくらいに」

「そんな高度な機能はない」不ふ機き嫌げんそうに。「今度から洗せん濯たく板いたでカカシでも作っておけ。ニコチンの影えい響きようで胸が退行傾けい向こうにあるお前ならそれで十分ごまかせる」

　むかむか。「てめー用には、ホルスタインでも赤く塗ぬってやるぜ。どーせガムみてえに垂れるもんを自じ慢まんげにぶら下げてんじゃねー」

　寝ね不ぶ足そくゆえに、ぎすぎすする空気──夕霧が一いつ蹴しゆう。

「はーい♪　夕霧はー、ココナッツさんのお歌を思いつきましたよー♪」

「……なんだ、ココナッツって」

「おそらく現在、我々が護送中の囚人ウィリー・ココシュカのことだろう」

「あー……なんとなく似てんな、響ひびきが」

「これから裁判という名の海を、椰や子しの実のごとく漂ひよう流りゆうせねばならない点もな」

　しみじみ納なつ得とくする二人をよそに、全チャンネル開放設定の無線通信にて、夕霧劇場が開幕。

《さん、はいっ！　南のー島のココナッツさんはっ、ゴミを散らかしたのでっ、逮たい捕ほですーっ♪　他ほかにもいっぱい悪いことしたけどっ、喋しやべったら悪いお友達に殺されちゃうんですー♪　なのでっ四十年間っ、『なんでゴミを散らかしたんですかあ？』を三十のお国の言葉で言われるためだけにっ、生きてくんですー♪》

　不ふ謹きん慎しんな歌がマスコミに漏もれないよう通信小隊によってただちに暗号化されるも、悪党の末路を茶化すことを、この上なく楽しむ多数の隊員たちが黙もく認にん──ノイズでフィルターをかけられることなく歌声は全隊に伝達。

　涼月＋陽炎──パチパチ拍はく手しゆ。

「そー言われると、確かに壮そう絶ぜつだな」

「各国から前まえ払ばらいで請せい求きゆうされる裁判費用だけで、全財産が消えたらしい。最後に残った命すら、全ヨーロッパのシンジケートに狙ねらわれ続けることになる」

「魔ま女じよ狩がりみてーだな。つーか、何やったらそんな目に遭あうんだ？」

「ハイテク・マフィアと共きよう謀ぼうした国際的インサイダー取引。政権が混乱する国の軍隊を通じた兵器の密売。自然災害を受けた発展途と上じよう国の復興支し援えんを悪用した人身売買などだ」

「すげーや」呟つぶやき──ぽつりと。「それだけの悪党を、ゴミ箱倒たおしたことで捕つかまえるしかねーなんてのがな。どうせこの国だって、そういう悪党をさんざん利用してんだろ」

「私たちの手が届くのは、利用価値のなくなった悪党だけだ。この社会が悪党を求める限りはな」陽炎＝珍めずらしく涼月に同意気味。

　急に世をはかなみ出す二人──夕霧が軽かろやかに挙手。

「はーい♪　ココナッツソング第二弾だんっ、いきますかーっ？」

「よし、いけ」「歌っておくれ、夕霧」

　にこにこステップの夕霧がイントロに入ったとき、全車両が一いつ斉せいに停車──空港の整備用ゲート前＝拡声器による全隊指示。

《各員、ただちに配置につけ。特コ殊ブラ憲・兵ユ部ニツ隊トおよび航空保安官に囚しゆう人じんを委い譲じようする。バスを滑かつ走そう路ろ内へ入れろ。繰くり返す。各員、ただちに──》

「夕霧が歌ってたのー」ぶすっとなる──宥なだめる。「はいはい」「後でね」

　地面に降りる三人──バスが移動／七百メートル先の空港バルコニーにマスコミの群。

　バスがゲートを通過──空港を守る部隊に護衛されながら滑走路へ。

　副長。《よし。十分に注意を集めさせてから後方の装そう甲こう車両小隊を移動させろ。南側ポートで、輸送機が〈当たりクジ〉を待っている。遊撃小隊は引き続き護衛に当たれ》

《うぃーす》小隊長＝涼月の眠ねむたげな返答──後方の装甲車両小隊へ徒歩で移動。

　大げさな陽動＝囚人が口くち封ふうじに暗殺されるのを防ぐための策。

　厳重な警戒のもと、衆人の視線を集めるバスに乗るのは、囮おとりの捜そう査さ官＝〈外れクジ〉。

　本物の囚人は七台の装甲車両の一つの中で、死の恐きよう怖ふに怯おびえながら拘こう禁きん中。

　その〈当たりクジ〉たる装甲車両へ近づくと、助手席から女性が降りて言った。

「とんでもなく素敵な歌ね。膝ひざを抱かかえて泣いてたわよ、ココシュカ氏」

　ずざっ──と陽炎が足を止める／天敵を前にしたハリネズミのごとく心の棘とげを総立ちにして相手を凝ぎよう視し。

　短いブロンド／孔ピー雀コツ色ク・のブ瞳ルー／きりっとした感じの長身の美人。

　小隊の制服と帽ぼう子しのせいで咄とつ嗟さに分からなかったが、その女こそ、まぎれもなく、かの〝射手〟事件の際、パレード中に陽炎を壮絶にいらつかせたばかりか、負傷したミハエル中隊長に抱だきついて、そのまま二人して救急車に乗っていってしまった──

「ミハエル中隊長の恋こい人びと……」ぼそりとした呟き──傍かたわらの涼月が、きょとんとなる。

「へ……？　あれって……」思案顔──眉み間けんに皺しわ。「ん……？　誰だれだっけ……？」

　夕霧が元気良く挙手。「はーい♪　ご静せい聴ちようありダがンとケうシでエーーすン、モリィ捜査官♪」

「あら」女が目を丸くする──やけに期待のこもった態度。「私を覚えてるの？」

　小首を傾かしげる夕霧──じっと女を見つめる／赤ん坊ぼうのような無表情さで記き憶おくを探さぐる。

　努力は実らず＝前言撤てつ回かい。「えーっとぉ、どこかでお会いしましたかー？」

「お前、さっき自分で名前言ったろ」もどかしげ──額を揉もむ。「ほら……えーと」

「いいのよ」女＝にっこり微笑ほほえむモリィ捜査官。「名前を覚えてもらっているだけでも上出来ね。あなたたち特甲児童を訓練するため、二十名以上もスタッフがいたのよ。私は、ただ、その一人だったってだけ」

「私たちの訓練？　何の訓練でしたか？」

　陽炎──お前から教えられたことなど、この場で脳内から消去してくれる、という意志を込めて鋭するどく聞き返す。

　くすっと苦く笑しようする女──大人の女の魅み力りよく満まん載さい／陽炎の心の棘がさらに増大。

「そう大したものではないわ……それ以上に、あなたたちは自ら学んで──」

　ふいにバタバタと空気を激しくかき回す音／モーター／回かい転てん翼よく──頭上を、先ほど接近してきた二機のテレビ局のヘリのうち、一機が低空飛行で旋せん回かい。

「変ね。こっちを映すなんて……」訝いぶかしがるモリィ捜査官──肩かたの通信マイクをオンに。「こちら０７１。至急、空くう撮さつヘリの照会を願う。機体のロゴは──」

　がくん、という感じでヘリが機首を下げた瞬しゆん間かん、陽炎がそれを視し認にん──無人の操縦席／空撮カメラの代わりに設置された金属ケース／下手な塗と装そうでにじむテレビ局のロゴ。

《不ふ審しんなヘリが〈当たりクジ〉に接近！》

　陽炎の緊きん急きゆう通信──各小隊から同様の通信が飛び交かう中、にわかにヘリが急降下を開始。

「よけろーっ!!」涼月の怒ど声せい──隊員たちが車両の陰かげへ飛び込む。

　涼月と夕霧が左右へ機き敏びんに退たい避ひ／陽炎は反射的に目の前の女を担かつぎざま跳とんでいた。

　ヘリが見る間に切せつ迫ぱく──意思を持つ生き物のごとく、急発進する〈当たりクジ〉の装甲車両を追つい撃げき──テールへ体当たりした。

　機首の金属ケースが炸さく裂れつ──火か炎えん弾だん。真っ白い高熱の炎ほのおが飛び散り、ギロチン刃ばと化した回転翼が吹ふっ飛んでいって空港のフェンスを八つ裂ざきにしてのち滑走路に突つき刺ささった。

「〈当たりクジ〉に襲しゆう撃げき！　繰り返す！　〈当たりクジ〉に襲撃！」モリィが通信マイクへ叫さけぶ──炎をまぬがれた装甲車両の屋根にて、ぽんと陽炎の肩を叩たたく。「ありがとう」

　陽炎の悔かい悟ご──しまった、この女を助けるなんて私の馬ば鹿か。

　金属すら焼く炎で〈当たりクジ〉の防弾タイヤが破は裂れつ＝急停止。

　隊員たちが駆かけ寄って消火剤ざいをまき散らし、中の囚人が焼け死ぬのを阻そ止し。だが車両のドアが溶よう解かいして開かず、手て錠じようをされたココナッツ男もといウィリー・ココシュカ四十七歳が、金かな網あみを張られた空気窓に張りついて泣き叫ぶ。「たたた、助けろっ！　貴様らっ、私を助けろっ！」

　けたたましいサイレン──複数の消防車／救急車／大型放水車が四方から現場に接近。

《早はえぇーな。空港が用意してたって説は？》涼月──路上＝やって来る消防車を注視。

《空港の消防用ゲートはまだ開いてない》陽炎──車両の屋根＝周辺を冷静に観察。

《救急車さんなのに貨物駅から来ましたよ？》夕霧──フェンス上で浮うき浮きダンス。

　副長の声。《現場に接近する消防関係車両に該がい当とうなし。停車勧かん告こくにも応答せず。敵襲撃の一いつ環かんと断定。応戦を許可する。繰くり返す。応戦を許可する》

　隊員たちの即そく応おう──六台の装甲車両が、移動不能となった〈当たりクジ〉を中心に円えん陣じんを組む／銃じゆう座ざを構える／迎げい撃げき態勢に。

　これにより、擬ぎ装そうの効果なしと判断した敵集団も反応──敵意と手持ちの武器を剝むき出しに。

[image: ]

　消防士姿の男たちが、消防車の機関部に取りつけた、おそろしく物ぶつ騒そうなものをあらわした。

　自動照準器装備の対戦車用ライフル──にわかに速射。

　轟ごう音おん──装そう甲こう車両の車体が盛せい大だいにひしゃげる／涼月のすぐそばでアスファルトが爆ばく発はつ。

《すんげーもん持ってんな》にやりとなる涼月。《行くぜ陽炎、夕霧。狩ヤりクトのツ時アイ間トだ》

　装甲車両の屋根にて完かん璧ぺきな膝ひざ立だち姿勢でライフルを構える陽炎／フェンスのてっぺんで絶ぜつ妙みようのバランス感覚で躍おどる夕霧──即応。

　三人の要よう請せい。《転送を開かい封ふう》

　少女たちの手足がエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきに包まれ、瞬しゆん時じに置ち換かん＝機甲化。

　涼月──漆しつ黒こくの特甲＝両手足に超震しん動どう型雷らい撃げき器き。迫せまり来る消防車へ疾しつ走そう／正面から右フック──消防車のフロント部を粉ふん砕さい。大型車両が見事に吹っ飛ばされて横転。

　陽炎──真しん紅くの特甲＝右みぎ腕うでと一体化した超伝導レール式ライフル／十数種の探査装置を駆く使し＝走る敵車両の位置・速度・角度を、同時に脳の視覚野で把は握あく。身長ほどもある馬鹿でかいライフルの銃口を精確に精密に移動させながら西部劇なみの早はや撃うちを披ひ露ろう。もう一台の消防車、三台の救急車、一台の放水車の運転手たちが、立て続けに放たれた特大のケースレス弾によって、頭部・胸部・腹部を破は壊かいされ、次々に車両が迷めい走そう──横転／停車。

　夕霧──白銀の特甲＝指先から放たれる幅はば二ミクロンのワイヤー×５×２。

　停車した救急車から慌あわてて飛び出す武装犯たちのど真ん中に着地──挙手。

「はーい♪　ココナッツは野菜だと思う人ーっ！」

　答える代わりに銃を向ける武装犯たちを、一瞬早く存分にみじん切り完かん了りよう後のワイヤーの輝き──銃器と五体がともに右へ左へずれてバラバラに崩ほう落らく。

　運転手を失って機動力を失った敵を装甲車両小隊が冷静に迎撃──〈外れクジ〉を護まもっていた部隊までもが現場へ参戦し、襲撃グループを一いち網もう打だ尽じんにするかに思われたとき。

「来たわ！」モリィが陽炎の肩かたを叩く。

　私に触さわるな、という憎ぞう悪おを隠かくして上空を仰あおぐ陽炎──空気をかき回す騒そう音おん＝滞たい空くうしていたもう一機の無人ヘリが急降下。先のものと同じく空くう撮さつカメラの代わりに金属ケース──動けない〈当たりクジ〉へ真っ直すぐ機首を向け、砲ほう弾だんのごとく接近。

　ただちに隊員たちが地上から銃撃──蜂はちの巣になるヘリ＝だが軌き道どうは変化せず。

　陽炎はヘリに銃口を向けたまま微び動どうだにせず──ライフルの探査装置を通してヘリの機種を照合＝本部のデータバンクから機体構造をダウンロード中。

　囚しゆう人じんを救うべく、溶とけたドアをこじ開けようとする小隊のもとへ駆け寄る涼月──途と中ちゆう、数発食くらって瀕ひん死しの男が対戦車用ライフルにしがみつくのを見て瞬時に進路を変へん更こう。

　また、その動きを察した夕霧が即応──瀕死の男に向かって疾走。

　陽炎＝ダウンロード開始から一秒余でデータ解かい凍とう──ヘリの飛来角度と弾丸の侵徹角度を保持／ヘリの機体構造を精確に精密に精査／静せい寂じやくと虚きよ無むに満ちた完全なる狙そ撃げき態勢に。

　そして──狙ねらったのか、やけくその偶ぐう然ぜんか、血まみれの男が、対戦車用ライフルの自動照準を、ぴたりと陽炎に設定。速射モード・オン──引き金を引いていた。

　轟音──三連射。

　特大の弾丸が、狙いたがわず陽炎へ迫った刹せつ那な、漆黒の特甲姿が物も言わずに飛び込み、鋼鉄の四し肢しと機械仕じ掛かけの体を駆使してガード──涼月の両りよう腕うで／左ひだり脚あしがひしゃげて吹ふき飛び、衝しよう撃げきでボディがねじれ、高速で飛び散る鋼はがねの破は片へんが、頭部の保護装置＝通つう称しよう《飾り耳オーア》による目に見えないヘルメット＝抗磁圧の防ぼう壁へきを貫つらぬき、両りよう肩かたと頰ほおを引き裂さいた。

　それでもなお陽炎の盾たてとなって膝立ち姿勢を崩くずさぬ涼月へ、さらに速射が放たれる一瞬前に、フルパワーで放射された夕霧のワイヤーが、男と対戦車用ライフルを一挙両断。

　弾丸の暴発──男と銃身が、ともに無数の破片と化して飛び散った。

　陽炎はそちらを見ずとも複数の探査情報によって、涼月の行動／対戦車用ライフルの存在／夕霧のフォローの全すべて把握している。だが感情はいささかも乱れず、助かったとか、ありがたいとかいった気持ちもなく、自分の意志とライフルと弾丸がもたらすべきことを、ただもたらすべく努めている。

　あるのは刃やいばのような虚無感ニヒルと聖母のような指使いのイメージ。そして手と一体化した引き金に撃鉄との連結の解除を命じるや、特大のケースレス弾が放たれ、迫るヘリの前部鋼板を貫き、自動操縦装置と操縦系統の連結を断たち、尾び翼よくの作動弁を砕くだいたのだった。

　たった一発の弾丸がもたらした一連の打撃によって、ヘリが急激に機首を上げ、尾び翼よくの回転がやんだことから右回りに回転し、くるくると複雑なきりもみ軌道を見せながら上空を過ぎ去り、無人の滑かつ走そう路ろに墜つい落らく──火か炎えん弾だんによる真っ白い炎ほのおを上げていた。

　ぷーと膨ふくらむ風船ガム。「最初に見かけたときに撃げき墜ついしておけば良かったな、小隊長」

　ぺっと唾つばを吐はく──血＋鋼鉄の破片。「あー、くそ……ほっぺた貫かん通つうして口の中に入って来やがった」

　砕けた手足／頰から一筋の血を流す涼月──しげしげ見る陽炎。

「抗磁圧を貫くほどの衝撃ではなかったと思うが？」

「息苦しいから、弱めにしといたんだよ」

「馬ば鹿か、死ぬぞ」

「こら」いきなり声──すぐそばでモリィが怒おこった顔になっている。「仲間があなたの盾になったのよ？　御お礼れいの一つもないの？　そんなだから舞ぶ台たいの上で一人で立たせられるのよ。ずっと後ろで見てたんですからね」

　余計なお世話だババア──というか、貴様か密告チクったのは、という二重の悪あく罵ばを、自制の限界に挑いどんでこらえる。

「こんなの、いつものことだし……」

　涼月が面めん倒どうくさそうにフォロー──それを遮さえぎり、陽炎が一息に言った。

「〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊撃小隊は、文字通り三人で一頭の獣けものである。互たがいが頭となり目となり手足となって、突とつ撃げきをフォロー、狙撃をカバー、遊撃的にサポート。優先すべき行動のためには、互いの盾となることをも避さけてはならない」

　急に言葉を失うモリィ──驚おどろきの顔。

「私たちが実戦に出る際に教えられたことです。盾となった相手には、同じく盾となることで返しますので、どうかご心配なく」

「……意外に忠実なのね」くすっと笑うモリィ──うつむく／なぜか帽ぼう子しを目ま深ぶかにして顔を隠す。「それでも、仲間への御礼は必要よ」

　そして陽炎が何か言い返す間もなく、さっと背を向け、車両の屋根から降りてしまった。

　入れ違ちがいに跳とんできた夕霧が着地──不思議そうに。「夕霧は知ってるけど見覚えのないモリィさん、なぜか泣いてましたか？」

　涼月＝意地悪な笑えみ。「あんまり嚙かみつくなっての。ミハエル中隊長に嫌きらわれるぞ」

「嚙みついてない」陽炎＝淡たん々たんと。「そもそも、あの女は──」

（年上のくせに涙なみだもろくて）

　はたと口をつぐむ。誰だれかの声が、どこか六百光年ほど彼方かなたで聞こえた気がした。

「……なんだよ？」「どーしました陽炎さん？」

　涼月＋夕霧──陽炎の顔を覗のぞき込む。

「……なんだろう」

　首をひねる陽炎──言葉にならず。たった今聞こえた何かも綺き麗れいに消えていた。




　　　　弐に




　人生はなかなか最高だ。

　ＭＰＢ本部ビル十二階＝女性隊員の寮りよう。

　午前十時──帰き還かんののち惰だ眠みんを貪むさぼっていたところ、ミハエル中隊長より携けい帯たい電話にコール。

　今朝の働きを評価され、ヘリを撃墜した手しゆ腕わんを誉ほめられ、急な捜そう査さで約束が守れなくなった代わりに優ゆう秀しゆうなスシナヤルイフシパユツーツエにランチをおごってやろうと言われ──たちまち奮起。

　ＭＰＢに配属されて以来、片付けた記き憶おくなどジュラ紀の地層に埋うもれた自分の部屋で、いそいそと服を発はつ掘くつ。めったやたらに物が積まれて扉とびらを閉じるどころか動かすことも不可能なクローゼットのみならず、床ゆか一面、掘ほれば掘るほど色々なものが出てくる様子に我ながら感心していると──ふいにノックの音。

　涼月──ほっぺに絆ばん創そう膏こう＝返事も待たず入室。「うお。下着姿の女がゴミ漁あさってやがる」

「セクシー？」パリコレ式モデルポーズ。

「ゴミ捨て場のマネキンみてーだ」

「失敬な。何をしに来た。私は忙いそがしい」

「お前、あたしの部屋から脳トレソフト持ってっただろ」

「ゲームで脳のう年ねん齢れいを若返らせねばならんほどニコチンで脳が退行気味なのか？」

「アホ」むすっと──そっぽを向く。「吹雪フブキがやったことねーっつーから……貸す約束しちまったんだよ」

「ほほう」きらりと目を光らせる。「近ちか頃ごろは彼に受験勉強を手伝ってもらっているのだったな？　あのＩＱ三〇〇の天才児童に脳力で競きそう気か？　まさか身も蓋ふたもなく負けて相手の同情心を煽あおり、慰なぐさめてもらったついでにうっかり手を握にぎったりする魂こん胆たんかね？」

「反射速度で負けるかよ」半眼＝取り合わず。「馬鹿言ってねーでさっさと返せ」

「ふむ……さっきそこで見かけたが、着き替がえを探すうちに紛まぎれてしまったようだ」

「そこって……どこだ」もはや指示語が用をなさぬ荷物の山の上で視線がさまよう。

「そら。そこの抱だき枕まくらの辺りだ」

　涼月が振ふり返る──顔が変な風に歪ゆがむ。

　ベッド脇わきの荷物の海に半ば沈しずむ涼月型の抱き枕──広報部特製／限定生産品。

「てっ……、て、てめぇっ。こっ、こんな恥はずかしいもん、とっとくんじゃねえっ！」

「何を言う。市民投票でＭＰＢの武装について賛成票を入れてくれる支持者たちへ贈おくられる希少品だぞ。いや、待てよ。そうか、それを一いつ緒しよに、吹雪くんにプレゼントし……」

　ずばん！　壮そう絶ぜつな涼月の左ストレート──拳こぶしが抱き枕の顔面を貫かん通つう＝粉ふん砕さい。

「ふざけた真似まねしやがったらぶっ殺す」

　涼月──赤面／マジな目。

　打撃の余波でベッドサイドの山が崩ほう落らく──次々に現れる〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス小隊グッズ＝三人のデフォルメぬいぐるみ。天使の姿の夕霧フィギュア。サイン入り涼月の写真。手作り〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス人形セット＝涼月のものだけ頭と右足と左ひだり腕うでの位置が倒とう錯さく＝陽炎の仕し業わざと知れるしろもの。

「……お前の目に映るあたしはこういう姿してんのか？」自分の人形を握り潰つぶす涼月。

「いや。つい」しゃらっと──悪びれず。「ああ、汚きたない手でミハエル中隊長の銅像に触ふれるな。やるならそこの副長型サンドバックにしろ」

　やたらリアルなサンドバッグに右フック。「あー、これはあたしも欲しいな」

　どかん！　とドアが開かれ、荷物を蹴け散ちらし、夕霧が登場。「夕霧はー、陽炎さんが持ってたアイポッドを貸して欲しいでーす♪」

「おや、何に使うんだい？」

「録音マイクをつけて、夕霧が好きなバイオリン弾ひきさんの曲を録音するの♪」

「バイオリン弾き？」涼月が訊きく。

「この間、〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉を慰い問もんした帰りに、プラーター公園にいたらしい」陽炎が解説。

「とっても素す敵てきなんです♪」許可もなく、がさがさ荷物をひっくり返して捜さがす──積み重なった雑誌とバッグの下からテーブルを発掘。「ほえ？　毛布ついてますよー？」

「それはＫＯＴＡＴＵと言って日ヤパ本ーニツ製シユの家具だよ。テーブルの下に暖だん房ぼう器具が設置された優すぐれもので、冬の間、日ヤパ本ー人ナーは大半の時間をその中で生活するんだ」

「カタツムリみたいですねー」

「タコ、電気入れっぱなしじゃねーか」手を突つっ込んでスイッチを探すが、テーブル下に積まれた大量のコミックやＤＶＤや翻ほん訳やく本に遮さえぎられ、仕方なく分別しながらどかすも、次々に物品が出現。日本刀。ライダー的なベルト。１／１４４と記された古い城の模型。

「……お前、こんなに日本ヤーパン好きだっけ？」

「そこは日本置き場だからな。太平洋を越こえたその辺りがアメリカ置き場だ」

　ドレッサーを指さす──星条旗／二に挺ちよう拳けん銃じゆう／ギター／オスカー像／ロデオマシーン──全すべてネットオークションにて衝しよう動どう買い。

「ガムと間ま違ちがえて買った、アアメメリリカーカニツ製シユの特とく殊しゆ禁きん煙えんニコレットもあるぞ。ニコチン以外にも一酸化炭素や有毒物質を再現した限りなく喫きつ煙えんに近いしろもので、一口で嘔おう吐としてしまった」

「アホ。……机の引き出しから男物の黒い下着がはみ出てんのは、どーいう区分だ？」

「あれはビガーパンツと呼ばれるものだ」

「ビガ……え？　なんだそれ？」

「あそこは大人置き場だ。お前には刺し激げきが強すぎるか、大人すぎて理解不能だろう」渋しぶい顔の涼月へ注ちゆう釈しやく。「ああ、全て合法だ。小隊長のお前の責任になるような違い法ほう品はない」

「あらー、綺き麗れいな男の子たちがいっぱいいますよー？」夕霧──布付きテーブルの下からコミックを取り出して閲えつ覧らん。

「それは日本のクリスティーヌヤージヤイコ氏による、少年たちの愛を描えがいた作品だね。日本で生まれ、主にオランダ、ルーマニア、ドイツ、フランス、イタリアで猛もう威いを振るった、とあるジャンルの代表作とも呼べる一品だ」

「読んでねーで捜せって」やっと暖房器具のスイッチを切る──夕霧の横からコミックを一いち瞥べつ＝急に神しん妙みような顔になる涼月。

　夕霧がページをめくる──二人して「むむっ、これは」という感じで目を丸くする。

「貸して欲しいかい？」

「へ……」顔を上げる涼月──かーっと火のように赤面。夕霧からコミックを引ったくって乱暴にテーブルの下に放ほうり込む。「しっ……しまえっ、しまっとけっ、こんなもんっ」

「夕霧が読んでたのぉー」「ふふふ、そうやってみんな何かに目覚めていくのさ」

「うるせータコ、さっさとあたしの──」ふと先ほど夕霧がひっくり返した物の狭はざ間まで、メタリックなケースを発見。手に取る──中身＝各種脳トレソフト。「おっ、あった」

　続いて夕霧がベッドサイドでのたくるコードを発見──慎しん重ちように手た繰ぐり、荷物の荒あら海うみからアイポッドを一いつ本ぽん釣づり。「ありましたー♪」

　さらにコードのもう一いつ端たんを引き寄せ、複雑な経路を辿たどる延長コードに絡からまった複数のぬいぐるみが、ベッド下から芋いも蔓づる式しきに出現。

「あらー、いっぱい出ましたよ？」

　ドイツのシュタイフ社製テディベア／日本のＮＹＡＮＫＯのプリント入り招き猫ねこ／フランスのリサ＆ガスパール──全て隊員の結けつ婚こん式でもらったメッセージドール。

「そこはウエディング区分だ。人の幸せの御ご利り益やくがあるよう、ベッドの下に……」

　最後に、右の耳が取れた古い子猫のぬいぐるみが、充じゆう電でん器きとともに外へ出てきた。

「結婚式で配るにしちゃ、みすぼらしいな」涼月が乱暴につかむ──陽炎の手が伸のび、さっとそれを引ったくった。

　もとは白かったであろう灰色の体──胸に手書きの黒字＝不思議な記号。

『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．２０１４．９．５』

「……大事なもんか？」涼月が、陽炎の様子を見て声を低める──みすぼらしいと言ったことへの詫わびの響ひびき。だが肝かん心じんの陽炎が首を傾かしげ、二人を振ふり返った。

「涼月？　夕霧？」

「うん？」「はーい？」

「お前たちのではないのか？」

　沈ちん黙もく──互たがいに顔を見合わせる三人。

　それから涼月＋夕霧が、陽炎を注視。

　陽炎が、真顔で言った。

「私は知らないぞ、こんなもの」




　　　　参さん




　ＭＰＢ本部ビル二十階＝情報解かい析せき・通信班フロア──閲覧室。

　十六台の端末から誰だれでも自由に情報収集出来るのみならず、誰が持ち込んだのか知れない安楽椅い子すやコーヒーメーカーまで完備した、ある種の閉へい鎖さ空間かつ憩いこいの場。

　ミハエル中隊長とのランチのため、華はなやかすぎずいやらしすぎず大人しすぎず、いかにも私、普ふ段だんからこういう抑おさえた魅み力りよくのコケティッシュなモードですが何か？　という感じの赤いワンピース姿の陽炎は、膝ひざ元もとに子猫のぬいぐるみを抱だいて端末を操作中。

　涼月は吹雪とともに、せっかくの休きゆう暇かを受験勉強などという行こう為いで浪ろう費ひ──図書室へ。

　夕霧は、公安の盗とう聴ちよう課なみの万ばん全ぜんさで録音セットを用意──プラーター公園へ。

　同じチームだからと言って三百六十五日ともに行動する必要もなく、めいめいに目的を遂すい行こう。

　約束の時間まで微び妙みように間がある陽炎は、見覚えのない謎なぞのぬいぐるみを調査。

　製造元・販はん売ばい元──不明。同型のものも発見ならず。ドイツのシュタイフ社製のような手作り品か、もしくは個人が制作したオリジナルのものかもしれない。

　一方、胸の記号はすぐに分かった。

『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．』

〝Ti voglio tanto bene.〟──どうやらイタリア語の略字らしい。

　意味──「私テはイ・あヴなオツたリがヨ・大タ好ントき・でベーすネ」

　ワーオ。愛の品？　などとワクワクしつつ残りの数字も調査。こちらは明らかに日付け。

　今から約二年前──二○一四年九月五日の出来事で何か引っかかるものはないか検けん索さく。

　アジアとアフリカ大陸の紛ふん争そうが泥どろ沼ぬまに陥おちいり、『Ａ．Ａ．』といえばアジア・アフリカといえば『やってらんない』の代名詞に。

　世界で史上最多のテロ／過去最高の銃じゆう死し者しや数──ある地域では〇．二秒に一人が銃じゆう弾だんで死んだ計算に。いや、待て。なんか話が大きすぎる。もっと身近な出来事を探そうと、〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊の出撃記録を開いてぴたりと手を止めていた。

　二○一四年八月二十五日──本格部隊配置。

　九月一日──大々的な記者発表＝〝テロ掃そう討とう作戦〟。

　九月三日──作戦開始。

　九月四日──初出撃。

　九月五日──記者発表＝〝ミリオポリスに最強の特甲トツコー児童が登場〟。

（初めて仕事で人を殺したときのこと、覚えてるか？）

　以前、涼月に問われたことが、ドスン、という感じで、胸の奥の何かにヒットした。

　覚えていない。

　なぜなら危険な環かん境きようでトラウマを負わないよう、人格改変プログラムが適用されたからだ。

　ただし適用は二度のみ──プログラムの欠けつ陥かんが判明して使用中止になったという噂うわさ。

　二○一四年九月五日──それはつまり自分が生まれて初めて人間を撃った日の翌日だ。

　おそらく無む我が夢中で人を殺した次の日。

　自分が人殺しであることを知った日。

　十二歳と九カ月のある日。

　さらに二度目の出撃──同年十月二日。

　これも覚えていない。自分がいったい何をしたのか。どれだけの人間が死んだのか。なぜ自分は死なずに済んだのか。

　なんだろうこの感じ。忘れたからといって何の問題がある？　どうせそういう処置を施ほどこされたのだろうし、今の生活や仕事に支障はない。こんなのは全く大したことじゃない。

　だが、いったい、このぬいぐるみはなんだ？　なぜわざわざこの日付が？　『あなた』とは私のことか？　ならば贈おくり主は誰だ？　誰が私のことを大好きだといったのか？

　結局、彼女は情報を欲ほつし、あるべき何かを求め、そして壁かべにぶつかっていた。

　〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスの公式記録──初出撃／二度目の出撃。いずれも詳しよう細さいは閲えつ覧らん不可＝ＳＳコード。

　特級極ごく秘ひコード？　おい待て。私がしたことを、私が知ろうとしているだけだよ君？

　謎めく情報通にして解説屋たる陽炎にとって得体の知れない衝しよう撃げき──日ひ頃ごろは嫌いやな記き憶おくなど忘ぼう却きやくの彼方かなたに平然と射出して消し去る性格であるにもかかわらず、何かが許せなかった。

　これは私のだ。私の記憶、私の体験、私の現実だ。他人が私から隠すなんてふざけてる。

　無意識にぬいぐるみをぎゅうぎゅう握にぎりしめ、なおも調査を続行──人には言えない経けい緯いで入手した解析官用キーコードを駆く使しして迂う回かい路を探すうち、人格改変プログラムのみならず特甲児童の開発背景にまで飛び込んでいた。

　ふむ──と少し心が落ち着く。案外、自分たちを実戦配備するために訓練した連中とか、特甲児童を開発した人々の中に、ぬいぐるみの贈り主がいるかも。パパって呼びたくなるようなダンディな紳しん士しだったら素す敵てき──と気楽な調子で、ひょいと筆頭リストを表示。

　製造管理顧こ問もんトマス・バロウ──二○一三年十一月に辞職。

　設計開発顧問ルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデル──二○一四年四月に死亡。

　発案研究顧問テオ・カラス──二○一四年六月に死亡。

　心理開発顧問フィッシャー・フォン・ポラック──二○一四年七月に死亡。

　転送兵器と特甲児童の開発顧問四名のうち、一名が辞やめた後、三名がばたばた死亡。

　おいおいおい、なんだこれ。

　急にもんのすごくヤバいもの見てる気がしてきた。自分らの初出撃の直前にほぼ全ぜん滅めつって、つまり何？　呪のろい？　過労死？　というか見るからに暗殺？　そういうとんでもない何かの上に私は存在してたりするわけか？　実在する陰いん謀ぼうとか、巧こう妙みようで根深い隠いん蔽ぺいとか、嫌だそんな面めん倒どうくさそうなの、もうやめやめストップ、これ以上は見るな私。

　だが彼女は、唯ゆい一いつの生き残りであるトマス・バロウ氏の現在の情報をプリントアウト──お出かけ用バッグに紙切れとぬいぐるみを突つっ込み、自分が閲覧した証拠ログを消去。

　何やってんだ私──どこか諦あきらめたような気持ちで立ち上がったとき、ふと視線を感じた。

　三つほど離はなれた席に座る男──胸に隊員証＝解かい析せき課＝情報監かん督とく官かんの印。

　やべー。解析官用のキーコードを使ったのを監視されてた？　いや、たとえそうだとしても、こちらの操作が第三者によって記録された痕こん跡せきはなかったはず。

　無視──さっさと閲覧室を出るや、背後から声。「欲しい情報ネタでもあるのか？」

　くそ。言い訳を考えながら、その情報監督官を振ふり返る。瘦やせ形の長身。解析課らしい神経質そうな目の下に、さも情報の海に日夜ダイブと言わんばかりの黒々としたクマ。

　とりあえず、えーなにそれ私分かんなーい、としらを切ろうとしたが、相手が先行。

「ちょうどＳＳコードの定期メンテナンス中だ。俺が複製をもう一つ余計に持っていたとしても誰だれにも分からないように出来る」

　いきなり目の前に餌えさを放ほうり投げられた。

　作戦変へん更こう＝無表情に相手を見つめ、ぷーとガムを膨ふくらませ、頭の中でデータを引っ張り出す。

　四人の情報監督官の一人──顔立ちは悪くないが横おう柄へいな態度が鼻につく三十九歳。確か離り婚こん歴二回。たらし込む相手としては実に狙ねらい目ではある。

　パチンとガムが弾はじける。「なぜ私に？」

　にやりと笑う。「噂の特甲児童と、仲良くなれる機会を探してたんでね」

　ＭＰＢ内で、常に陽炎につきまとう、悪意と好こう奇き心しんに満ちた噂──売春。

　死んどけ馬ば鹿か──という内心をぴたりと隠し、もはや天性じゃないかと自分でも思うくらいの完かん璧ぺきさで顔面筋肉を操作──極上の微び笑しようを返してやる。「優やさしい男性とはいつでも」

「俺は大ていの男に比べれば優しい方だと思うがね。その格好だとオフか？　俺も今日はあがりだ。昼の三時頃、俺の家に寄ってみるといい。お前ら風に言えば、素敵な戦利品が手に入るかもしれん」さも上手うまくいったという顔で住所を書いた紙を寄よ越こしてくる。

「きっと伺うかがいます」にっこり受け取りながら心の棘とげを全放出──なめるなゲス野や郎ろう。私の身に指一本触ふれさせずして貴様のキーコードばかりか全てのパスを複製してくれる。

　そしてそんな自分に軽い自己嫌けん悪お──鋼はがねのような心で耐たい久きゆう。

　過マニツ剰シユな色いろ香かを発散させながら、その場を立ち去った。




　　　　肆し




「さて。お前さん自身が、思い出したくないと思ってることかもしれんぞ」

　武骨で機械的で大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く──いつもの口調のミハエル・宮ミヤ仕シ・カリウス中隊長。丸太を削けずったような逞たくましい体／短い金きん髪ぱつ／静かな茶色の瞳ひとみ／左眉に傷きず痕あと／フランス人とオーストリア人のハーフ。優ゆう秀しゆうな射手というより、標トロ的フイーにされながらも生き抜ぬいた大おお角つの鹿じかといった風ふ情ぜいで、ランチセットのステーキを無造作に食う。

　もうなんか全部素敵──という内心をぴたりと隠し、上品にシュニッツェルを口に運び、ぬいぐるみをつついたりして可愛かわいさをアピール。「それほど重大な品には見えませんが」

「お前さんのことを、見かけで判断を誤る人間だとも、過去を追い求めるほど年老いてるとも思わんよ。まあ、そいつを贈おくったのは、何を隠そうこの俺だということになると、若いスナイパーの親愛を得ることになるんだろうが……、残念ながらそうじゃないな」

　もう十分に得てますよ、という思いを込こめて見つめ返す。「以前、渡わたされてますから」

〝射手〟事件のときに。狙そ撃げき手しゆの印──牌ブロツク＝紅あかい文字＝『中アタル』。

[image: ]

　自室で唯一すぐに位置が分かるバスルームに飾かざってあるそれを、出来ればこの場で所持し、セクシーに胸むな元もとから取り出したりしたかったが、不思議と心の中の何かが、そういうのを抑よく制せい。

「あれは、お前に礼を言われるようなしろものじゃない」口元をちょっとだけ上げる渋しぶい微笑。

「受け取ってくれたことに対して、俺が礼を言わなきゃならんものだ」

「なぜ私なのか不思議です」淡たん々たんと返しつつ、この男から特別扱あつかいされる喜びを甘かん受じゆ。

「なぜなら、お前がライフルを知り、その汚よごれを拭ぬぐってやれるやつだからだ」

　わーい誉ほめられちゃった、という素す直なおな喜びのせいで、うっかり言葉が零こぼれた。

「彼女は、自分がそれほどの人物だとは思っていませんが──」

　咄とつ嗟さにうつむいた。自分のことを彼女と呼ぶ幼い頃ころからの癖くせ──父親に対して特に顕けん著ちよだったそれが思わず出た。むろん彼女と私の関係は目の前の男も知っているが、こんなときに出るなんて、まるで自分は小さな女の子ですと言ってるようなもんだぞ私の馬鹿。

　狙撃手の本領を発揮して鼓こ動どうを鎮ちん静せい＝赤い顔を隠かくす少女をよそに──男は言った。

「こういう昔話がある。例の『中アタル』の牌ブロツクは全部で四つ。それを軍の斥せつ候こう狙撃部隊にいた、とある精せい鋭えい四人が一つずつ持っていた。狙撃手の誇ほこりや、互たがいの絆きずなといったものをあらわす自分たちだけの勲くん章しようとして。だが四人は自分たちの腕うでが他ほかの連中より、ちょっとばかし優すぐれていることを知ると、馬鹿なアルバイトに手を出すようになった」

　アルバイト──国際法で禁じられたたぐいの傭よう兵へい行こう為いと推察するも無言。

　駆かけ引きではなく、相手が恥はじと思うことについて掘ほり返すような真似まねはためらわれた。

「四人は固い絆で結ばれ、人には言えんような仕事さえ立派にしてのけた。だがあるとき一人が、自分のライフルの汚れに気づいた。朝から晩まで、分解して洗っては組み立て直した。だが汚れは一向に取れず、何日も何日もそれは続いた。そしてある朝、そいつは、ふと気づいたのさ。本当に汚れているのはライフルではなく自分自身だと。今の自分が握にぎる限り、ライフルは汚れ続けるのだと」

　静かな──多くの経験を積んだ男の乾かわいた風のような口調を、陽炎はじっと聞いている。

「それで四人は、三人と一人になった。三人は今もどこかで大いに稼かせぎ、一人はとある都市の憲兵になり、ほどよい安月給の中から、優秀な若者にランチをおごるという、なかなか悪くない目に遭あっているというわけだ。いつかその若者が、三人と出くわしたとき、彼らのライフルの汚れを拭ってくれるんじゃないかと期待してな──」

「あの」さすがに遮さえぎる。「本気ですか」

　少年のような笑えみを返される。「さて」

「あなたなみの凄すご腕うでを三人も叩たたけと？」

「そもそも三人がこの都市に現れるということ自体、そう簡単には実現しそうにない話だ。しかし、万一のときは、お前がいる。そう思わせてくれるだけで、このろくでなしには、十分なんだがな」

　嬉うれしさを通り越こして痛い目に遭っている気がしてきた。「私は〝射手〟事件のとき、二人の子供を撃うちました。そんな私がライフルを汚さずにいられると思えるんですか？」

「お前が撃ったのは子供の姿をした怪かい物ぶつだった。決して子供の姿をした天使じゃない」

　何気ないような言い方の底に、古傷の痛みに呻うめくような響ひびき。この人は実際に撃ったことがあるんじゃないだろうか。天使──そう思える誰だれかを。そんな風に思った。

「お前は克こく服ふくし続ける。ライフルの魅み力りよくと美しさを、その危険とろくでもなさをな」

　もっとだらだらした人生が良いなー──という内心の声が半ば漏ろう洩えい。「まあ……多分」

　優やさしく微び笑しようするミハエルの懐ふところで携けい帯たい電話のコール──保留に／レシートを取る。「薄はく情じような部下どもがお呼びだ。厄やつ介かいな捜そう査さに戻もどらんといかん。お前だけでも休きゆう暇かを楽しんでくれ」

「これを調査した後、そうします」ぬいぐるみ──三時に会う情報監かん督とく官かんのことは話さず。うっちゃったはずの自己嫌けん悪おが甦よみがえる。

「嫌いやなものが出たら、真っ先に仲間を頼たよれと彼女に伝えてくれよ、ライフル使い。なにしろ俺は、それが出来なくて、ずいぶん苦労したもんだからな」




　ミリオポリス第リー二ズ十イ三ン区グ──通りに面したカフェの前に立ってそれを見つめる。

　真新しい教会＝アウグスティヌス派参事会──プリントアウトした情報通り。

　四人の開発顧こ問もんの唯ゆい一いつの生き残り＝トマス・バロウ──兵器開発に関かかわる前から敬けい虔けんなカトリック信者。クロースターノイブルク修道院の科学アカデミーを首席で卒業。精密機械業と神の道を両立。政府から様々な開発協力を依い頼らいされる一方、目の前の教会で叙じよ任にん。

　本部を出る際に電話で連れん絡らく──約束の時間になるのを待って通りを渡わたった。

　教会の受付──販はん売ばい物＝ロザリオ磁気ネックレス／カトリック・ロールケーキ／アヴェマリア栄養バランス飲料。

　商売してんなあ、と感心しつつ受付で話を通し、ややあって奥から少年がやって来る。

「お約束の方ですね？」黒い学童服──柔やわらかな金きん髪ぱつ／白い頰ほお／まだ立ち上がったばかりの子こ鹿じかといった風ふ情ぜいに、陽炎の何か微び妙みようなアンテナが反応＝目がきらりと光る。

　ふむふむ──美味うまそうな少年と書いて美少年か、などと同年齢であろう相手に対し不ふ遜そんな考えを抱いだく。

「あの……」少年──寒気を感じたように首をすくめて自分より背の高い陽炎を見る。

「失礼。電話でお話ししました、陽炎・サビーネ・クルツリンガーです」

「冬トウ真マ・ヨハン・メンデルです。どうぞ。バロウ神父様はすぐにいらっしゃいます」

　ともに司祭室へ──ソファに座る。少年がてきぱきとカフェとケーキを出してくれる／何をするにせよ熱心なところが実に好ましい／吹雪とはまた違ちがった模も範はん的な微笑。

「どうぞ、教会で作っているものです。召めし上がって下さい」

「ありがとう」ふふふいい子だ、お姉さんの隣となりに座りなさい──狼おおかみの心のささやき。

「え……？」少年──相手の怪あやしい気配に、またぞくっとなったように身をすくめる。

「いえいえ」澄すまし顔。

「お待たせしたね」初老の男が入ってくる──司祭服／見事な白髪／深い皺しわ／さながら厳冬に立つ老オークの樹きの佇たたずまい。

「お時間を頂きありがとうございます、バロウ神父様」起立──慇いん懃ぎんに礼を述べる。

「ありがとう、冬真。後は私がやるよ」男＝バロウ神父に言われ、少年がちょっとほっとした感じで一礼──退室。

「さ、お掛かけなさい。まさか君から連絡があるとは……私を覚えているかね？」

　半ば予想した言葉──自分の中の何かが欠けているという気分が強くなる。「いえ」

　宥なだめるような微笑。「無理もない。私は何十人という関係者の一人に過ぎなかったし、その上、最終実じつ施し段階で開発から退いている」

「ですが、今も公安に協力していますね？」

「調べたのかね」やんわりと受け止める口調。「信者の中には私の経歴や行いをけしからんと考える方々もいる。だが私にとって、治安協力はせめてもの罪つみ滅ほろぼしだ」

「罪……？」

「機械化児童に転送式兵器を適用することに反対し、顧問から外されてね。それで開発から退いた。今は、最後まで現場にいて反対し続けるべきだったと後こう悔かいしている」

「なぜ反対したのですか？」

「人道的理由。当時の転送機体が人体に有害だったこと。開発背景に、使し途と不明の巨きよ額がくの金が動いていたこと……などだ」

「金銭に関しては、どんな工業開発でも同じことでは？」

「かもしれない。だが兵器となると全すべてが桁けた違ちがいだ。犠ぎ牲せいになるものの桁も。私たちのチームは何としても、転送時に人体が破は壊かいされない仕組みを完成させねばならなかった。さもなければ、未完成の転送機体を用いて人体実験じみた行こう為いが生じた可能性があった」

「お陰かげ様さまでまだ生きています」

　柔らかな微笑──重い声。「特甲トツコー児童が社会で認にん知ちされた今、無に帰すことは難しい。ならばせめて少しでも君たちの助けになるため、公安に協力し続けている。君が聞きたいのは、こんな老人の言い訳かね？」

「人格改変プログラムで記き憶おくが失われる可能性と、その記憶の取り戻もどし方について」

「……〝身ズユ代ンデわンボりツク〟だ」悲しげ──重い声がさらに重く響ひびく。「心理部門から、その概がい要ようを聞いたことがある。心の一部に、盾たてを作らせると。その盾は精神的な衝しよう撃げきで破壊され、消えることで本来の心を守る。その盾として一時的に現れる心を〝身ズユ代ンデわンボりツク〟という」

「つまり……多重人格？」

「いや。人格は分ぶん裂れつしない。心の一部が衝撃で砕くだけ、その断だん片ぺんが、心全体に耐たい久きゆう力をもたらす。あたかも予防接種によって、体に抵てい抗こう力が生じるように……と聞いている」

「その盾と一いつ緒しよに、記憶が吹ふっ飛んだということですか？」

「あるいはその記憶が、〝身ズユ代ンデわンボりツク〟だ」

「〝身ズユ代ンデわンボりツク〟が破壊されず、自分とは違う人格になったりはしないのですか？」

　重い動作でかぶりを振ふる。「消えるべきものが、いつまでも残ることはない……。また、消えたはずの記憶なども、心全体に吸収されるだけで、本当に消えてしまうわけではない」

「それを思い出すことはありますか？」

「あるだろう。いつか心が成長し、かつて受けた衝撃を完全に心の中で再現する用意が整ったときに。あるいは……思い出すことでしか乗り越こえられない何かを迎むかえたときに」

　声の重さで言葉が消えてしまったように会話が途と切ぎれた。この老ろう紳しん士し、現在進行形でなんだか色々と背せ負おわされてるんだな、この歳としで──などと思いつつ、相手の優やさしい態度に乗じて、ちょっと怖こわい質問をしてみる。

「あなた以外の三人の開発顧こ問もんが、みな死亡した理由に、心当たりはありますか？」

「不幸な事故だとしか言いようがない。将来を嘱しよく望ぼうされてきた優ゆう秀しゆうな人材たちだった」

　ふと思いつく──咄とつ嗟さにぶつけてみたくなる。「先ほどの少年は、設計顧問だったルートヴィヒ・数カズ馬マ・メンデル氏の、御子息では？」

　神父の重々しい溜ため息──あ、怒おこってる。

「あまり一いつ般ぱん的ではない情報だ。彼は表向き、ある車両製造会社の設計士だったことになっており、冬真もそう思っている」

　では父親が政府の兵器開発者だったとは知らないわけだ。子供に余計なことを喋しやべるなと相手の目が言っていた。こちらもその気はないことを、神しん妙みようにうなずくことで表現。

「たとえ開発者に不ふ審しんな死が見られようとも、今の君たちに危険が及およぶようなことはない。全ては過去のことだ。むしろ深入りすることで新たな問題を生み出しかねない」

　私もやばいと思ってますよ──という顔で相手の警けい戒かいをかわし、最後に肝かん心じんなものをバッグから取り出す。「記憶にない品を自分の部屋で見つけまして……お心当たりは？」

　片方の耳が取れた古いぬいぐるみを見つめるバロウ神父──悲しそうな微笑ほほえましそうな、亡なくなった友人の写真でも見るような顔。

「残念だが……私には見当もつかない。ただ、これを贈おくった誰だれかが、今の君を心から肯こう定ていしてくれているというのが分かるだけだ」




　　　　伍ご




　人生はぼちぼち最高だ。

　午後三時──眠ねむい／けだるい／なんかどこ行っても駆かけ引きばっかりな自分がすごく嫌いや。

　寝ね不ぶ足そくのせいで後ろ向きな気分のまま電車でミリオポリス第ペン十ツ四イン区グへ。丘おかの上の瀟しよう洒しやな住宅地──平屋だが斬ざん新しんなデザイン＝色々と金がかかっていそうな家のベルを鳴らす。

「時間通りか。偉えらいぞ」

　妙に猫ねこなで声の情報監かん督とく官かん──数時間前に見たときより憔しよう悴すいした感じ。

　中に入る──広いリビング。豪ごう華かな調度品＝「説明のつかない品」＝いわゆる賄わい賂ろの臭においがぷんぷん。締しめ切ったカーテン──昼間から猥わい褻せつモード完かん了りようというより追いつめられて閉じこもる印象。コンピュータ類──電源コードさえない端たん末まつが一つ。悪いことしてもアシがつかない完全閉へい鎖さ型＝「見ちゃダメ。やばいからこれ」と書いて貼はってありそう。

　なんかやってんな──危険の臭いが充じゆう満まんする部屋でガムを嚙かむ。あまりの面めん倒どうくささで憂ゆう鬱うつになった。

　データディスクを掲かかげる情報監督官──日常的に情報を売買してきた男の声。

「お前が開きたがっていた小隊の記録と、ＳＳコードのダミーパスだ。ついでにお前たちを開発した連中の情報にアクセスするＩＤを仕込んでおいてやった。本部内ではなく、街のネットカフェででも使うんだな」

　やりすぎ。深夜の通つう販はん番組なみの豪華サービス──ていうか罠わな。女の子にいたずらするついでにそれ以上のことを企たくらんでいるのが丸分かりの神経が張りつめた表情。

「それで、優しい男にどんな御お礼れいをしてくれるんだ？」

　データディスクを見せびらかしながら奥のドアを開く──ベッドルーム。

　その瞬しゆん間かん、かったるさとムカつきが頂点に。もういいやこの馬ば鹿か。こうなったら文字通り肘ひじ鉄てつを食くらわせ、肋ろつ骨こつを何本かへし折って転がしてから、どうするか考えよう。

　顔面筋肉の軽かろやかな操作＝小こ悪あく魔ま的スマイル──歩み寄る。「満足のいくように」

　その笑え顔がおだけでもうだいぶ満足ですという、にやけづらの男の背後で、ふいに突とつ然ぜん、紅あかい光線がちらりとよぎるのが見えた。

　思わずぎょっとなった。心身に叩たたき込まれた迅じん速そく反応──脊せき髄ずい反射の見事な動作で、その場にべたっと身を伏ふせた。

「それは服従のポーズか──？」

　なんか素す敵てきなことが始まったと勘かん違ちがいする男の額に、次の瞬間、どきゅっ、という音速を超こえる物体が通過する音とともに、一センチ大の穴があいて血が噴ふき出していた。




　人生は何と言っても最高だ。

　どうやら相当やばいことになってたらしい情報監督官が、けっこうやばめな情報に首を突つっ込みかけてた自分の眼前で、狙そ撃げきによって呆あつ気けなく死体と化してぶっ倒たおれるなんて。

　咄嗟に死体の腕うでをつかんで引き寄せ、データディスクをもぎ取ってバッグに放ほうり込む。

　さらに機械仕じ掛かけの腕わん力りよくで胸むなぐらをつかんで肩かたに担かつぎ、死体を盾たてに、素早くダッシュ。

　死体の背に、どすっと着ちやく弾だんの衝しよう撃げき──くそ、いい腕してる、と嫌になりながら廊ろう下かへ。

　家の外観からだいたい把は握あくしている窓の位置を頼たよりにバスルームへ飛び込む。

　死体を放り出して窓から外を覗のぞく──通りで白いバンが停車。

　車から四人の男たちが現れ、全員が懐ふところに手を入れたまま接近──やばい囲まれる。

　何て目に遭あわせるんだこのクソ野や郎ろう──と死体を振ふり返って目を丸くする。

　まくれた上着／ベルトに差し込まれた剣けん吞のんな品──消サイ音レン器サーつきオートマチックの拳けん銃じゆう。

　ラッキー。命の危険を感じていたらしい男の品を遠えん慮りよなく抜ぬき取るついでに身体検査。

　財さい布ふ・車のキー──没ぼつ収しゆう。

　銃の弾倉にたっぷり弾丸が入っていることを確かめ、窓を少しだけ開き、立ち姿勢でなんとか窓まど枠わくに腕を当てて固定。

　玄げん関かんのドアが開かれる音に合わせて──ゆっくりと引き金を絞しぼった。

　最初の二発で弾サ道イ補ト正イン──三発目が、表で見張っている男の胸にヒット＝転てん倒とう。

　窓を開き、しっかりバッグを抱かかえて外へ飛び出し、ガレージへ全力疾しつ走そう。

　途と中ちゆう、裏口へ回った一人と遭そう遇ぐう／相手が声を上げる間も与あたえず接近／情報監督官に食わせる予定だった肘鉄を叩き込み、男の左側肋骨を何本かまとめて粉ふん砕さい。素早くガレージのシャッターを開け、たっぷり賄賂をせしめて買ったのだろうグレーのベンツに乗り込みキーをひねる。

　玄関から二人の男が慌あわてて戻もどって来たときには既すでにアクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふみ込んで飛び出し、我ながら惚ほれ惚ぼれするようなドリフト運転で通りを爆ばく走そう──逃にげ去っていた。




　人生は実際のところ最高だ。

　開いたデータを見てしみじみ思った。

　ミリオポリス第アルザ九ーグ区ルントにて車を乗り捨て、繁はん華か街がいのネットカフェへ＝手に入れたデータディスクの中身をさくさく開帳──最悪。

　それは決して、特甲トツコー児童の初出撃にまつわる開発秘話や暗い陰いん謀ぼうの証しよう拠こなどではなく、今朝のかったるい護送任務でなぜ〈当たりクジ〉が襲しゆう撃げきされたかを判明させるものだった。

　スケベ野郎──お前か情報を売ったのは。

　のみならず過去三年間にわたり警察の情報を漏ろう洩えい／見返りにインサイダー取引に関かん与よ／シンジケートに警察の情報を売り、シンジケートから得た情報を悪用して警察で出世。

　だがウィリー・ココシュカの逮たい捕ほで、警察の内務調査課が内通者スパイのあぶり出しにかかり、シンジケート側も口くち封ふうじに出た。

　稼かせいだ分だけ跳はね返る報むくい──警察とシンジケートの両方から狙ねらわれる情報監かん督とく官かん。

　身代わりを求めて情報閲えつ覧らん室で待機し、規定外コードを使う少女を発見──彼女に罪をかぶせ、シンジケートには彼女を殺せばＯＫと説明する予定──が、あっさり絶命。

　そしてデータ＝罠わなだけ生存。ご丁てい寧ねいに、陽炎がいつも使う規定外コードで、架か空くうの犯罪組織と取り引きしていたことになっている。もちろん陽炎が配属前からそんな悪事を働くわけないので、ＭＰＢ隊員番号０７１を持つ誰だれかさんが共犯者として設定されている。

　なめるな。こんなもの元データごと破は棄きし、身代わりになりかけた人物がいた痕こん跡せきすら消してやる。というかそうしないと私が規定外コードを使ったり、貴様と取り引きしたりしようとしたこともバレるじゃないか馬ば鹿か。

　速そつ攻こうでデータディスクの中身を空に──ふとそこで別のプログラムによって何かが送信済みであることに気づいた。送信内容──位置座標コード──多分、今自分がいる場所。

　しまった。バッグをつかんで即そく座ざにブースを出る。店外──非常階段へ飛び出した。

　同じく階段を登ってくる二人の男たちといきなり遭遇──前にいた男が物も言わずにナイフを抜いて迫せまるや、すかさず手のひらで刃はをつかみとめ、相手の胸へ肘ひじ鉄てつ第二弾。

　肋骨ごと片方の肺を潰つぶされ、くずおれる男の背後で、同じくナイフを抜くもう一人に、素晴らしく長い脚あしと情熱溢あふれる紅あかいパンティを見せつけるようなハイキック＝側頭部に命中──衝撃で男の体が横へ半回転してぶっ倒れた。

　昏こん倒とうした二人──情報監督官の家に来た四人の残り。

　両方とも身体検査＝二挺ちようの銃・車のキーを没収──猛もうダッシュで階段を下り、ビルの外で先ほどの白いバンを見つけ、乗り込んだ。

　おそらくシンジケートは身代わり案をＯＫしながら、情報監督官を殺した。

　そしてその上で、彼女も始末する気だ。それで過去の犯罪を知る者は消え、何も知らない身代わりが犯罪者として死に、警察の内務調査は空から振ぶりに終わる。

　なんだそりゃふざけるな──怒いかりを込こめてアクセルを踏ふみ、全力で逃とう走そうした。




　人生は最高だ、くらくらするほどに。

　ミリオポリス第アルザ九ーグ区ルント──ドナウ運河沿いの寂さびれたビル群の狭はざ間まで、バンを乗り捨てるついでに、トランクでごろごろ揺ゆれていたのはなんだろうと思って確かく認にん。

　見知らぬ男の死体──がっくりきた。

　高級そうなスーツに公認会計士協会のバッジ──おそらくはウィリー・ココシュカ絡がらみによるインサイダー取引の口封じ。

　もう知らない。さっさと情報監督官の家に戻って自分に関するデータを全すべて消したら、今日のことは全て忘れよう──と思う矢先、トランクの隅すみに妙みような電子機器を発見。

　追つい跡せき装置──覆ふく面めんパトカーの公式装備。

　うわあっ。

　さっきの四人──うち少なくとも一人は／最悪の場合は四人とも──警官だ。

　内務調査で窮きゆう地ちに陥おちいっていたのは情報監督官だけではなかった。組織ぐるみの犯行が露ろ見けんしないようシンジケートと一いつ緒しよになって証拠潰つぶしにかかってる。もうやだ大人って汚きたない、とか思いながら全速力で廃はいビルの中に走り込んだその背後で──車のエンジン音。

　来たよ来た来た。あっさり追跡された陽炎を仕留めるべく二台の黒くろ塗ぬりベンツが到とう着ちやく。

　手に手に銃じゆうを持った八人の男たちが、バンが無人なのを見て機き敏びんに散開する様子を、廃ビルの屋上からげんなりとなって視認。だがどうやら特甲トツコー児童を相手にしているとは思ってないらしく、装甲車のドアをぶち抜ぬくたぐいの強力な火器はなし。

　ラッキー──こっちが生身だと思ってるうちに、ビルを跳とび渡わたって逃げちゃお。

　バンの中に銃を置いてきちゃったし、これ以上の泥どろ沼ぬまは真っ平御ご免めんです私──と跳ちよう躍やく態勢に入ったところで、はたと動作停止。

　バッグも置いて来ちゃった。

　泣きたくなるような気分で再び地上を見る──バンの周囲に二人。

　なんでこんなことになっちゃんたんだろ、と思いながら、ひょいと宙へダイブ。

　目算通りの軌き道どうでベンツのフロントに、どすん！　と着地。仰ぎよう天てんする男たちの一人へ跳びかかり、顔面に膝ひざを叩たたき込んだ。

　昏倒する男の手から拳けん銃じゆうを引ったくる──跳躍。宙で拳銃を握にぎり、あさっての方向へ撃うちまくるもう一人を、着地と同時に、完かん璧ぺきな片膝立ち姿勢で撃ち倒たおした。

　バンに近づこうとしたところで散開していた何人かが気づいて発はつ砲ぽう──いったん退いてベンツを盾たてに。サイドミラーをへし折って車体の陰かげから三人の接近を確認──鏡越ごしに距きよ離り・角度・タイミングを瞬しゆん時じにはかり、素す早ばやく身を起こしてボンネットの上で腕うでを固定。

　相手の反応を遥はるかに上回る迅じん速そくさで六タタ連・タ射タ・─タタ─ン！三人が公平に二発ずつ食くらって倒れる。

　改めてバンに近づこうとするも、廃ビルの二階から、二人が自動小銃を馬鹿みたいに連射＝咄とつ嗟さに盾にしたベンツが穴だらけに。

《これは困った──》思わずうっかり無線通信──やば。いつもの癖くせで涼月と夕霧に呼びかけるところだった。通信を全てオフに／車の陰で身を伏ふせてゆっくり四つ数える。

　一アイン、二ツヴアイ、三ドライ、四フイアー──ぴったりのタイミングで弾たま切ぎれ／再さい装そう塡てんするまでの一秒かそこらを最大限に有効活用。跳はね起きてスクラップと化した車の後部を蹴ける──跳躍。

　ひとっ飛びで二階の窓へ──窓ガラスをぶち破って転がり込み、撃つタタン！・撃つタタン！・撃つタタン！。

　常識破りの反はん撃げきになすすべもなく二人が倒れる──弾切れの銃を放ほうり捨てる。

　ガラスの破は片へんを体から払はらい落としながら、溜ため息混じりに地上を見た。

　仲間を失って恐おそれをなした最後の一人が、自分たちが乗ってきたベンツではなく、たまたまそばにあった白いバンに乗り込み、置き忘れた陽炎のバッグごと逃にげてゆくところだった。




　　　　陸ろく




　人生は抜ばつ群ぐんに最高だ。

　七人の死者を身体検査──うち二名の懐ふところから警官バッジ。一方から追跡用の携けい帯たい端たん末まつを奪うばい、無傷な方のベンツに乗り、ミリオポリス第オツ十タク六リン区グの薄うす汚よごれた高層住宅地で停車。

　白いバンを遠間から監かん視しすること二十分。

　複数の男たちがトランクの死体を別の車に移す様子を見守り、彼らが出入りする部屋を確認する間、ずっと、カーラジオが陽気なオールディーズを歌い続けていた。





オブラァディー、オブラァダァーッ♪

人生は続くぅーんだよぉーブラァー♪

ほらこんな風ぅーううーにねーえっ♪






　くそ、なんか腹立つ。

　イライラ＆情けなさ半々で監視──何人かが死体を乗せた車で去り、目標の部屋にいる人数をざっと把は握あくしたとき──ピザ屋のバイクの接近を確認。

　咄嗟の思いつき──今日という日の泥沼を脱だつする決意とともに、銃を握り車を出る。

　ピザ屋のバイトの青年に背後から接近──高層アパートのエレベーターに同乗／監視カメラがないことを確認／ニッコリ笑って相手を魅み惑わくした瞬間、殴なぐって気絶させ、身ぐるみを剝はいで非常階段に放置。ワンピースの上からピザ屋のつなぎを着込み、長い髪かみを帽ぼう子しで隠かくし、ピザの箱を手に目標の部屋のドアベルを鳴らしまくる。

「ピザの配達でーす」

《頼たのんでねえ──》インターフォンに手刀を叩き込んで壊こわし、なおもベルを連打。

「うるせえ！」ドア越しの怒ど声せい＝鍵かぎが開いて大きな男が出てくる。「頼んで──」

　喉のど笛ぶえに手刀＝声を奪って引きずり出し、顔にピザの箱を叩きつけざま肘ひじ鉄てつ第三弾だん──脂し肪ぼうたっぷりの胸の奥で肋あばらが砕くだけて昏こん倒とう。

　左右のポケットから銃を出し、両手に構えて室内へ。廊ろう下かを真っ直すぐ歩いてリビングに入り、酒を飲んでいる一人、電話をかけている一人、銃に弾たまを込こめている二人、陽炎のバッグの中身を物色している二人へ、三秒以内に十八発の弾丸を叩き込んで撃ち倒した。

　立ちこめる硝しよう煙えん──ロック・コンサートのスモークなみ。

　通り過ぎた部屋から、裸はだかの男が二人、慌あわててズボンを穿はきながら銃を手に廊下へ出たところを狙ねらい撃った。二人ともあえなく転てん倒とう──脳のう味み噌そと股こ間かんを剝むき出しに＝げんなり。

　静せい寂じやく──廊下に立つ陽炎の耳に、カチリと撃鉄を上げる音が届いて来た。

　左手の銃をさっと横へ向け、安物の建材の壁かべ越ごしに猛もう連射。弾切れ──右手の銃を構え、洗面所を覗のぞく。ぎいっとトイレのドアが開き、銃を握る男が、血ち反吐へどとともに倒れた。

　左手の銃じゆうを捨てて廊下を進み、ズボンがずり下がった男たちの死体をまたいで部屋へ。

　ベッドルーム──同い年くらいの少女が三人、半はん裸らで身を寄せ合っている。

　うわっ──違い法ほうな未成年売春の現場だ。

　ちょっと気が引けつつ挨あい拶さつ。「……やあ」

「やあ」陽炎と同じ色の髪をした子が平然と返す──一人は怯おびえて泣きべそ／一人は明らかに薬物でラリラリ陶とう酔すい中。

「撃うとうとしなければ撃たないから」淡たん々たんと注ちゆう釈しやく。「あと私の顔、なるべく忘れてね」

「あんたなんか見なかった。ずっとここで隠れてた」それでいいんでしょという感じ。

「そうそう──」ふいに相手の目が動くのを見て、素す早ばやく背後を振ふり返った。

　先ほど玄げん関かんで殴り倒たおした大男が、苦痛に耐たえながら銃を突つき出そうとする前に撃退。

　顔面に二発──横よこ倒だおれ。そして泣きべそをかいていた女の子が爆ばく弾だん発言。

「父さん！」

　マジですか。

　まさか実の父親に商売道具にされてたりしないよね、と確かく認にんしかけたところへ、泣いてる子が跳はね起き、両手でぽかぽか叩たたいてきた。

「父さんを撃った！　父さんを撃った！」

　うわ、どうしよう、謝ろうかな──と思うや、赤髪の子が、いきなり泣いてる子を引っぱたいた。「やめな。あんたの親おや父じは、いつかこういう風に死んで当然のクズなんだよ」

　うずくまってしくしく泣く子。ラリラリしてる子。ぺっと唾つばを吐はく子。

　もうなんか見てるだけで嫌いやになる光景。

　逃げるように背を向け、リビングへ戻もどり、バッグを手に取った。

　財さい布ふも携けい帯たい電話も無事──身分証は最初からなし／携帯電話の防犯機能が解除された形けい跡せきなし。よしよし。こっちの正体はバレてない。

　安心、安心──とバッグの蓋ふたを閉めかけ、動作停止。

　あれ？　もしかして──ない？　なんで？　ぬいぐるみはどこ？

　おそるおそる先ほどの部屋に戻る。「あの……これに入ってたぬいぐるみ知らない？」

　赤髪の子が返答。「なんか書いてあって怪あやしいからボスの家に持ってくって話してた。ボスってムージルさんのこと。……あたしが喋しやべったって、黙だまっててくれる？」

「うん」うなずきながら暗あん澹たんたる思いに駆かられる。

　ムージル──いつだったか夕霧が斬きって捨てた元大物マフィアのスレーブンの後あと釜がま／ハイテク・マフィアの筆頭／シンジケートの顔役／配下に兵隊崩くずれのごろつき多数。

　うんざりしながら立ち去ろうとして、私たちは鎖くさりにつながれた奴ど隷れいですといった感じで膝ひざを抱かかえたまま動かない女の子たちに、つい余計なことを口にしていた。

「君、あっちで死んでる連中からお金とって逃にげちゃったりしたらやばい？」

「やばいね」赤髪の子の乾かわいた声。「あたしらみんな、あの連中の商売道具ってことになってるから。逃げて捕つかまって、今より死んだ方がいいって目に遭あうくらいなら、ここで腐くさってる方がいいよ」

「そうなんだ」他ほかに返す言葉もなかった。「……じゃ。生きてればいいこともあるしね」

　せせら笑いを返されながら部屋を出た。

　隣りん人じんたちはとばっちりを恐おそれて顔も出さない。警察に通報する者さえ誰だれもいなかった。




　人生はどこまでいっても最高だ。

　つなぎと帽ぼう子しをピザ屋のバイクの上に返へん却きやく──下着姿でふらふら建物から出てくる青年をバックミラー越ごしに見ながら車を出した。

　夕暮れのミリオポリス第ペン十ツ四イン区グ──情報監かん督とく官かんの家へ。

　振り出しに戻る──堂々と玄関から中へ／バスルームに死体＝どっと疲つかれる。

　どうやらシンジケートは掃そう除じ屋を派は遣けんする暇ひまもないらしい。

　リビング＝外部からアクセス可能なコンピュータ類＝外れ。

　完全閉へい鎖さ型の端たん末まつ──発見。自分のデータ。今さらそれを消しただけでは事は収まらない。

　ムージルやシンジケートの報復を引き受けてくれる身代わりが必要だった。

　最初に渡わたされたデータ──あれで設定されていたＭＰＢ隊員番号０７１の誰かさんに、今日という日の泥どろ沼ぬまを全部ひっかぶせてとんずらするしかない。ぬいぐるみは──

（私はあなたが大好きです）

　くそ。諦あきらめるしかないでしょ、もう。万が一ぬいぐるみが発見されて自分との関連が示し唆さされても、しらを切れるよう後で似たものを買って細工。それがいい。それしかない。

（あなたが大好きです）

　うるさい。本当に自分への言葉かも分からないのに。誰が贈おくってくれたかも分からないのに。今朝初めて存在を知ったものなんかに構ってマフィアの親玉を相手にするなんて馬ば鹿かげてる。そもそも世の中みんなそうしてる。何が自分の身代わりになろうが知ったことじゃないと思って生きている。身代わりを持たない者から順に、あの女の子たちみたいに身も心も腐っていくような人生に投げ込まれていくんだ。私は御ご免めんだそんな人生──

　速そつ攻こうで端末を操作──データを改かい竄ざんする手が、ふいにぴたりと止まった。

　え？　隊員番号０７１って、どこかで聞いたことない？

　ほら。今朝の。ひょっとして──

　思わずデータを検けん索さく──面めん食くらった。

　モリィ捜そう査さ官かん。

「ふ……、ふ、ふふふふ……」

　思わず零こぼれる暗い笑い──もはや遠えん慮りよもためらいもなし。

　なんという素す晴ばらしい身代わり。まさしく天てん啓けいにして神の恵めぐみ。にっくき恋こい敵がたきにして、いちいち勘かんに障さわる貴様を、シンジケートの殺し屋の標的にして自分は逃げ延び、あわよくば貴様に代わってあの人と添そい遂とげてくれる。これで私は──

（大好きです）

　その瞬しゆん間かん──胸の奥の六百光年ほど彼方かなたで、よくわからないがとんでもなく逆らいがたい何かが生じ、たちまち全すべての予想を超こえる遥はるかな速度で彼女の心も体も揺ゆさぶっていた。

　静せい寂じやく──住人の死んだ暗い家で、孤こ独どくに端末の光と向き合う彼女は、やがて静かにデータ改竄の痕こん跡せきを消すとともに、自分のデータだけ残し、後は全て消去してしまった。

　バッグを手に、すっと背筋を伸のばして起立。

　先ほど生じた何かを、今はっきりと認にん識しき。

　彼女は／私は／陽炎は──今のこの自分が割と好き。

　仲間といるときの自分がけっこう好き。ミハエル中隊長のことが好きな自分が一番好き。

　どれほど間ま抜ぬけな泥沼に入ろうと、それはそれで案外まあまあ好き。

　だが、これは嫌われる。好きな自分に嫌われる。ミハエル中隊長が好きな自分でさえも好きでいられなくなる。なぜなら他の何かを身代わりにするつもりでも、本当に身代わりになっているのは、他ならぬ自分の心の大切な一部だからだ。

　そしてもう一つ。

　あのぬいぐるみが、自分はなぜか、とても好きだ。

　あのぬいぐるみが好きな自分が、どうしようもなく大好きだ。

　あのぬいぐるみが大好きだと言ってくれる自分でありたがっている。

　たとえ、どんな泥沼の中にいるときでも。

　そう──ただ、それだけのことだ。




　車のナビ──さすがハイテク・マフィア。目的地はばっちり。

　移動するついでに車内電話で匿とく名めいの通報をかけまくった。

　バスルームの死人。ドナウ運河沿いの廃はいビルでの銃じゆう撃げき戦せん。高層アパートの死者たち。

　そして、まっとうな大人に保護されるべき三人の少女たち。

〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉／国際捜査課／機動捜査課／所しよ轄かつ署しよ／保安課／児童福ふく祉し局──どこかにいるはずの、正しい大人たちに届くことを祈いのって。

　目的地に到とう着ちやく──車から出て最後のコール＝マフィアの親玉の家。

　やたらとドスの利きいたがらがら声の男が応答。「まったくいい度胸だな。手下から奪とった車で電話してくるなんてのはな」

「あ、もしかしてムージルさん御本人？」ワオ。部下が電話を取るものだと思ってた。

「おとぼけか？　わざわざキッチンの電話にかけてきてな。ＭＰＢの情報屋が『取引』用の番号を知るはずがねえ。まあ俺は太っ腹な男だ。そっちの注文から聞こうか」

　見ると電話にムージル宅だけで七つも登録されている──たまたま〈当たりクジ〉を引いたわけか。話が早くてラッキー。

「ぬいぐるみなんですが──」

「要するに、こいつが、あのウィリー・ココシュカの隠かくし口座を意味してるんだな？」

「は──？」

「俺は頭のいい男だ。胸んとこに書かれた暗号だけでなく、こいつ自体に意味があるんだ。お前がわざわざ取引を持ちかけたからにはバラバラにして調べてみるべき──」

「やめなさい」善良な警官口調で制止。「それはウィルス兵器を内蔵する大変危険なものだ。取れた耳の辺りから綿を抜ぬいたり、べたべた汚きたない手で触さわったりせず、この上なく大切に扱あつかった上で、私に返しなさい」

「そいつは大変だ。俺は話の分かる男だからな。クソみたいなたわごとではなく、お前の注文を聞いてやってるんだ。たとえば隠し口座の中身を俺に渡わたし、組織の奴ど隷れいになるから、命いのち乞ごいをさせて欲しいといった注文をな。そういう注文以外は、とてもじゃないが、まずくて聞けたもんじゃない」

　生前の情報監かん督とく官かんが聖人君子に思えるほどの交こう渉しようの余地のなさ──うんざり。

「いいえ。私が提供できるのは一つだけでして」すらすら返答──事務的とさえ言える口調。

「というのもですね、素直にぬいぐるみを返せば、私と戦争せずに済むと思いますよ？」

　ぷーと膨ふくらむ風船ガム。

　一いつ拍ぱくの間──相手の怒いかりの臭においが電話越ごしに届きそう。

「あんまりまずい注文は聞けねえと言ったはずだぜ。すぐに手下どもがてめえを見つけて俺の前につれてくるだろうよ。それからゆっくり注文を聞いてやるとしようか」

　パチンとガムが弾はじける。

「お構いなく。私の方から伺うかがいますので」

　交渉決けつ裂れつ──通話中のまま電話を捨てた。

　夜のミリオポリス第ラ二イン十プ八レヒ区ト──丘おかのふもとの屋や敷しき＝裏のワイン畑。

　青いブドウの房ふさをはね除のけながら疾しつ走そうを開始する陽炎──その全身に武装。

　廃ビルでの銃撃戦の後、念のため拝借しておいた自動小銃を両手に握にぎりしめ、ワンピースの上から両りよう脇わきと腰こしにホルスターで四挺ちようの拳銃を吊つり下げ、弾だん丸がんがぎっしり詰つまった弾倉を四つ、長い両りよう脚あしにテープで留め、総重量二十キロを超える武装をものともせず、むしろ背中に翼つばさでも生えたかのような身軽さで、屋敷の塀へいをひとっとびに跳ちよう躍やくしていた。

　着地と同時に掃そう射しや──二人の門番を射殺／ドーベルマンのリードを握る見張り二人を射殺。

　矢のように走り寄せる猛もう犬けんどもを回し蹴げり＆肘ひじ鉄てつ第四弾で吹ふっ飛ばし、建物へ全力疾走。

　跳躍──二階バルコニー／ガラス戸をぶち破って侵しん入にゆう。

　一階へ向かいかけた三人へ弾丸の雨を浴びせて倒たおし、屋外であらかじめ決めた通りに右の部屋のドアを蹴り破り突とつ撃げき敢かん行こう──うちの小隊長が喜びそうと思えるほどの苛か烈れつな侵しん攻こうをもって室内の四人をなぎ倒し、弾たま切れになった自動小銃を両方ポイ捨て。

　再び窓をぶち破って外へ──宙で両脇のホルスターから拳銃を抜き、四台並んだベンツの一つに着地──片かた膝ひざ立ちで大いに屋根をへこませながら車の周囲にいた三人／車の中にいた二人の胸へ、二発ずつ撃つパパン！・撃つパパン！・撃つパパン！・撃つパパン！・撃パン！つパン！。

　立ちこめる硝しよう煙えん──ロック・スター好みの濛もう々もうたるスモーク──それ自体が沸ふつ騰とうする血の臭いに思える。

　屋内では男どもが二階へ玄げん関かんへ行ったり来たりで陽炎の動きについていけず、すっかり右往左往する隙すきに、地上に降りてテラスから一階リビングに入った。ちょうど外へ出ようとしていた三人に遭そう遇ぐう──残りの弾丸を全すべて叩たたき込んでから、両方の拳けん銃じゆうを投げ捨てた。

　最後の二挺を抜きながらキッチンへ行こうとしたところで横から衝しよう撃げき──左脇と肩かたにヒットした弾丸が、骨を砕くだいて反転し、生体部分の肉を裂さきながら体の外へ飛び出した。

　痛みが自動的に無オフに──まかり間ま違ちがって転送が実行されないようマスターサーバーへの信号を遮しや断だん──素す早ばやく振ふり返って右手の銃を構える。

　先ほど車上から撃った一人＝部パー分テイ的クルサイボーグ。

　相手のライフルが次の弾丸を発射する前に、機械仕じ掛かけの頑がん強きようさを無に帰すべく、六発の弾丸を速射＝一タタ秒タタ半タタ─ン！─全て顔面に撃うち込んで倒した。

　キッチンへ──無人／料理台に放ほうり出された通話中の電話。廊ろう下かへ出る。人ひと影かげなし。

　玄関──屋外から戻もどってきた二人を立ちどころに射殺。両脚から弾倉を剝はがし、両方の銃に再さい装そう塡てん──素早く階段を駆かけ上がったところで、とんでもないのに出くわした。

　トラックのエンジンみたいな手足をしたサイボーグ野や郎ろうが憤ふん怒ぬの形相で工業用杭パイ打ルバちン機カーそっくりの化け物突撃銃を問答無用で乱射──その一いつ瞬しゆん前に、右手の拳銃を構える。

　馬ば鹿かげた真っ向勝負──相手の特大葉巻サイズの弾丸が乱れ飛んだ。その二割弱がヒット＝顔面をガードした左手首が砕ける／二の腕うでが引き裂かれる／左の脇腹が抉えぐれる／左大だい腿たい部ぶに穴があく／ワンピースに盛せい大だいな焦こげ目──委細構わず、全タタ十タタ六タタ発タタをタタ一タタ挙タタ速タタ射ン！。

　決着──怒りの乱射ＶＳ迅じん速そくな精密射撃。

　顔面に、弾倉まるまる一つ分の弾を食くらったサイボーグ野郎が、どすん、と膝をつく。

　敵の動作停止を確かく認にん──自分の左ひだり脚あしが何とか動くのを確かめながら廊下の壁かべにもたれ、右手だけで器用に弾倉交こう換かん。

　使いものにならなくなった左腕をぶらぶら揺ゆらしながら移動。

　最初に突撃したのとは反対側の部屋──飛び出してきた一人と撃ち合い、三発ほど胸に叩き込んで倒し、一発腹に食らった。気にせず灯あかりの点ついていない室内へ──ソファの陰かげで縮こまったまま、ショットガンの銃口が突つき出ているのに気づかない間ま抜ぬけがいた。

　そいつをソファの背もたれ越しに六発ほど撃って倒し、さらに奥の部屋へ行こうとしたとき──弾丸の熱でソファが燃え始め、その炎ほのおの輝かがやきが窓を鏡のようにし、彼女の背後で、完かん璧ぺきに気配を消して銃を構える男の姿が見えていた。

　連続的銃声──横へ倒れるようにして回かい避ひ／六発中二発が背中にヒット。

　身をひねって床ゆかを転がり伏ふく射しや姿勢に──迅タタ速タ・なタタるタ・応タン射！。

　残弾の全てが、暗くら闇やみに潜ひそむ男の胸から頭にかけて撃ち込まれた。男がどっとくずおれる。

　陽炎は身を伏ふせたまま、脚から最後の弾倉を外して交換し、ゆっくりと立ち上がった。

　死体のそばに狙そ撃げき用ライフルと弾丸のケース──おそらく情報監かん督とく官かんを撃った狙撃手。

　危ない危ない。まったくいい腕してる。これはこれでライフルの汚よごれを拭ぬぐったことになるのかな──と自問自答。

　体を引きずるようにしながら、ちょっと重傷、というか普ふ通つうなら死んでるし。良かった、普通じゃなくて、などと思いながら、奥の部屋のドアをショルダータックルで突破。

　転がり込んで素早く片膝立ち姿勢に──銃を突き出し、目を丸くする。「……あ」

　ベッドルーム──三人の少女＝高層アパートで会った子たち。

　床に落ちた男物のベルト──みんな、さっきまでそれで叩かれまくってましたという感じに痣あざだらけ。ラリラリしてた子なんか意識もなくぐったりしてる。

　相変わらずめそめそしてる子の肩を抱だく赤あか髪がみの子が、驚おどろいた顔になる。「……ピザ屋？」

「やあ」千切れた左手を上げて挨あい拶さつ。「もしかして私のことで尋じん問もんされてた？」

「うん」お化けみたいに腫はれ上がった顔。「喋しやべっちゃった。ぬいぐるみ捜さがしてたって」

「あー」それでぬいぐるみのこと勘かん違ちがいされたのか。「いいよ。気にしないで。それより君、ムージルさん知らない？」

「ボスを地下室へ隠かくせって誰だれかが言ってた。あと急いで全部の兵隊を呼べって」

「兵隊？」思わず窓へ──なんか遠くから車の光が幾いくつも集まってきてる。「あーあ」

「ここの連中、みんな殺やったの？」

「うん、まあ」二十七人くらい撃ったかな、と妙みように恥はずかしいことをした気になって頭をかく。

「あのさ。一つ訊ききたいんだけど。今から来る兵隊みんな倒したら、君らを捕まえる人っていなくなる？」

　泣いてる子が目を見開く──赤髪の子がぽかんとなる。「……ふざけてんの？」

「悪ふざけは得意でね」ちょっと自じ慢まんげ──内ない緒しよ話でもするような口調。「ほら、どうせ、ぬいぐるみを取り戻すついでだからさ」

　赤髪の子の腫れ上がった目ま蓋ぶたの下から覗のぞく目が、真っ直すぐにこちらを見つめ返した。

「もし……マジなら、あんた、ぶっ壊こわれてるよ」

「腐くさるよりましじゃない？」

　ふと相手の表情が初めて和やわらぐ──くしゃくしゃになって泣き出す。

　それまでの態度が噓うそのように弱々しくて消えそうな声。「どっちも……やだよ……」

「うん。まあね。で──どう？　あの連中を撃ったら、君たちに迷めい惑わくかけちゃう？」

　泣きべそをかいてた子が顔を上げてこっちを見た。赤髪の子が涙なみだを零こぼして言った。

「ぶっ殺してっ」

　陽炎──銃じゆうを握にぎったまま、にっこり挙手。

「はーい」

　壊れた左腕をぶらぶら振ふって部屋を出た。

　なにやってんだろ私──自棄やけになってんのかな。この傷だし。ＭＰＢクビになるかも。あ、電車にでも飛び込めばごまかせるかな、傷──

　などと考えつつ拳銃を左ひだり脇わきに挟はさみ、先ほど倒たおした男のライフルを手にした。

　弾だん丸がんのケースを蹴け飛とばし移動──窓を開き、拳銃を床に置き、膝ひざと脚あしを固定。

　完璧な膝立ち姿勢＝壊れた左腕を窓まど枠わくに乗せ、肘ひじ関かん節せつの内側にそっと銃身前部を置く。

　右手に素す晴ばらしい感かん触しよく──よく手入れされ、使い込まれ、調整され尽つくしたライフルのグリップと引き金。よしよしいい子だ。セイフティをオフに──スコープ越ごしに、真っ直ぐ向かってくる八台の車を確かく認にん。

　先頭の車──凄すごい形相の男たちが、武器を握る手を堂々と窓の外へ出している。

　彼女は／私は／陽炎は──ガムを嚙かみ／膨ふくらませ／弾はじかせ／鎮ちん静せいする鼓こ動どうの底で、私は今こうしている私がどうやら好きみたい、だからまあ仕方ない、最後まで付き合おう、という思いを抱いだきながら、聖母のような優やさしい指使いのイメージで、引き金を絞しぼっていた。

　先頭の車を運転する男の腹から、真っ黒いインクが噴ふき出したように見えた。

　車が車道の真ん中で急カーブ──横転。

　夜間に走行中の車の運転手を狙撃するという高度な技術を発揮──だが、ちょっと失敗、胸を撃うつはずだったのに、修正、修正、とダメ出し。

　横転した車を慌あわてて避よけた二台目の車を狙ねらい、運転手の心臓をクキピユーーピツドドなみの精確さで撃ち抜いた。調子出て来た──と思う心が静せい寂じやくに吞のみ込まれ、果てしなく充じゆう実じつする虚きよ無むに満ちた狙撃手の目と指によって、三台目の運転手がみぞおちを撃たれて絶命。

　立て続けに三台の車が走行に支障をきたし、互たがいにぶつかり合いながら道を塞ふさいだため、後続のうち二台が次々に前方の三台に衝しよう突とつし、残り三台がかろうじて停車していた。

　静止した標的を逃のがすほど間ま抜ぬけでも慈じ悲ひ深くもない陽炎は、災難を免まぬかれた後方三台の運転手を次々に仕留めたところで弾丸を素早く装そう塡てんし、わらわらと車の外に出始めた、人の姿をした標的たちを破は壊かいしていった。あれだけの数で攻せめられたら、今の自分に勝ち目はない。一人でも多く、少しでも早く、出来るだけ遠くから、迅じん速そくに的確に撃ち倒さねばならない。

　そしてそれこそ、彼女とライフルが、この上なく得意とすることだった。

　車の陰かげに隠かくれる者／道路を走り出す者／ガードレールを跳とび越こえる者──その体の一部が見えれば良かった。見えた次の瞬しゆん間かんには撃っていた。もはや殺すとか倒すとかいった気持ちは微み塵じんもなく、満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、その狙撃の速度／精度はともに上がり続け、やがて優すぐれた狙撃手に許された、偉い大だいな虚無の恍こう惚こつへの扉とびらが開かれたとき──

　背後で、ずしりと足音。

　窓ガラスに映る化け物──先ほど十数発の弾丸を顔に食くらって倒れたはずのサイボーグ野や郎ろう／挽ひき肉みたいになった顔／裂さけた顎あご／潰つぶれた左目／ぎょろつく右目／窓辺で狙撃態勢に入った陽炎へ、突撃銃を向け──乱射。

　その一瞬前に、素晴らしい迅速さでライフルから右手を放し、拳銃を握り、死に損ぞこないの化け物と再び馬ば鹿かげた正面対決へ臨のぞまねばならなくなった陽炎よりもさらに速く──

　黒シユヴ髪アルツの少女が、先ほど陽炎が狙撃手を倒した辺りにある窓をぶち破っていた。

　そして、そのまま砲ほう弾だんのごとく転がり込んで来たかと思うと、陽炎の前で膝立ちとなり、その機械仕じ掛かけの四し肢しを駆く使しして身代わりに──自ら盾たてとなったのだった。

　特大の弾丸が、床ゆかを穿うがち、窓を砕くだき、壁かべを貫つらぬき、ガードした少女の右みぎ腕うでを肘からもぎ取り、こめかみを抉えぐり、左膝を砕き、脇わき腹ばらを裂いた、その直後──

　今度は、廊ろう下かから走り込んできた白プラテ金イーンの・ブ髪ロントの少女が、凄すさまじい勢いでサイボーグ野郎の頭を蹴けり飛ばし、着地と同時に相手の突撃銃のバレルをつかんでもぎ取るや、鉄てつ槌ついのごとく振り下ろしていた。

　ずどん！　バレルがへし折れ、遊底が弾け飛び、グリップがサイボーグ野郎の脳天に突つき刺ささって喉のどから飛び出した。

　倒れるサイボーグ野郎──振ふり返る夕霧／盾になった涼月がふらつきながら起立。

「えっ……？」陽炎──呆ぼう然ぜん。

　機き甲こう化されていない通常の手足にもかかわらず、自らその身を挺ていした涼月が、顔の右半分を血に染めながらも元気いっぱいに左ジャブ。

　すぱーん──陽炎の顔面にまともにヒット。

　ぶっ倒れて窓下の壁に頭をぶつけ、衝しよう撃げきでくらくらしながら身をよじって起き上がり、目の前の相手が本物の涼月＋夕霧であることをやっと認識した陽炎は、どっと流れる鼻血で息をつまらせながら、言った。「……何なんでれこふおこふおにに？」

「ふざけんな馬鹿ったれ。てめーの顎ん中の通信器はな、銃の音を拾うと、自動的に小隊長のあたしの頭ん中に、〈仲間がＫ戦闘中のＭ可能性Ｋ〉っつー信号を送ってきやがんだ。だいたいな、〈仲間にＫ打撃が与ＳえられたＥ〉信号を放ほうっておいたら、小隊長が罰ばつ食らうんだ。なのに、てめーと来たら、あっち行ったりこっち行ったり、全っ然つかまんねえーじゃねえーかドアホ」

　夕霧が、ハンカチで陽炎の鼻血をそっと拭ぬぐってやる。「陽炎さん、めっ。一人は、めっ」

「……だってぇー」ひしと夕霧にしがみついて泣き真似まね──よしよししてやる夕霧。

「だってぇー、じゃ、ねえ。通信を全部切りやがって。どっかの誰だれかがうちの機動課に通報したせいで、副長から命令があり次し第だい、現場に急行っつーお触ふれが出てんだ。てめーがいなかったら、あたしの責任になるだろーが。そんなときに勝手にどんぱちやってんじゃねえ」

　通報者が誰かは黙もく秘ひ。「……どこの現場だ？」

「まだ分かんねーよ」ふと外を見る──陽炎の狙撃を免れた残党十数名が喚かん声せいを上げて門から侵しん攻こう／小隊長の自問自答。「……ん？　あたしらが始めちまえば、ここが現場になんのか？」

　もはや才能と呼ぶべき短気さと粗そ暴ぼうさを兼かね備そなえた小隊長──この上なく頼たのもしく思える。

　夕霧の天てん真しん爛らん漫まんな賛成。「はーい♪　夕霧はー、タクシー代をいっぱい使っちゃったので、帰るためのお金がありませーん♪」

「あたしもだっつの。レシートなくすなよ。後で副長に請せい求きゆうすんだから」無事な方の拳こぶしを握にぎりしめ、窓まど枠わくに足をかける。「じゃ、やるか。そうすりゃＭＰＢの車で帰れるしな」

　裏のブドウ畑に車を隠してあることも、車内にバッグを置きっぱなしなのも黙秘──起立。

「では、合図を頼むよ、夕霧」

「はーい♪──いち、にー、のぉー♪」

「さん！」全員が斉せい唱しよう──散開。

　涼月＝庭へ／陽炎＝二階バルコニーへ／夕霧＝玄げん関かんへ。

　全員が転送を開かい封ふう──機甲化。
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　エメラルドの輝かがやきをまといながら鋼鉄の四肢を躍おどらせ、迫せまり来る武装集団へ逆に突とつ撃げき。

　涼月が敵のど真ん中で拳を唸うならせ、銃じゆう器きごと相手を木っ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さい。

　玄関から飛び出た夕霧がワイヤーを乱らん舞ぶ──屋内に入ろうとした者たちを瞬しゆん時じに殺傷。

　圧あつ倒とう的な火力を有する超伝導レール式ライフルを存分に駆使する陽炎が、屈くつ強きようなサイボーグ野や郎ろうどもに狙ねらいを定め、いち早く仕留めていった。

　血と惨さん劇げきをもってこの世の終わりと新たな朝を迎むかえようとするかのような光景を、虐しいたげられた少女たちが傷の痛みも忘れて、ただ粛しゆく然ぜんと窓辺に立って見つめ続けていた。




　　　　漆しち




　人生はまずまず最高だ。

　〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊撃小隊が独断で戦闘を開始した「現場」にＭＰＢの部隊が急行／一帯を封ふう鎖さ／特甲児童の悪あく魔まのごとき戦闘力に恐おそれをなして逃にげるムージルの兵隊どもを逮たい捕ほ。

　児童福ふく祉し局の人間がやって来て三人の少女たちを保護──連れて行かれる間ま際ぎわ、赤髪の子が、通常の手足に戻もどって腹や背の傷の応急処置を受けた陽炎のもとへ来て言った。

「……警察だったんだ、あんた」

「休きゆう暇か中だったんだけどね」福祉局の人間をちらっと見る。「親切そう？」

「体を売る以外に取り柄えなんかないっていったら、市役所で登録しましょうだって」

「売春は公共事業だからね。毎月の健康診しん断だんが無料タダになるよ。そのぶん税金高いけど」

「ふざけてんね」

「ごめん」つい咄とつ嗟さに謝っていた。「あとは自分たちで上手うまくやるしかないと思う」

「うん」傷だらけの顔で微び笑しよう──上着のポケット＝札束でぱんぱんに膨ふくらんだ財さい布ふをちらっと見せる。「とっちゃった。黙だまってて」

「うん。どうせ死んだ連中が君たちに払はらうべきだったお金だから」

　にこっと笑う。「そういうこと」

　ふと泣きべそをかいていた子が、たたっと歩み寄る──その上着の懐ふところが赤毛の子と同じように膨らんでる。きっとラリラリしてた子の分もちゃんととってあるんだろうな、というか父親を撃うったことでまた責められるかな、と首をすくめる陽炎の頰ほおに、目に涙なみだを溜ためながら、遠えん慮りよがちにキスをした。それから赤毛の子に肩かたを抱だかれ、担たん架かに乗せられたラリラリしてた子と一いつ緒しよに去っていってしまった。

「あいつらを助けるために、どんぱちやってたのか？」頭と腹に包帯を巻かれた涼月＝だったら許してやらんでもないぞ、という口調。

「陽炎さん、偉えらい、偉い♪」夕霧の誉ほめ言葉＋なでなで──一番、胸に沁しみる。

「まあ成り行きで」頭をかく──どこまで何を黙秘すべきかだんだん分からなくなる。

　何より困ったことに、結局ムージルさんとぬいぐるみを発見出来ず。どうやらどさくさに紛まぎれて地下室から逃とう走そうした模様──とはいえＭＰＢが本ほん腰ごしを入れた封鎖をかわせるわけないから、捕つかまるか行方が分かるかするだろうけど、ここまで馬ば鹿かげた状じよう況きようになると、今日のことで言い訳してもしなくても一緒かも──

　自己保身と正直者の境界線をさまよう陽炎の背に、ふいに捜そう査さ官かんの一人がやって来て声をかけていた。「説明が欲しいところね」

　振ふり返る──たちまち心の棘とげが総立ち／警けい戒かい態勢に。「……なんのことでしょう？」

　モリィ捜査官──なぜか両手を後ろに回し、反はん抗こう期の少女を優やさしく受け止めるお姉さんといった感じで、爆ばく弾だん発言。「あなたが、私の身代わりになってくれたことよ」

「え……？」

「情報監かん督とく官かんの家に、私を陥おとしいれるためのデータがあったはずよ。それを消してわざわざ自分のデータを残しただけでなく、私の囮おとり捜査を代行するなんて、どういうつもり？」

　ズドーン──心の中の純真な何かが、一撃で轟ごう音おんを立てて吹ふっ飛んだ。

　囮？　つまり？　ＭＰＢの内務調査課は既すでに内通者スパイである情報監督官の尻尾しつぽをつかみ、捜査官と連れん携けいして情報売買の背景を捜査中だった？　私はたまたまそれに巻き込まれ、五十人もの男たちと銃撃戦を繰くり広げ、しかもその行こう為いを内務調査課が監視？

　つまり、助けを呼びたければいつでも呼べた？

　その通りですという顔のモリィ捜査官。「あなたも情報監督官の身代わりにされかけたことは分かっているわ。だからといって、〈ウィリー・ココシュカの隠かくし口座〉という、ムージル一派をおびき出すために私たち機動捜査課が流した偽情報を利用して、単独で犯罪組織の壊かい滅めつに乗り出すなんて……。あなた、よっぽど銃で人を撃つのが好きなのね？」

　なんだとこのアマ。

　直立不動＝刺々しさ全開。「いいえ。すっかり癖になるくらい、とっても大好きです」

　話についていけずぽかんとする涼月＋夕霧──もはや心の棘を隠すことなく放射する陽炎を、叱しかるように、きっとなるモリィ捜査官。

「その悪い癖のせいで、もう少しで何より大切なものを失なくしかけたのよ」両手を出す──優しく握にぎられたぬいぐるみ＝欠けた耳／胸に『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．２０１４．９．５』。

　返せ。迅じん速そくにそれを引ったくる──誘ゆう拐かいされた子供を取り戻した母親の気分。

「……では、ムージル氏は逮捕されたんですね？」

「ブドウ畑の中で、隠し口座の秘密を解くために、その子をナイフで切り刻みかけてたわ」モリィ捜査官──やれやれという風に涼月を一いち瞥べつ。「また盾たてになってもらったそうね」

　ぷーとガムを膨らませて会話拒きよ否ひ──そっぽを向いたまま。

「御お礼れいくらい言いなさい」モリィ捜査官＝寂さびしげな微笑／諦あきらめたようにきびすを返す。

　余計なお世話だ。ずっと黙って見てたくせに──という冷れい淡たんな思いが、

（子供相手にすぐむきになるくせに、誰だれよりも本気で叱ってくれて）

　ふいに、別の感情を受けて急激に変化していた。

　え？　なにこれ？

　そこで改めて違い和わ感かん。なんであの女が知ってる？　私のこのぬいぐるみのことを──

（年上のくせに涙もろくて）

　カチッと心の何かが音を立てた。

　失われていたかけらが、ぴたりと何かにはまる音。心地ここち好よい連結の感覚。そしてモリィ捜査官の背に投げかけられる──心の声。

（ありがとうございます──）

　なんで？　よりにもよってこの女に礼を？　いや、待て。なんでかというと──

　それが何であるか認にん識しきするよりも遥はるかに早く、口が勝手に答えを告げていた──一息に。

「〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊撃小隊は、文字通り三人で一頭の獣けものである。互たがいが頭となり目となり手足となって、突とつ撃げきをフォロー、狙そ撃げきをカバー、遊撃的にサポート。優先すべき行動のためには、互いの盾となることをも避さけてはならない」

　ぴたりと足を止めるモリィ捜査官──涼月＋夕霧＝きょとん。

　そしてつながる記き憶おく──（意外に忠実）＝隊員番号０７１の若い教官。

「実戦に出る私たちに、あなたが教えてくれたことです、モリィ・円マドカ・カリウス教官」

　そこで痛つう烈れつな疑問──ん？　ちょっと待て。なんでミハエル中隊長と同じ姓せいなの？

「まさかミハエル中隊長の……妻？」

　そんなー、と虚きよ脱だつする陽炎へ、振り返ったモリィが、さっと駆かけ寄り、ぎゅーっと力いっぱい抱だきしめ、言った。

「妹よ、頑がん固こな狙撃手さん」笑い声──陽炎のほっぺにぽたぽた落ちてくる温かい涙なみだ。

　マジ？　だが喜びが湧わき起こることもなく、なんかさらに脱だつ力りよく。

　私ってもしかして余計なことに頭を回して自分から泥どろ沼ぬまにはまるタイプかも。その場にいる全員から肯こう定ていされかねない考えは口にせず、相手に抱きつかれたまま、別の質問。

「このぬいぐるみも、あなたが──？」

「違ちがうわ。私が知ってるのは、それをあなたに贈おくった人は、あなたのことを、誰よりも信じてるってことだけ」さらに強く抱きしめる──その誰かさんに代わってそうしているのだというように。「いつか思い出すまで無理に探さないであげて。その人はあなたといつも一いつ緒しよ。誰よりもあなたの近くにいる人。ありがとう……ぬいぐるみを大事にしてくれて。私を思い出してくれて。本当に、ありがとう……」




　かくして人生は最高だ。

　ＭＰＢ本部ビル六階医い療りようフロア──痛覚を無オフに出来るだけでランボーにでもなったつもりかと、陽炎が知らない古い映画をネタに鬼医師マリアからガミガミ怒おこられ、腹に穴をあけられたのでさすがの強化人造臓器でも数日は食事も出来ず点てん滴てきだけでベッドに横たわり、精密検査のため両りよう脚あしを外されたせいで今日の責任を回かい避ひする工作も不可能。

　待ち受ける事情聴ちよう取しゆと現場確認をいかにして切り抜ぬけるか──という思案もかったるくなり、陽炎は、今日の寝ね不ぶ足そくを一挙に取り戻もどすべく、片方の耳がとれたみすぼらしいぬいぐるみと一緒に、ぐっすり眠ねむりこけている。

　夢も見ない深い眠りの中でも人間は必ず夢を見るように出来ており、ただそれが記憶に残らぬだけで、心の中では様々な光景／声／思案／何とも名づけられぬ感情が、繰くり返し、泡あわのように連なっては離はなれてゆく。

　無数の泡の一つ──「紅あかと緑」という得体の知れない記憶が、ふと隊の支給品である自分の弾丸クーゲルにつながり、そのケースレス弾だんに個人票として入れられた文字に辿たどり着いていた。

　緑の火薬に紅い字──『Ｓ∽Ｉ』。

『彼女ズイーと私イツヒ』＝陽炎の人生の克こく服ふくを象しよう徴ちようする言葉。『それズイー』は同時に『彼女たちズイー』であり、ひどい災難を被こうむったとき、こんな馬ば鹿かげた目に遭あっているのは自分ではないという心の防衛たる『あなたズイー』をも意味する──という、一つの連結が心の底で生じたとき、にわかに覚かく醒せいの衝しよう撃げきとなって彼女を眠りの淵ふちから浮ふ遊ゆうさせ、ぼんやりと目を開き、枕まくら元もとに置かれたぬいぐるみの文字を見つめていた。

『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．』

　二○一四年九月五日。

（私はあなたが大好きです）

　ああ、そっかあ──




　ミリオポリス第リー二ズ十イ三ン区グ──真新しい教会の司祭室。

　厳冬に佇たたずむ樹きが、降り注ぐ雪の重みに耐たえるように、その初老の男は、日常的に深い悔かい悟ごの念をたたえる静かな声で、教会の電話に向かって話している。

「彼女が私のもとに来たときに、レーゲルメースィヒ反応は見られなかった。調和を求める反応……暴力に適応する心は。そう……もしそれが起こっていたなら、保護されたという少女たちも、生きてはいまい。いずれにせよ私たちは、パンドラの箱を持ち続けることでしか償つぐなえはしないのだ、ＭＰＢ大隊長どの。いつかそれが開かれ、開発顧こ問もんたちによって彼女たちに刻まれたものが現れるとしても。……ああ……むろんだ。だからこそ私は今も協力し続けている。彼女たちならば必ず乗り越こえてくれると、ただ、信じて──」




　声。

（撃うて、陽炎ーっ！　撃て──っ！）

　血に怯おびえる子供の声。

（あー、ああーああー、ああー♪）

　虚きよ無むの歌声。

　身代わりとなって破は壊かいされ、消えてなくなってしまった者たちの声。それは私のために死んだ私──心全体を守るために犠ぎ牲せいになった心のかけら。その一部が、もし、明確な意識を持ち、いずれ自分が消え去ることを知り、何かを遺のこしたいと思ったとしたら。

　犠牲になることを受け入れ、自分が消えた後の自分に、ただ一言、その心の真実を伝えたいと思ったとしたら──

（あなたが大好きです）

　それはきっと、今の自分さえも救い続ける、何よりの拠より所として生き続けることだろう。

　ああ──と彼女は思った。私たちの中にはいつでも墓がある。誰だれの中にもそれはある。

　この世界で生きるために犠牲になった心を葬ほうむる墓が。

　けれどもその心は言うだろう。私の墓標に向かって泣く必要などないのだと。それは多くの死者たちとともに、朝の静せい寂じやくの中に、全すべての愛に満ちたものの中に、今もいるのだから──

　彼女は／私は／陽炎は、まどろみの中、その小さな愛の言葉を持つぬいぐるみを抱だきしめながら、何かが静かに受け継つがれたのだと思った。

　それが何であるかも分からずに。

　人生がどんな風に続くのか。

　まだ何の答えもないままに。

　ただ、私のために死んだ私を思って。

　少しだけ泣いた。







[image: 第参話　Holy Week Rainbow]







　　　枝パルムの・ゾ主ンタ日ーク




「ンーンンッんー♪　ンんーん♪」

　少女の鼻歌──真しん剣けんな儀ぎ式しき。

　卵──てっぺんと底にあけた小さな穴から串くしを入れてかき回し、一方の穴から息を吹ふき込んで中身を出したもの。ＭＰＢ本部ビル二階の食堂で配られる、中身のない殻からだけの漂ひよう白はく卵。

　十四種類のポスターカラーペン──とっかえひっかえ色塗ぬり／電波的霊れい感かんに満ちた手さばき／真っ白い殻の表面に炸さく裂れつする色しき彩さいの火花／浮うき浮き楽しいひととき。

　キリスト教とゲルマン民族──両祝祭のクロスオーバー＝イーオススタターエーッアグイ。

　その製作に、仏教の禅ぜん僧そうなみの無む我がの境地で没ぼつ頭とうする少女──薄うす桃もも色いろのワンピース／目を奪うばう白プラテ金イーンの・ブ髪ロント／青ブラオい・オ瞳イギヒ／生ける宝石のごとき微笑ほほえみ。

　仕上げ＝自分の目の色に似た青いペンで小さく署名＝『ＹＫＭ』──夕ユウ霧ギリ・クニグンデ・モレンツの頭イニ文シ字ヤル。

　五つ目の品を完成──にっこり。「ふふーン♪」

　ＭＰＢ本部ビル六階──医い療りようフロア。

　窓の外に広がる青空──穏おだやかな昼のいっとき。

　二〇一六年三月二十日──枝の主しゆ日じつ／復活祭たるイオースステタルーンの前の日ゾ曜ンタ日ーク。

　祝日を病室で過ごす仲間のために道具を持ち込み──一いつ緒しよに昼食を摂とりつつ、一週間後の復活祭に向けて三人で仲良く製作を分担。

「ふざけんなちくしょう馬ば鹿かったれ」

　和気あいあいとした空気を台無しにする罵ば言げん──すらっとした身体からだに軍服じみた憲兵隊の制服──記章・名札＝『涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ』。

「なんだって一人でマフィアと銃じゆう撃げき戦せんやらかしたドアホの誰だれかさんのせいで、あたしが呼び出し食くらわねーとなんねーんだ」

　病室であることなど完全無視のくわえ煙草たばこ──言葉も態度も乱暴だが、お祝いごとに慣れた妙みようにお母さん的な手つきで、卵の土台と籠かごに、ぴしぴしっとシールを貼はる。

　シール＝豊ほう穣じようのしるし──カラフルなイースターうさぎバニーの群。

「ふむ……一週間以上も経たってから、ようやく調査とは意外だ」

　ぷーと膨ふくらむ風船ガム──発達した砂時計形の長身を覆おおう患かん者じや服／いまだ検査のため両りよう脚あしを外されたまま──数十人からなる武装集団と戦い、たっぷり弾だん丸がんを食らうも機械仕じ掛かけの頑がん健けんさで生存。ベッドの札＝『銃弾摘てき出しゆつ・要静養／陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー』。

　パチンと弾はじけるガム。「マフィアの親玉は逮たい捕ほされ、ウィリー・ココシュカの隠かくし口座も結局は囮おとり捜そう査さの一いつ環かんだったというのに、何の調査だろう」

　しゃらっとした態度でシュロパルムの葉を編む──十じゆう字じ架か作り＝なんかいちいちセクシーな手つきで罪の象しよう徴ちようを製作。シュロ──勝利と巡じゆん礼れいの証あかし／国によっては日銭稼かせぎの目玉商品。

「知るかタコ」涼月──不ふ機き嫌げんな唸うなり。「てめーの勝手な戦争のせいで、あたしが、そこの男みたいにはりつけにされかねねーんだ。少しは懺ざん悔げしやがれ」

　病室に飾かざられた祝祭用の絵──エルサレム入城／最後の七日間の開始。

　死へ向かう男＝シュロの葉を振ふって迎むかえる者たちをよそに、

「実はこれから、めちゃくちゃ罵ば倒とうされて弟で子したちに裏切られて何もかもむしり取られる上に、鞭むちで打たれて十字架にはりつけにされるんだよね、俺」

　──という感じで、凜り々りしくロバに乗るイエス・キリスト。

「頼たよれる小隊長に、アーメン」完成した十字架をうやうやしく掲かかげる。「この子も私も、お前の愛に感謝しているぞ」

　この子──枕まくら元もと＝片耳の取れた子こ猫ねこのぬいぐるみ。

　胸に『Ｔ．Ｖ．Ｔ．Ｂ．２０１４．９．５』の文字。

「てめーの感謝ほどあてにならねーもんはねーよ」半眼──疑わしげ。「だいたい本当にそんなボロいぬいぐるみのために馬鹿みてーに撃うちまくったのか？」

「ボロって言うな」子猫の頭をなでなで。「私だけでなく、お前にもかかわりのある存在かもしれないのだぞ」

「あー……」ますます疑わしげ。「最初の出撃がどうとかってんだろ。本当かよ？」

「見ろ」十字架でぬいぐるみの数字を指し示す。「二〇一四年九月五日。私たちが初めて仕事で人を殺した、翌日だ。私たちの誰もそれを覚えていないばかりか、初出撃も二度目の出撃も、その詳しよう細さいは特級の機密扱あつかいだ。私たちがしたことなのに、私たちには知るすべもないのだぞ。おかしいとは思わないのか？」

「覚えてねーからって何の問題があんだっつーの」一いつ蹴しゆう──吸い殻を空き缶かんに投入。「思い出したところで何も変わらねーし、どーせ、くそったれなしろものだ。そんなもんをほじくり返すためにムチャクチャな撃ち合いをやらかすやつを、タコってんだ」

「ニコチンの影えい響きようで探求心まで失うとは」嘆なげかわしげ。「ないのは胸だけにしておけ」

「ガムみてーに垂れるよりゃましだ」獰どう猛もうな唸り。「能書きと小細工ばっか膨らまして、面めん倒どうごとばっか弾かせてりゃ世話ねーよ」

　言葉の火花＝睨にらみ合い──第三者を振り返る二人。

「お前もそー思うだろ、夕霧？」「私の方が正しいと思わないか、夕霧？」

「はーい♪」夕霧──六つ目の彩さい色しき卵に署名／完成／挙手／二人の会話など耳にも入らぬマイペース質問。「これって三番目に欲しいものだと思いますかー？」

　二人とも一拍ぱくの沈ちん黙もく。「……なんだって？」「……三番目？」

「うふふ♪」得意満面。「一番目は、本当はもう持ってるもの。二番目は欲しいと信じてるもの。三番目が、実は本当に欲しがってたけど忘れてるものなんだそーです」

「へー」涼月＝ぞんざい──陽炎＝興味深げ。「ふむふむ」

「それってなんだか分かりますか？」

「あー……なんだろ……」

「胸はないものねだりだぞ涼月」

「んなこた言ってねーよタコ」

「では人を思いやる心などはどうだ」

「てめーは消えた記き憶おくの中から人に迷めい惑わくをかけねー別の自分でも掘ほり起こせ」

「夕霧は、青ーいお空が欲しいかも♪　でも本当に三番目かよく分からないんです。せっかく教えてもらったのに、残念だと思うんですよ夕霧は」

「ふむ……」首を傾かしげる。「誰に教わったんだい？」

「バイオリン弾ひきさん」にっこり。「陽炎さんがお休みしてる間、初めてお話ししたの」

　訝いぶかしげ。「それって……プラーター公園にいたっつーやつか？」

　思案げ。「素す性じようは分かるのかい？」

　自じ慢まんげ。「夕霧より二つ年上で、音楽院にいたけれど怪け我がしちゃったの。それで今は配達屋さんをしながら、公園でバイオリンを弾いてるの。とっても綺き麗れいな音なんですよ」

「配達？」「どこの？」立て続けの問い──天てん真しん爛らん漫まんに返答。「大切な品を運ぶから、人には教えられないんだそーです」

　涼月＋陽炎──顔を見合わせる。「なんか、うさんくせーな」「いかにも不ふ審しん人物だな」

　きょとん。「そうですか？」

「あんま知らねー人間と親しくなんねー方がいいぞ」

「一度、私たちで職務質問をしてやるべきかもしれないな」

「えー、大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「麻ま薬やくの運び屋でもやってんじゃねーの？　バイオリンの中になんか隠かくしててさ」

「確かに、違い法ほうな品の売買が盛さかんな地域だからな」

　急に意見が合う二人──押し黙だまる夕霧。

「いっぺん後をつけてって何を運んでんのか確かめてみるか」

「その前に顔写真を撮とって犯罪歴のある人間のデータベースに検けん索さくをかけてみよう」

「音楽院なんて本当かよ」

「入学データも調べてみるべきだな」

　夕霧──表情が消失／氷像のように動作停止／きらきら光る目が無感情に二人を見る。

「そんな人じゃないですよ？」

　透とう明めいな声──底知れぬ怒いかりの前兆。

「う……」「む……」

　二人──咳せき払ばらい／速すみやかに撤てつ回かい。

「ま……まあ、なんか事情があんだろ」「芸術家の卵が集つどう地域で、客も目が肥えている。そこで長続きしているということは、なかなかの腕うでなんだろう」

　じっと無表情に二人を見る夕霧──涼月＋陽炎＝互たがいにフォロー。

「だ……だいたい、あれだ。制服着てたときに会ったんだしな」

「うむ。そうだ。怪あやしい人間なら憲兵と親しくなろうとはしないだろう」

　夕霧──しばし二人を見続ける／やがて、にっこり。「みなさんご一いつ緒しよで聴きいてみて下さい。やっぱり夕霧の録音だとちゃんと綺麗に録とれないんです」

「そりゃぁいーな」「とても楽しみだよ」

　棒読み──安全圏けんへ話題を変へん更こう。

「ところであたしの方は終わったぞ」「こちらも準備ＯＫだ」

「夕霧も終わりましたー♪」極ごく彩さい色しきの卵を土台に置く／小さな籠かごに入れる──ＹＫＭのサイン入りは二つだけ。「お二人とも、ご自分の名前を書いて下さい♪」

「おう、おつかれさん」「素敵な色使いだね、夕霧」

　機き嫌げんを取りつつそれぞれグッズを確保──十じゆう字じ架か／卵／ウサギ印の籠。

「つーか、聖せい枝し祭さいなんだから葉っぱだけ折ってりゃいいんじゃねーの？」

「たいてい復活祭当日は大おお騒さわぎだからな。治安出動がかかればお祭りどころではないし、何より聖週間の最重要決行日たる聖水曜日に備えておくに越こしたことはないぞ」

「聖水曜日？」「大事なんですか？」涼月＋夕霧──小首を傾げて。「だいたい聖ってつくのは木曜日から土曜日までじゃねーの？」「イースターは日曜日ですよ？」

　陽炎──解説屋の本分。「まる一週間、聖なる日にしておけば教会も賑にぎわう。もともと娯ご楽らくは御ご法はつ度との四十日間で、笑っても喜んでも浮うかれてもいけない、キリストの苦難を観想するべき時節だが、いつしか春の陽気な祝祭と合体したというわけだ」

「……辛しん気きくせーのか明るいのか分かんねーな」「水曜日はなんの日なんですか？」

「ふふふ」いきなり目が光る──身を乗り出す。「停シユト電ロームシデユペレー・タークだ」

「ん……？　電気代の節約の日だっけ？」「ロウソクを配る日でしたか？」

「いやいや。もとは環かん境きよう保護に熱心なオーストラリアのシドニー市民が始めた、地球温暖化の危機と防止を訴うつたえるためのイベントだ。こミのリ都オポ市リスでは六十分間だけ、特定の地区の灯あかりが全すべて綺麗に消える。聖週間は市庁舎や国連ビルなど主要施し設せつも休みに入るから、中でも第レオポ二ルトシ区ユタツト、第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト、第ラツ二フ十ルズ六シ区テイは真っ暗になるぞ」

　燃え盛さかるかのような眼まな差ざし──涼月＋夕霧＝追つい随ずい不能。

「だからなんだってんだ？」「陽炎さんは、暗いのが楽しいんですか？」

「楽しいとも」陽炎──鼻息。「考えてもみろ。全てのカップルが素敵な暗闇に包まれるのだぞ。食事中だろうがドライブ中だろうが、暗闇が訪おとずれて余計なものは何も見えなくなる瞬しゆん間かんを、二人で待つことになるんだ。実に最高だ。素晴らしきエコロジー思想だ」

「あほ」涼月＝馬ば鹿からしげ──夕霧＝妙みように感心。「すごいですねー」

「ふふふふ。なにしろあの女がミハエル中隊長の恋こい人びとでも妻でもなく、ただの妹にすぎないと判明したからには、好機は最大限に遠えん慮りよなく活いかす」昂こう然ぜん──要静養のくせにやたらと生気をみなぎらせて二人に熱意を分配。「涼月は日ひ頃ごろの御お礼れいに吹雪フブキくんを誘さそえばいい。夕霧はバイオリン弾ひきくんを誘って、相手の本性を試ためすのも悪くないのでは？」

「正気に返れ、タコ」冷厳。

「あらー」卵と十字架の入った籠を抱かかえて大きく目を見開く。「暗くてもバイオリンが弾けるか試すんですかー？」

「まあ、そういう解かい釈しやくも成り立つかもしれない」陽炎──涼月を一いち瞥べつ／見み透すかしたように。

「どうせ吹雪くんにイースターグッズをプレゼントするのだろう？」

「あいつはユダヤ教徒だっつーの。キリストがリンチに遭あおうが復活しようが関係ねーよ」あっさり流す──腕うで時ど計けいを見る＝席を立つ。「くそ、時間だ。行ってくるわ」

「我らが小隊長に、栄光あれホザンナ」十字架を頭上に掲かかげて見送り。

「大人しくしてやがれ。門限には戻もどれよ、夕霧」ファックサイン──籠を手に退去。

「夕霧もそろそろお出かけしまーす」籠をつかんで元気よく起立──とんとん、とかかとを打ち鳴らしてステップ＝バイオリン弾きさんに会えるためのおまじない。

「気をつけるんだよ、夕霧」色々と注意したいが無難な言葉を選せん択たく。

「はーい。暗いところでも弾けるか聞いてみますね♪」

　相手の心配をよそに天てん真しん爛らん漫まんに退去──浮き浮き駆かけていった。




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツト──ウィーン北駅に隣りん接せつするプラーターシュテルン駅。

　近郊電車Ｓバーンと地下鉄Ｕバーン＝二度の乗り継つぎも全く苦にせず。電車に乗る間中、バイオリン弾きさんの音色を思い出しながら、ふふんふーん♪と鼻歌／にこにこ／足あし踏ぶみ。

　駅から出たところで、念のためもう一回、とんとん、とかかとを鳴らした。

　なんとなく、そうするのが自然だと思うようになっていた。どこに住んでいるのかも分からない相手／何一つ約束していない相手／いつ二度と会えなくなってもおかしくない相手が、今日もちゃんと、そこにいることを願う儀ぎ式しき。

　木立の間を足早に移動──遊園地／大がかりに改装された大リー観ゼン覧ラー車ト／見本市会場＝それらプラーター地区の名物も目に入らず。

　公園を横切り、アマチュア演奏家／役者／芸人たちが路上パフォーマンスを繰くり広げる一角へ──その賑わいも素す通どおり。わりと隅すみっこに位置する、かつての万ばん博ぱくの名残なごり＝古風な日本庭園を模した区画──そこに差し掛かかった途と端たん、望んだ通りの音色が聞こえてきた。

　夕霧の顔が幸せそうにほころぶ──歩調をゆるめて近づいてゆく／まるで上演中のコンサートホールに遠慮がちに入るよう。

　木こ漏もれ日の下＝バイオリンを弾く少年──十六歳。

　銀がかった金きん髪ぱつ／半ば閉じた青い眼め／桃もも色いろの薄うすい唇くちびる／滑なめらかな頰ほおと首筋／クリーム色のジャケット／ズボンのサスペンダーに青い馬のバッジ──動作も表情も眼まな差ざしも、どこかひんやりと冷たい、まるで日の当たらない場所に保管された白い陶とう磁じ器き。

　蓋ふたが開いたバイオリンケース──聴ちよう衆しゆうが入れた小銭がきらきら光ってる／それに近寄る／そっと手にした品を入れる。

[image: ]

　裏がモーツァルトの一ユーロ・コイン──うさぎのシールで飾かざられた小さな籠かご＝少年の音色をイメージして色を塗ぬったイースターエッグ／シュロの葉の十じゆう字じ架か。

　少年の目線がそれらへ向けられる──すぐに何も見ていない半ば眠ねむるような表情に。

　弦げんを奏かなでながら、心持ち、夕霧の方へ体を向ける。

　夕霧はにっこり微笑ほほえみ／両りよう膝ひざを揃そろえてしゃがみ込み／その上に両りよう肘ひじを乗せ／両手に顔を乗せ──目を閉じて、じっと耳を澄すませた。

　やがて少年の奏でる音色に没ぼつ頭とうすると、夕霧の左手が無意識のうちに顔から離はなれ、おへその下辺り、お腹なかの左下に当てられた。

　バイオリンの音とともに生じる何か──ほのかな熱のようなものがそこに感じられた。

　少年の目がちらりと夕霧の左手を見た──そしてまたすぐに、まどろみの顔になった。




　ミリオポリス第エ二ー十・四ヴエ区ー──ＭＰＢ本部ビル二十二階＝会議室の一つ。

　ブラックモコーヒーカを思わせる漆しつ黒こくの眼をナイフみたいに尖とがらせて椅い子すに座る涼月の視界を占せん領りようする、制服姿・軍服姿の男たち──どの顔もタマネギなみに何重もの表皮で覆おおわれていそうな無表情さ。

「言うまでもなく、この事情聴取にはお前の協力的な態度が不可欠だ、涼月」

　右みぎ端はしの男──長身瘦そう軀く／銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね／いちいちやることなすこと細かい瘦やせ蜘蛛ぐもといった風ふ情ぜい＝ＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルトの説明。

「三週間前、武装グループが用いた犠ぎ脳のう体たい兵器を阻そ止しする上で、お前が取った行動、その遠因となったもの全すべてに対し、正当で論理的な説明が必要とされている。こちらのお二人──内務調査課のグスタフ氏と、オーストリア機械化歩兵師団大たい尉いヘルベルト氏は、それゆえお前の証言を求めているのだ」

　涼月──返答せず／小一時間も続く聴取の間、ほとんど押し黙だまったまま／よどんだ水に首まで浸つかった気分でじっと口をつぐんでいた。

「もう一度、繰り返させてもらうが──」

　真ん中の男──制服姿／四十代半ば／灰色の髪かみ／記章＝『〈憲法擁Ｂ護対テロＶリズムＴ〉内務調査課』──部隊の秩ちつ序じよを監かん視しし、隊員の行動と言動を調査し、その判断を上層部に進言する、あらゆる隊員の将来を左右する権限を持つ〝厳正中立な嫌きらわれ者たち〟の一人。

「特甲トツコー児童である貴官が、敵性兵器を阻止するために、通常の装備よりも遥はるかに威い力りよく的たる特トツ甲コー・レニヴベオール・ド３ライの転送を要よう請せいし、実行した件について、我々は速すみやかに評価を下さねばならない。ゆえに貴官に質問する。敵性兵器の阻止において、貴官が統とう率そつする特甲遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスは、正常に機能していなかったのではないか？　仲間は連れん携けいしうる状態になく、貴官は孤こ立りつし、それゆえレベル３の要請に至ったのではないか？」

　涼月──無言／胃の底にボウリング玉でも吞のみ込んだような不快な重み。

　聴取──てっきり陽炎の独走を咎とがめる問答かと思いきや、何週間も前の事件を蒸むし返され、延々と〝小隊の機能〟についての質問責めを食くらっていた。まるで涼月も陽炎も夕霧も、お互たがいに助け合う力などなく、それぞれ独走し、その挙げ句に、使ってはならない武器に手を出したとでも言うよう。しかも、ただ叱しつ責せきされるのではなく、返答次し第だいでは、今後の自分たち全員の立場が激変しかねないという危機感が、ひしひしと迫せまってくる。

　内務調査課の男＝グスタフ氏。「答えて欲しい。先日のハイテク・マフィア掃そう討とう作戦における貴官らの行動を判断する上でも、貴官のレベル３要請についての評価が必要だ。貴官は、掩えん護ごがなかったゆえにレベル３を要請したのではないか？」

　不快感──相手が計算して質問をしているという感覚──あまりに誘ゆう導どう的。

　掩護がなかったと言わせたいのか／掩護があったところで役に立たなかったと言わせたいのか／自分たちにはチームワークが不在だとでも言わせたいのか。

　相手が求めている答えを口にすれば、ずるずると得体の知れない場所に引きずり込まれるという気分──危機感＝〝小隊の機能〟。

　そして飛ひ躍やく──深読み／あるいは予感。

　こいつらは、あたしたち三人を、バラバラにしようとしている？

　三人一いつ緒しよにいても無む駄だで、一人一人が別々に働いた方がいいと、あたしに言わせたい？

　相手の思考を読もうとする──読み切れないものが後から後から湧わいて出てくる。

　陽炎が独走したハイテク・マフィア掃討作戦──背景には内務調査課の働き。

　警察内部のスパイや悪徳警官のあぶり出し。

　暗黒街の大物ウィリー・ココシュカに関する偽にせ情報。

　涼月がとてつもない威力の特甲を転送して倒たおした敵──背景には通信解かい析せき課の働き。

　電子戦。

　仮想現実空間によるテログループの連れん絡らく網もうへの侵しん入にゆう。

　いったい何と何がつながっている？　何のための内務調査だ？　だいたいなんだって軍人が警察のビルに入ってきて平然としてる？　こいつらは結局のところ、あたしをどうしたいんだ？　お払はらい箱にしたい？　何かに利用したい？　何かを押しつけたい？

　広がる一方の不安の影かげ──大人と子供の差／駆かけ引きのプロとアマチュアの差。

　経験と情報量の差が、あまりに不ふ愉ゆ快かいな暴力となって心を踏ふみにじる。

　何が何だか分からない──だが今ここで何かを、あたしに言わせたがっている。

　何かろくでもないことを。それを口にさせるまで決して解放しようとはしない。

　凍こごえそうな心細さ──負けるな／負けるな／負けるな／ちくしょう、くそったれ──

「いいえナイン」

　涼月──低い唸うなり声。

「〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊撃小隊は文字通り三人で一頭の獣けものである。互いが頭となり目となり手足となって、突とつ撃げきをフォロー、狙そ撃げきをカバー、遊撃的にサポート。優先すべき行動のためには、互いの盾たてとなることをも避さけてはならない。あたしが掩護を失ったことなどありません」

　不安に抗あらがうように告げる──殺気すらこもった声こわ音ね。

　副長＝感心した様子もなし──内務調査課＝淡たん々たんと電子手帳でメモ──軍人＝無表情。

　子供の意地など、どうとでもあしらえるといった態度を崩くずさぬ三人──心底むかつく。

「協力に感謝する」今日の所はこれくらいにしておいてやろうといった調子で電子手帳を閉じる──副長と軍人に目配せ。

　軍人が携帯端末ＰＤＡを取り出す──電子パネルを展開。

「貴官が遭そう遇ぐうした現場で、これらの人物を見なかったか確かく認にんしたい」

　電子パネルに映し出される顔写真の群──逞たくましい相貌かおの男たち＝見覚えなし。

　かぶりを振ふる。「なんですか彼らは？」

　無機的な説明の声。「元オーストリア軍、第四作戦小隊。通つう称しよう〈ヴイ山ルト猫カツ〉ツエ部隊。除隊してのちフリーの軍事アドバイザーに。ハイテク・マフィアであるムージルの証言から、彼らがマフィアのルートから大量に武器を購こう入にゆうし、この国にいることが判明した」

　教えてやるから見かけたら通報しろというような口ぶり──さらに別の写真を表示。

　今度は打って変わって少年の顔写真。

　銀がかった金きん髪ぱつ／青い眼め／写真の下部に所属部隊名──おそらく入隊時の証明写真＝どこか冷たい光をたたえた双そう眸ぼうが、何かを諦あきらめたように宙を見つめている。

　またかぶりを振る。「何者ですか？」

「脱だつ走そう兵だ。派兵地域から消えた。ムージル一派から偽ぎ造ぞうパスポートを購入している」

　それ以上の会話は時間の無駄だというようにＰＤＡをしまう──副長を見やる。

「ご苦労だった、涼月。聴ちよう取しゆは終わりだ。準待機に戻もどり、ゆっくり休め」

　副長──いたわりというには別の何かを考えているような目。

「今後、さらに聴取が行われるかもしれん。くれぐれも協力的な態度を心がけることだ。お前自身と、そして仲間のためにもな」




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツト──プラーター遊園地の近くのカフェ。

「本当は最初のとき、カフェに誘さそおうと思ってたんだ」

　少年──陰かげのある微び笑しよう／細い形の良い指でカップの取っ手を撫なでながら。

「でも、そのときは君、忙いそがしそうだったから」

「そうなんですかぁ……」夕霧──珍めずらしく肩かたをすくめて／はにかんだ笑え顔がお。

　遊園地で聖枝祭のイベントが始まり、客のほとんどがそちらへ移動──演奏を終えた少年から声をかけられカフェへ／それまで公園で立ち話はあったものの、向かい合ってじっくり話すのは初めてだった。

「でもぉ……大切な白シラ露ツユさんの演奏のお時間を、邪じや魔ましてませんか？」

「構わないよ。聖週間はあそこで弾ひける機会も多いし、この時間は休むつもりだったから」

　少年──白シラ露ツユ・ルドルフ・ハース＝穏おだやかに／相手の気持ちを酌くむように。

「いつも聴きいてくれてありがとう、夕霧さん」

　夕霧──咄とつ嗟さに返せず／ちょっと慌あわててかぶりを振る／丁てい寧ねいに御お礼れいを返す。

「いつも聴かせてくれてありがとうございます」

「どういたしまして」平然──にこりと。「素敵なプレゼントをありがとう」

　空いた椅い子す──バイオリンケース／その上に置かれた小さな籠かご＝イースターグッズ。

「どういたしまして」照れながら。「録音させてもらった御礼です」

「もう来ないのかと思ってたんだ。録音したら、聴きに来る必要なんてないし……」

「そんなことないですよぉ？」身を乗り出して。「録音したのと直接聴くのとだと全然、違ちがうの。いっぱい録音しても、白露さんが弾くたびに少しずつ違うの。だからやっぱり聴きたくなるんです」

「そう言われると……嬉うれしいな」冷たさを帯びる目はそのままに、少し照れたように微笑ほほえむ。

「なら……カフェなんかに誘わないで、弾いてた方が良かったかな」

「ううん、そんなことないです」ますます勢い込んで。「白露さんから聞くお話はいつも面おも白しろいですよ。三番目に欲しいものとか、考えちゃいましたもん」

「夕霧さんが欲しいものは分かった？」微笑ましげ──なぜか期待するような声音。

「一番目はお空にいるママに会うこと。二番目はルーマニアのお城。みなさん一いつ緒しよにそこに住むの。毎日、歌がいっぱいで、誰だれも銃じゆうなんて持たないの」

　一つずつ指を立てていく──最後になって首を傾かしげる。

「三番目は……分かってた気がするんですけど、なぜか言葉にならないんです」

「忘れてるからさ」同じように指を立てながら。「僕が一番目に欲しいのは、砂さ漠ばくから出ること。二番目は、砂漠に戻らないこと。三番目は、ある歌を、もう一度、聴くこと。でもそれが何か分からない。それさえ分かれば砂漠から出られる気がするのに」

「……白露さんは、なぜ砂漠にいたんですか？」

「兵隊だったんだ」宙を見る──目の光が冷たさを増す。「軍の命令でね。千日以上も、何もない砂漠の真ん中にある待機所で暮らしてたんだ。あそこで色んなものを失った気がする。その代わり、分かったこともある」

「分かったこと……？」

「感情は物質だってこと」優やさしい顔──冷たさをやどす目。「物質は感情だと言い換かえてもいいかな。たとえば心臓移植のあと、臓器を提供した人の記き憶おくが、移植された人に移ったりすることがあるんだって。血液の中に、脳が記憶するために必要な物質が混ざってて、心臓に滞たい留りゆうしてるからだよ」

「そうなんですかぁ」感心──わくわくというより、なぜか、どきどきする。

「心臓移植の後、右利ききだった人が、左手でも字が書けるようになったりすることがあるんだって。急にそれまでと違ちがう口くち癖ぐせが増えたりとか、知らない場所についての知識が思い浮うかんだりとか。そういうことが、砂漠にいると分かってくるんだ。砂は、感情を失った物質の最後の姿だから……。夕霧さんは、砂漠って広いと思う？」

「とっても……広い所だと思いますけれど……」
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「僕の生活では、あれは、箱だった」冷たく透すき通る目──砂漠を見つめる目。「三百平方キロもの空間に、砂しかない。何もない。巨きよ大だいな空白さ。そこに、たった一人でいたんだ」

「お一人……軍隊なのにですか？」

「僕は平和維い持じ軍の、末まつ端たんの末端の端はじっこで、取りあえずそこにいるのが仕事だったんだ。僕という兵士が駐ちゆう屯とんしていることで、色んな組織の言い訳が成り立ってたらしい」

「お食事は、どうしてたんでしょう」

「十四日間に一度、輸送機が必ひつ需じゆ品を落としていく。それを拾う。待機所に戻って、いつ来るか分からない命令、どこにいるか分からない敵を待つ。砂漠は、巨大で狭せまい牢ろう獄ごくだ。何もない光景は、人間の心にとって壁かべと同じなんだ。どこまでいっても同じ景色に囲まれていると、小さな箱に閉じこめられた気分になる。そのせいで様々な神経症しように襲おそわれるんだ。イラク戦争のとき、アメリカ兵にも、おかしくなる人間がいっぱいいたんだってさ」

「……白露さんも？」

「色々な症状が出たよ。幻げん覚かくなんてしょっちゅうだし。記憶がなくなるのも多かったな。バイオリンも、砂漠に持っていったのか、そこで弾いてたかも、全く思い出せないんだ。多分、毎日、弾いてたんだと思う。今、こうして弾けるからね。それと、服だな」

「……服？」

「気づいたら着なくなってたんだ。服を。どうやらずっと裸はだかでいたみたい」

　夕霧──びっくり／絶句／目を丸くしつつ、なんだか猛もう烈れつに、どきどきした。

　想像──目の前にいる少年が、一糸まとわぬ姿で砂漠にたたずむ姿。

　それは奇き妙みようであり滑こつ稽けいであり突とつ拍ぴよう子しもないくせに、ひどく美しい想像だった。

　真っ青な空／琥こ珀はく色いろの砂の海／途と方ほうもない空白の光景の中で弦げん楽がつ器きを奏かなでる少年──さながらエデンの園そのの砂漠版／バイオリン弾きのアダム。

　かーっと頰ほおに血がのぼる──なんだか想像してはいけないものをテクニカラーで脳のう裏りに焼きつけてしまった気分。

「今は、ちゃんと着てるよ」くすくす笑い──綺き麗れいな目に覗のぞき込まれる。

「そ……そうですね♪」相手に合わせる──笑ってごまかす／脳裏に焼きついたまま。

「自分がおかしいって気づくまで、沢たく山さん、食べないといけなかったけどね」

「……食べる？」

「感情は物質さ。食べれば感情が移るんだ。忘れてしまった感情でもね」

　少年──比ひ喩ゆともそのままの表現ともつかない不思議な言い方。

「お陰かげで、今は、君に食べさせてあげられるくらいには、心を取り戻もどしたかな」

「夕霧に……？」なんとなくまた頰が熱を帯びる──次に何を言われるのか予想がつかず、どきどきする。

「君はバイオリンの音を食べてるじゃない」真面目まじめな調子。「美味おいしそうに」

　どきっと心臓が大きな音を立てる──無意識に手がへその下の辺りに伸のびる／ほのかな熱を感じる／理由すら分からないまま。

「い……いつも、美味しくいただいてます♪」かろうじて返す──熱に浮かされた気分。「白露さんは、どんなものを食べちゃうんですか？」

「今日、君からいただいたものなら、全部、食べちゃえるかな」あくまで真顔──本当に食べてしまいそう。

「……お腹なかを壊こわしませんか？」

「壊すかも」

「じゃあ、それは食べないで、次は食べられるものをプレゼントしますね♪」

　少年──くすくす笑う／夕霧を見つめる。「もう、食べてるものが一つあるかな」

　胸の奥が早はや鐘がねを突ついたようになる。「な……なんでしょう？」

「君の声」にこやか──穏おだやか／それでいて切実な何か。「以前、君に言われて、ＣＤを作りたいと思ったんだ。君となら作れるんじゃないかって。君が歌ってくれるなら」

　夕霧──猫ねこが驚おどろいたように目を瞠みはる／言葉もなく／相手を見つめる以外にすべもなく。

「君の歌う声を食べてみたい」

　にわかに湧わき起こる夕霧の空想──周囲のテーブルや椅い子すや床ゆかから幸せの芽が生え、喜びの花を咲さかせる。

　花園の芳ほう香こうに酔よう──顔を真っ赤に染めた少女が花の中に倒たおれ込む。

「もし、三番目に欲しいものを……歌を思い出せたら、協力してくれるかな？」

　夕霧──こくんとうなずく＝まるで磁石仕じ掛かけの動作。

　気づけばずっと息を止めていたことに気づき大急ぎで深呼吸──ゆっくりと息を整え、輝かがやける微笑ほほえみを浮うかべて言った。

「どうぞ、召めし上がれ♪」




　　　聖ハイ月リヒ・曜モン日ターク




　ＭＰＢ本部ビル六階──医い療りようフロア。

　んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ＝比類なき八拍びよう子し──ぷーと膨ふくらむ風船ガム／完全に操作された顔面の筋肉＝決して内心を悟さとらせない〝駆かけ引きモード〟。

　両りよう脚あしを外された状態で、上半分を起こした安楽ベッドに背を預ける陽炎──その視界を占せん領りようする三人＝副長フランツ／内務調査課のグスタフ氏／軍人のヘルベルト大たい尉い。

　内務調査課。「……では、貴官が一いつ切さいの通信を断たって、ハイテク・マフィアの掃そう討とう作戦における囮おとり捜そう査さを単独で遂すい行こうした際も、貴官の小隊は、完全に連れん携けいしていたと？」

　パチンと弾はじけるガム──相手の意図を探さぐりながら／探っているということを悟らせず。

「むろんです。二人の掩えん護ごを信じたからこそ突入し、また事実、二人の掩護によって私はあの場を生き延びました」

　正義感溢あふれる真面目な隊員のふり──事実と正反対だろうが、しゃらっとした顔で応答。

「貴官が助けられたのは確かだ」内務調査課──そういう形のトーチカでも実在しそうな厳格な顔。「二十数名との戦せん闘とうの後で、ようやく掩護が来たということも。むしろ掩護が期待できず、連携が失われていたからこそ単独で遂行しようとしたのではないのかね？」

　何度言わせる気だ──内心の叫さけびをぴたりと隠かくす。

　朝食後にいきなりやって来たかと思うと、延々と似たようなことを繰くり返し質問してくる男に怒いかりを覚えるとともに、不快なまでに逃にげ切れない何かを感じた。

　目の前にいる男たちの意図／態度／目的──まるで不明。理由すら曖あい昧まいなまま、遊ゆう撃げき小隊のチームワークが機能不全に陥おちいっているという証しよう拠こを、徹てつ底てい的に見つけようとしている。

　疑問──今さら隊員個人の責任能力を認めず、チームの不備を暴あばくことに何の意味が？

「私が一時的に単独行動に出たのは、そうすることが効果的かつ合理的と判断したからであり、最終的には二人の掩護を得られると確信していたからです」

　繰り返される一いつ辺ぺん倒とうの返答──ふと思いつく＝もしかしてチームの不備は言い訳で、彼らの意図は別のところにある？　たとえば、わざと相手をかっとさせて心の中をさらけ出させようとするとか。なんかその方がしっくりくる。

　唐とう突とつな閃ひらめき＝これは事情聴ちよう取しゆというより、何かのテストか？

　たとえば特とく殊しゆ部隊には、わざとチームに疑念を抱いだかせパニックを誘ゆう発はつし、それをどう乗り越こえるかを試ためすという意地悪な心理テストがあるらしい。

　だがいったい何のために？　治安機構の秩ちつ序じよの番人であり、警察内の不正を取り締しまる役目を負う内務調査課が、わざわざ特甲トツコー児童の心を試しに来るなんて聞いたことがない。

「貴官の協力に感謝する」今日の所はこれまで、という感じで電子手帳を閉じる。

　思わずほっとなる──相手に悟らせないようガムを嚙かみ続ける。

　軍人が前へ──ＰＤＡの電子パネルを展開。

「貴官が突入したムージル邸ていで、これらの人物を見たか確かく認にんしたい」

　写真──タフそうな男たち＝だがセクシーさではミハエル中隊長に比べて見み劣おとりするなと思いながら首を傾かしげる。「いいえ」

「元オーストリア軍、第四作戦小隊。通つう称しよう〈ヴイ山ルト猫カツ〉ツエ部隊」取りあえず説明すれば何か思い出すだろうというような機械的な口調。「今は除隊して民間軍事企き業ぎようで従事。ムージルの証言によれば、彼らはマフィアのルートから大量に武器を購こう入にゆうし、この国にいる」

　質問攻ぜめのお返し。「なぜマフィアから？　もっと容易なルートがあるのでは？」

「我が国は包ほう括かつ的な国土防衛体制をむねとしている」ど素人しろうとへの説明に慣れた口調──まるで愛あい想そのかけらもない観光ツアーのコンダクター。「実行部門たる国防省、民間部門たる内務省、経済部門たる通商産業省、心理部門たる教育文化省が、それぞれ独自の国防計画を立案し、首相官かん房ぼうがそれらをまとめる。この元第四作戦小隊は、主に、経済部門の立案に従事していた。国際的なインサイダー取引を得意とするハイテク・マフィアは、彼らにとって監かん視し対象の一つであり知り尽つくした相手だった。ゆえに銃じゆう器き密売においても、交こう渉しようが容易だったはずだ」

　これだけ説明したのだから何か思い出せという雰ふん囲い気き──あっさりかわす。「はあ」

　軍人──さして気分を害した様子もなし／相手がどれほどの唐とう変へん木ぼくでも機械的に処理。

　別の画像を呼び出す──ふいに、なんとなくこの男は、心理部門で働いてるんじゃなかろうかと思った。むしろそれは確実なことに思えた。心理テスト──こちらを徹底して試している／だが何のために？／全く分からないことだらけで不ふ愉ゆ快かいきわまりない。

「この人物は見たかね？」軍人──新たな顔写真＝冷たい双そう眸ぼうの少年。「派兵地域から行方ゆくえをくらましてのち、ムージルから偽ぎ造ぞうパスポートを購入している」

　ふむふむ──陽炎の心の中の怪あやしいアンテナが起動──なんかガラスの箱に入れて飾かざっておきたくなるような子／というか閉じこめておかないと怖こわいことになりそうなひどく繊せん細さいで、ちょっと怖い雰囲気。「残念ですが知りません」

　淡たん々たんとうなずく軍人──興味を引かれて素す早ばやく発言。「私たちと同類に見えますね」

　少年＝おそらく軍の特甲児童──一いつ般ぱん兵にしてはあまりに若い。

　だが軍人は言った。

「君たちとは次元が違ちがう」

　むかっ──この日、最高度の不快感を記録しながらも表に出さず質問。

「何が違うと？」

「彼は〝猟ヤークト兵コマンドー〟だ」

　端たん的てきな返答──猟りよう兵へい＝オーストリア最高の特殊部隊員の称号／赤茶のベレー帽ぼうがトレードマークの超ちようエリート部隊。

　軍の中では花形中の花形──なんか面おも白しろくない。

「猟兵が特甲児童を擁ようしているというのは初耳です」

「男子の特甲児童は、基本的にみな紛ふん争そう地帯で従事する」軍人──たまに例外もいるけど、という感じ。「中でも数名のみが、〝特甲猟兵〟として登録されており、彼はその一人だ。その武力は君たちとは比ひ較かくにならない。万が一、武装した彼と対たい峙じしたときは、迅じん速そくに逃とう走そうし、最大限の掩えん護ごを要よう請せいしたまえ。たとえ仲間との連れん携けいが完かん璧ぺきであろうとも決して戦ってはならない。特に彼は、他ほかの特甲猟兵に比べても別次元の存在だ。彼一人の派は遣けんで、我々はイラクの一角たる、三百平方キロにわたる砂さ漠ばくを、完全な中立地帯と化すことに成功した。かつてイラク戦争でアメリカが派遣した兵数の二十万分の一だ。彼は戦争を変える存在であり、我々は何としても彼を取り戻もどさねばならない」




　ＭＰＢ本部ビル二十階──情報解かい析せき・通信班のフロア／ロビーのベンチ。

「ありがとう、涼月ちゃん。本当に嬉うれしい」日に透すけそうな白い頰ほお──吹雪の感激／感かん涙るい／感謝。ＩＱ三〇〇を誇ほこる特甲少年でありながら、軍の身体能力テストで史上最低記録を叩たたき出した超運動音おん痴ちゆえに紛争地帯に派兵されたりせず、転送塔とうに配属されたＭＰＢの接続官コーラス。

　涼月から手て渡わたされたイースターグッズ──ユダヤ教徒でありながら喜びの涙なみだ／うっかり涼月が〝今日からキリスト教に改宗しなさい〟と言えばその通りにしそうな勢い。

「泣くな、恥はずかしーから」涼月＝素そ朴ぼくな疑問──なんだってこんなに喜ぶんだ？　人から贈おくり物をされたことがないのか？

「だって……僕、この前の事件で、涼月ちゃんに嫌きらわれたと思ってたから……」

「……嫌ってたら受験勉強を手伝ってもらったりしねーよ」慰なぐさめるというより呆あきれ返る──ぞんざいに催さい促そく。「それより、頼たのんでたことだけど」

「う、うん」いそいそと携けい帯たい電話を取り出す──相手の役に立てることが嬉しくて仕方ないという笑え顔がお＝迅速操作。

　電話の画面下部＝猛もう烈れつな速度で書き換かえられるプログラム──吹雪が〝工夫〟した情報収集装置／機密だろうが何だろうが天才的な頭脳を駆く使しして暴あばき出す危険な魔ま法ほうの品。

「数分でいけると思う。特甲レベル３についてのＳＳコードは昨日、解析したから」

「ふーん」涼月──感心。「便利だな」

「涼月ちゃんも欲しい？」さくさく操作＝幸せそうな微び笑しよう。「僕が構築した意味論データ検けん索さくの下部システムにアクセス出来るように、涼月ちゃんの携帯電話を工夫してあげる」

「あー……違い法ほうじゃねーの？」

「工夫を思いついたんだ。侵しん入にゆうが露ろ見けんした瞬しゆん間かん、架か空くうの人間が逮たい捕ほされたダミーデータを発生させるの。それが確かく認にんされる間に、侵入の痕こん跡せきを自動消去すれば追つい跡せき不可能──」

「よせ」ただちに制止──手を振ふってやばい空気を拡散。「そこまでしなくていい」

「うん」素直に従う。「でも遠えん慮りよしないで。涼月ちゃんにお返し出来るなら、僕──」

　電子音──携帯電話の画面に現れるファイル名の一覧／アクセス先／その一つを開示。

「あった。特甲レベル３の情報──」

「これか」覗のぞき込む涼月──密着する肩かた＝口ごもる吹雪。「……う、うん」

「……なんだ？　特甲猟兵？」

「えっと……レベル３を基本装備にしてる、軍の特甲児童みたい」

「あの化け物装備が、基本？」驚おどろき／呆れる──大型兵器を一方的に破は壊かいすることが可能な装備＝さすが戦争用だと感心。「それをあたしが使ったからって、何が問題なんだ？」

「別に問題はないみたい。特定の状じよう況きよう下かなら合法だし……あ、これだと思う」

「これ……？」

「人格改変プログラム。レベル３転送後、そのプログラム通りの処置が必要みたい」

「……そのプログラムって中止されたんだろ？」涼月＝きなくさいものを嗅かいだような顔。

「うん。多分、中止されたせいで、レベル３転送後の処置が曖あい昧まいになっちゃったんだ。警察組織って、基本的に、国防の民間部門である内務省の管かん轄かつでしょ。でも、特甲児童には実行部門の軍や、心理部門の教育文化省も関係してるから、統一的な処置が不在みたい」

「あー……」眉み間けんに皺しわ──急に話が大きくなりすぎ／何とか頭の中で一連のつながりを嚙かみ砕くだく。「つまり、レベル３ってやつを使った後は、なんかしなきゃいけないのか？」

「そう。でもそれが何か決まってないみたい。それぞれの部門でも考え方が違ちがってて、別に何もしなくてもいいって判断してるところもあるし……。軍でもプログラムを継続するべきかどうか意見が分かれてるみたい」

「決めとけっつーの」呆れ返る──内務調査課と軍人がそろって奇き妙みような質問をして帰っていった理由がなんとなく察せられる。

〝処置〟──それを決めるための〝評価〟。

「僕の検索システムだけだと、なぜ処置が必要なのかはヒットしなくて……」吹雪──肝かん心じんなところで役に立てずに申し訳ありません、という顔。「ちゃんと調べておくね。涼月ちゃんにとって、とても大事なことかもしれないから。手持ちのルートを全すべて使ってでも調べる」

「なんか……悪いな」

　急に遠慮気味に──相手の懸けん命めいさにあてられる／取引下手の自分が野や暮ぼ天てんに感じられる。

「ううん。涼月ちゃんのためだから」

　何の対価もいりませんという態度──やれやれお人ひと好よしの世話好きめ。

　ふと思い出す／思いつく──聖水曜日。

「お前、停電デーって知ってるか？」

　吹雪──ぴたりと動きが止まる／〝もちろん知ってます〟という目／まるで運うん搬ぱん船の荷係が、とてつもなく巨きよ大だいな荷を待ち構えるかのような緊きん迫ぱく。「う……う、うん」

「ヒマだったら見に行くか？　中ヒネーズ華イツシエ料・キユ理ツヒエでもおごってやるよ。いつもの礼だ」

　吹雪──積せき載さい容量を遥はるかに超こえる荷を載のせられた運搬船が、喜びの海に沈しずんでゆくような陶とう然ぜんとした表情／全世界が戦争を始めようと神に誓ちかってヒマですという顔でうなずく。

「うん。絶対、絶対、絶対、行く」




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツト──プラーター公園／夕日に輝かがやくドナウ運河＝その拡張工事の際、新たに設けられた分厚い堤てい防ぼうの上を並んで歩く少女と少年──夕霧＋白露。

「どんな気持ちも、形の中に残るんだ。感情がお金で買えるってのはそういうことさ」

　バイオリンケースを手に、静かに歩を進める少年──二日続けてその姿を見つめていられる喜びを味わう夕霧＝ほとんどの機関がお休みになる聖週間に大感謝。

「幾いくらくらいなんでしょう？」

「幾らにもなると思うよ。お金も感情の産物だから。結局は、感情と感情を交こう換かんしてるんだ。一ユーロで買える感情もあれば、一億ユーロでも買えない感情もある。……夕霧さん、〝二十七万ポンドのラブレター〟って知ってる？」

　素す敵てきな響ひびきにどきどきする──夕日が赤い顔を隠かくしてくれる／かぶりを振る。「ううん。ずいぶん高価たかそうなお手紙なんですね」

「イギリスのオークションで落札された手紙さ。だいたい、四十万ユーロくらいかな」

　イギリス──ＥＵ加盟後もユーロ通貨を拒きよ否ひ。自国の紙し幣へいに印刷された〝我らがエリザベス女王〟がいなくなってしまうなんて、という国民感情から、いまだポンドを使用中。

「どなたが書いたお手紙なんでしょう」

「ナポレオン」白露──まるで前世で君に送ったよ、というように。「恋こい人びとのジョゼフィーヌ宛あてのラブレターさ。もしそれを食べたら、とても綺き麗れいな気持ちになれると思う」

「なんて……書いてあったんですか？」

「有名なのは、キスについての言葉かな」

「……キス？」また急にどきどきする──次に何を言われるか固唾かたずを吞のんで待つ。

「三つのキスを贈おくる。君の心と唇くちびる、そして瞳ひとみに……」にこっと笑う──砂さ漠ばくを見つめる冷たい目に、星のような輝きがともる。「きっと、世界中の誰だれよりも好きだったんだ」

　ぷるん──何かが硬かたい殻からを開いて芽生える音が夕霧の心に響く／周囲で鳴り響く。

　空想──二人が歩いた足あし跡あとから綺麗な芽が生える／花が咲さく／歩いた道が花はな園ぞのになる。

　とんとん──かかとを鳴らす。

　無意識の魔ま法ほう。この瞬しゆん間かんの心がずっと残るように。

「白露さんの砂漠を、見てみたいです」思い切って言った──ずっと言いたかったこと／辛つらい思い出なのだと怒おこられるかもしれないと身構えながら。

「僕の砂漠か」くすっと笑う──怒ったりせず／むしろ嬉うれしそうに。「確かに僕の砂漠だ。もちろん他ほかに生き物もいたよ。サソリとかトカゲとか。あとは……鳥とか」

「鳥……？」

「大きくて騒そう々ぞうしい鳥さ。あるとき、ふと、鳥を殺そうと思ったんだ。それからは毎日、鳥を殺すことばかり考えてたと思う。砂漠を出るまでずっと……手を伸のばし続けてた」

「届いたんですか？」

「うん。なんとかね。幻げん覚かくじゃなければだけど。でもきっと現実だと思うよ。だって初めて鳥を殺した日に、虹にじを見たんだ」

「虹……？」胸が高鳴る──手が無意識にへその下へ／あったかい感じが急に強まる／とんとん／足が勝手にかかとを鳴らす。

「砂漠の虹。とっても大きくてね。最初は目か心がおかしくなったのかと思ったけど、間ま違ちがいなく、あれは、虹だった。そして、その虹を見て、思い出したんだ。何かの歌を。僕ではない、誰かが歌う歌。きっと……一度だけ僕に歌ってくれた歌。そしてそれこそ、僕にとっての、三番目に欲しいものだってことを思い出したんだ」

「……どんな歌なんでしょう？」

「分からない。でもヒントはあるかな」

　足を止める──夕霧より頭一つ分高い位置にある青い眼めが、砂漠の星の光をまたたかせてこちらを見つめる／薄うすい桃もも色いろの唇が、そっと魔法の言葉をささやく。

「君の声によく似ているんだ……まるで君が、僕に歌ってくれたみたいに思える。いつかどこかで。僕が砂漠で心を失う前に」




　ＭＰＢ本部ビル十二階──女性隊員の寮りよう＝涼月と一いつ緒しよにシャワーを終えて就しゆう寝しん。

　灯あかりを消した部屋のベッド──壊こわれた携けい帯たい電話＝お空にいる夕霧のママへ声を届けるための品。お話──素敵な少年のこと。声を食べるなんて言われたのは初めてだったし、夕霧にとってそれは途と方ほうもない幸せのイメージだった。あの少年に夕霧の声をいっぱい食べて欲しかった。まだ心は砂漠にたたずんだままの少年──閉とざされた場所で、さまよい続けている彼の心を、砂の楽園から夕霧のいる場所へ連れ出してあげたかった。そのための歌が欲しい──魔法の歌／三番目に欲しい歌／忘れられた歌／愛であり希望であり平和の歌／それが歌えるならどんなことでもしたいという気持ちを、お空のママへ切々と伝えた。

　大きな虹のイメージ──その向こうの綺麗な青色をしたお空の国で、夕霧の中の一番あったかい場所にその歌が隠されているのだと、ママが笑って言うのを空想しながら眠ねむりにつき、砂漠に咲き乱みだれる花園の夢を見た。

　裸はだかの少年と少女が喜びの歌を歌う夢──いつかどこかで聞いたはずの歌を。




　　　聖ハイリヒ火・デイ曜ーンス日ターク




　ＭＰＢ本部ビル二階──食堂＝隊員たちでこみ合う一角。

「なるほど……人格改変プログラムに代わる処置と考えるなら、あの奇き妙みような事情聴ちよう取しゆも、納なつ得とく出来るかもしれないな」

　陽炎──朝のぼんやりアドレナリン不足の表情／それでも情報マニアのさがで返答。

　昨夜＝両りよう脚あしのセッティング──今朝＝試運転を兼かねて食堂へ。

　久々に三人で朝食を囲む／情報を交こう換かん。

「別に何もする必要ねーって言ってるとこもあるんだと」涼月──大人たちの隠かくされた意図にうんざりした顔。「副長も、内務や軍に協力しろってだけで何も言わねーし」

「確かに〝評価〟が何を意味するのか具体的ではない。私たちをバラバラに配置したいなら、とっくにそうしているだろう。どうも、ただの型通りの調査という感じがしてならない」

「そういやお前、ぬいぐるみの件で、どこかの神父に会いに行ったんだっけ？」

「トマス・バロウ神父だ。特甲トツコー児童の開発顧こ問もんの一人で、なかなかダンディだ。見事な白はく髪はつで、司祭服を着たクリント・イーストウッドと言えなくもない」

「……んなこた訊きいてねーよ。そいつは何て言ってたんだ？」

「記き憶おくは失われるわけではなく、心が成長すれば自然と思い出すそうだ」

「何も問題ねーじゃん」肩かたをすくめる──夕霧を振ふり返る。「そのうちお前のとこにも連中が来るかもしんねーぞ、夕霧……」

　夕霧──遠い目／スープを機械的に口に運びながら夢でも見ているような表情。

　昨夜からずっと、砂さ漠ばくの花はな園ぞので歌われるべき歌をひたすら思案──ふと二人の視線を察して我に返る／首を傾かしげる。

「どうしても思い出せないんですけど、でも、やっぱり夕霧は知ってる気がするんです」

「何がだ？」「なんのことだい？」

「バイオリン弾ひきさんのための歌」

「あー……」「ふむ」涼月＋陽炎──思案げ。「一緒に公園で歌う気か？」「一緒にＣＤでも作るのかい？」

「思い出せないから無理なんです」夕霧──悲しげ／泣きそうな顔。「知ってるのに」

「お前が歌えば何だって大だい丈じよう夫ぶだろ」「きっと自然に思い出せるよ、夕霧」

　よしよしする二人──夕霧＝しょんぼり。

　涼月＝激げき励れい。「暗い顔してねーで、そろそろ行くぞ。お前の好きなキャンペーン仕事だ。笑える服着て好きに歌えばいいさ。気分が良くなりゃ思い出すだろ」




　ミリオポリス第インネ一レシユ区タツト──旧市街を取り囲む環かん状じよう道路＝通つう称しよう〈輪リンク〉。

　路面電車で一周約三十分の道路を、賑にぎ々にぎしく徐じよ行こう運転するＭＰＢ装甲車両＝屋根の特設舞ぶ台たいの上の三人が、ＭＰＢ紋もん章しよう入りチョコレート卵をばらまく。

　卵の中身＝各種ＭＰＢグッズ／〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスグッズ／治安組織の武装を肯こう定ていする市民投票券。

　装甲車両──なぜか季節外れの『くるみ割り人形』の装そう飾しよく。

　国シ立ユタオーペツオラーパ座ーの協力のもと大々的にキャンペーン＝正義の味方である治安組織のくりみ割り人形が、完全武装のおもちゃの兵士を率いて、テロリストっぽい自じ爆ばく用爆ばく弾だんを装着したハツカネズミの群を撃げき退たい。

「あー……聖週間ってな、喜んじゃいけねーんじゃなかったのか」

　涼月＝げんなり──フランスの女羊飼いをイメージしたミニスカ＝『くるみ割り人形』のアーモンドの精──根こん性じようで笑え顔がおを浮うかべ、歓かん声せいを上げる市民に卵を投とう擲てき／ぼやき。

「卵の代わりに手しゆ榴りゆう弾だん投げてー。でなけりゃショートホープひと箱いっぺんに吸いてー」

「テロか自殺か、究極の選せん択たくだな」

　陽炎＝顔面操作による完かん璧ぺきな微び笑しよう──やたら露ろ出しゆつ度どの高いアラビア衣い裳しよう＝コーヒーの精。

「現実を受け入れるという第三の道もあるぞ。夕霧のように少しは楽しんで……」

　ぶん、と空へ投げ放たれる卵。

　夕霧＝白昼夢モード──国こく籍せき不明のこんぺいとうの精の衣裳。

　ピッチングマシーンなみの機械的動作で凄すさまじい投擲力を発揮──シャツに『ＹＫＭフーリガン』とプリントされた一党がホームランボールを追うがごとく右へ左へ疾しつ走そう／転てん倒とう／取り合い／流血。

　夕霧はただひたすら思案──歌／砂漠／虹にじ。

　自分は知っている／記憶のどこかにある／とんとん／無意識にかかとを鳴らす／一方の手がへその下に触ふれる／あったかい何か。

「おいおい、夕霧……？」「大丈夫かい、夕霧？」

　二人の声──ぼうっとした顔で振り返る。

　そのとき装甲車両が〈リンク〉を一周＝国立オペラ座の前に到とう着ちやく／一日だけ設置が許可された立て看板──『くるみ割り人形＝憲兵ＶＳテロリスト・バージョン』。

　くるみ割り人形の王子の絵／ブリキのおもちゃの兵隊の絵──胸にハートのマーク。

　連想──心を欲しがるブリキ＝空っぽの胸／錆さびついた身体からだ／少女との出会い。

　とんとん／無意識にかかとを鳴らす──さらに意識して鳴らす／何度も／そしてやがて、輝かがやかしい夜明けのように訪おとずれる答え。

「ブリキの木こりさんっ!!」

　歓声──ぎょっとなる涼月＋陽炎をよそに手持ちの卵を一挙投擲＝まるでクラスター爆弾。

　たちまち養よう殖しよく魚が餌えさに群がるごとくフーリガンたちが集合／争そう奪だつ／卵をダイビングキャッチ／交通規制をされていない道路に転がり込む／車に撥はねられる／路面電車に激げき突とつ／流血。

　惨さん状じよう──啞あ然ぜんとなる涼月＋陽炎。

　なおも喜びとともに二人の分の卵もばらまく夕霧──答えとともに途と方ほうもない不安と喜びが、いっぺんに心に飛び込んできていた。

　にわかに広がる花園の芳ほう香こう──息が出来ないほどに。

　心に響ひびくメロディー──大きな大きな虹の向こうから、それは聞こえてきていた。




　帰き還かん──夕霧だけ第レオポ二ルトシ区ユタツトで途と中ちゆう下車。

　涼月と陽炎のエール。「こけんなよー」「落ち着いて誘さそうんだよ、夕霧」

　こんぺいとうの精の軽快な疾走／踊おどるように──その姿をプラーター公園の芸人と勘かん違ちがいした人たちが拍はく手しゆ＋口笛。

　古風な日本庭園に到着──無人。

　笑顔いっぱいで目を見開いたまま動きを止める夕霧──バイオリンの音色＝なし。

　頭の中でぐるぐる回る言葉──聖水曜日／停電デー／明日／虹の歌／ＣＤ作り。

　ふいに訪れる悲しい考え──何の約束もない／いつ二度と会えなくなるかもしれない／ちゃんと昨日のうちに誘うべきだった。

　たとえようもない後こう悔かい──それは夕霧の天てん与よの才たる電波的な朗ほがらかさですら、到とう底てい、逆らうことが出来ないものだった。

　空想の花はしおれ、気持ちは沈しずみ、木こ漏もれ日が涙なみだの雨に見え、ぽつんと立ちつくす以外にすべとてなく、ただ弱々しく、そっとかかとを鳴らした、そのとき──声が飛んだ。

「夕霧さん」

　かっと熱がともるのを感じた──体のどこか／あるいは全すべて／歌が隠かくされたこの身に。

　振ふり返る──少年がバイオリンケースを胸に抱かかえて走って来る。

　息を切らして──何の約束もないのに。

　そして夕霧の前で立ち止まると、可か憐れんな衣裳を見てちょっと微笑み、そして言った。

「ごめん……今日は仕事があって。僕の前に配達をしていた子がいなくなってから、急に忙いそがしくなることが多いんだ……」

　かぶりを振る──何も言えず。

「今日は弾ひけないけど……」一いつ拍ぱくの間──用意して来た言葉をそっと差し出すように。「夕霧さん、停電デーって……知ってる？」

　にわかに高鳴る鼓こ動どう──まるでファンファーレ。

　手が無意識におへその下に触れる／とくん、とくん、と何かが騒さわぎ出す。

　こくっとうなずく──次に相手が何を言うか、じっと微動だにせず待つ。

「思い出したんだ……歌を。やっぱり、それは、君の声だった」

　少年──砂さ漠ばくを見つめる目／今はきらきら何かが光っている／星の光／その向こうにある虹を求める目／そして今、その目が真っ直すぐに夕霧を見つめていた。

「街が真っ暗になれば、きっと静かになる。録音するにはいい日だと思うんだ。ＣＤ作りのためには。それで……僕が演奏するから、君に……、歌って欲しいんだ」

　夕霧──何も言えず／うなずけもせず／喜びのあまり涙が零こぼれてしまいそうで。




　　　聖ハイリ水ヒ・ミ曜ツトヴ日オツホ




　聖週間のど真ん中──行政機構のほとんどが一いつ斉せいにお休み／戦争以外の全てをストップ。

　街は、かき入れ時と考える者と、仕事なんかしてらんないという者に完全に二分される。

　午前中＝キャンペーン任務──昼＝準待機──午後＝ほとんどの隊員が休きゆう暇か。

　夕刻間ま際ぎわ＝ＭＰＢ本部・女性隊員の寮りようの一角──騒そう乱らんの嵐あらし。

　陽炎＝白熱──混乱。「七百通りもの服と下着と髪かみ型がたとアクセサリーの組み合わせから最適解を叩たたき出すべきこのときに肝かん心じんのコスメグッズが行方ゆくえ不明とはどういうことだ」

　夕霧＝涙なみだ声ごえ──混乱。「ないのないのないの見つからないのドロシーのＤＶＤ見つからないの歌が間違ってたらどうしよう」

「落ち着け」涼月＝出かける九十分前からとっくに準備完かん了りよう──なんとなくパンツルックはやめてワイシャツとスカートを装着。「だーから、片付けろっつーの」

　堆たい積せきする一方の荷物でカオスと化した二人の部屋にて捜そう索さくを補助──得体の知れない雑貨と一いつ緒しよに瓶びん詰づめになっていたコスメグッズ／空のケースだけ棚たなにあって中身はなぜか下着と一緒に押し込められていた古いミュージカルのＤＶＤ。

「物が邪じや魔まで鏡が見えん」「端たん末まつのマウスがなくて見れないのぉ」

　二人のＳＯＳ──涼月＝溜ため息混じり／救きゆう援えんのため二人を自分の部屋に迎むかえてやったり、二人の部屋を行ったり来たり。

「おーい、お前ら時間ねーぞ」

　吹ふき荒すさぶかのような焦しよう燥そうと混乱のひととき──やがて時間ぎりぎりでようやく満足の境地に達する陽炎＋夕霧＝晴れやか。「ふふふ、完かん璧ぺきだ」「ばっちりでーす♪」

　涼月──げんなり。「あ、そー」

　三人揃そろってお出かけ──ロビーへ。

　涼月を迎える吹雪──さっぱりした感じの青いシャツとズボン／ちょっと緊きん張ちよう気味の笑え顔がお／開口一番、訊きかれもせず相手を誉ほめる。「とっても似合ってるよ、涼月ちゃん」

「ありダがとンよケ」ぞんざい。「お前もな」

　ふいに声。「揃ってるなお嬢じようさん方」

　陽炎の全身が帯電したかのように反応──一いち撃げき必殺の狙そ撃げきのごとく計算され尽つくした挑ちよう発はつ的な優美さをもって振り返り、侵徹ライフル弾だんもかくやという魅み惑わく溢あふれる微笑ほほえみの貫かん通つう力で相手のハートを射い貫ぬくべき瞬しゆん間かんをとらえた。途と端たん──相手の姿を目にして、思わずごくりと生なま唾つばを吞のんだ拍ひよう子しに口の中のガムで窒ちつ息そくしかけ、げふっとむせた。

　大おお股またで歩み来る長身の男──陽炎の予想を遥はるかに凌りよう駕がする超ちようセクシーなタキシード姿。

「こグんーテばン・んアーはベンート、ミハエル中隊長さん♪」

　夕霧──絶句する陽炎をフォロー。

「なんか……すげー格好っすね」

　涼月──げふげふむせる陽炎を代弁。

「お偉えら方がたのいるパーティにいたもんでな。どこにあるかも忘れてた一いつ張ちよう羅らを、慌あわてて引っ張り出したってわけだ」渋しぶい微び笑しよう──ミハエル＝いつもながらのタフで俊しゆん敏びんな大おお角つの鹿じかの風ふ情ぜい。

「よくお似合いです、中隊長」

　吹雪──相手が身に備えた何もかもが、羨せん望ぼうに値あたいするというように男を見上げる。

「こいつばかりはロートルの特権だ。歳としを食う分、古くさい格好が似合うようになる」

　ミハエル──吹雪に渋いウィンク＝〝お前さんもいずれ嫌いやでも似合うようになるぞ〟というように。だがむしろ傍かたわらの陽炎が流れ弾だまを食くらったようによろめいた。

「とはいえ、そちらのスシナヤルイフシパユツーツエの引き立て役くらいにはなると自負しているんだがな。ミロの女ヴエー神ヌスだって、額がく縁ぶちは必要だろう？」

　年季の入った婉えん曲きよく的な誉め言葉──〝女神だって〟＝思わず飛び跳はねたくなる歓かん喜きを精神力で抑よく制せい／咳せき払ばらい／やっとのことで返答。

「ずいぶん高価そうな額縁ですが」

〝なんでこんな皮肉っぽいことしか言えないの私の馬ば鹿かぁー〟＝内心の叫さけび。

「買ってからの年月で割ればファーストフードなみだがな」大人の余よ裕ゆうに満ちたいらえ──笑み。「全員、俺の車で送って行こうか？」

〝えー、二人きりがいいー〟＝陽炎の心のブーイング──それを察したというわけでもなく辞退する涼月＋夕霧。

「バスで行けばすぐっすよ」「夕霧は電車で行きまーす♪」

　揃って玄げん関かんを出る──休暇で帰宅する他ほかの隊員たちに交じって散開＝別行動。

　涼月＋吹雪──バスで第ラツ二フ十ルズ六シ区テイへ＝予約した中ちゆう華か料理店に到とう着ちやく。

　ありとあらゆる休日こそ商売繁はん盛じようの日と信じているような中国系の店員の案内で、見晴らしの良い窓まど際ぎわに着席した。

　陽炎＋ミハエル──武骨で機械的で大ざっぱですっきりしていて、妙みように落ち着くファイブドアセダンの車で第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトへ＝高層ビルのレストランに到着──大人の雰ふん囲い気き満まん載さいの空間。

「おっと、そう言えば俺にも思い出せる礼れい儀ぎ作法があったな」

　ふいに肘ひじを出される──天国の門が開いたかのような至福とともに思わず抱だきつきたくなるのを必死にこらえ、そっと自分の腕うでを相手の腕に絡からめて入店した。

　夕霧──電車の中で真しん剣けんに歌詞を暗唱＝小声でリハーサル。

　どきどきする一方の胸の高鳴り。やがて駅に降りるや、いきなりバイオリンケースを抱かかえた少年の微笑みに出くわす＝おののく心臓──どんな心の用意も無に帰す瞬間を味わう。

「こんばんは、夕霧さん」

「こ……こんばんは、白露さん」

「まだ停電まで時間があるから、良かったら食事でもどう？　お腹なか、空すいてる？」

「うん」元気よくうなずく──緊張で何も喉のどを通らないのではという内心の声を、なぜか完全に無視して、大きな声で返事をしていた。「とーっても空いてます♪」




　第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト──高層ビルのレストラン。

「三番目に欲しいもの、ときたか」

　豪ごう華かなフレンチを屋外でホットドッグでも齧かじるかのように無造作に平らげるミハエルの勇姿といってもいい姿に陶とう然ぜんとなりながらも、決して表には出さず平静にうなずく。

「本人が忘れている願いだそうです」ふふふ、なんか女の子っぽい話題──などと思いながら発言。「何か思いつきます？」

「さて……忘れられた願いってのは、年寄りには少々、厄やつ介かいなしろものだ。むしろ、葬ほうむられた願いと言うべきものかもしれんぞ」

「葬られた……？」

「自分の人生を受け入れるために、そうしたってことだ」微笑──だがどこか古傷の痛みに耐たえるような雰ふん囲い気き。「いったん葬った願いを、俺のような男が思い出すってのは、つまり別の人生があったんじゃないかって思い始めるってことでな。それが良き人生への扉とびらとなるか、それとも地じ獄ごくの蓋ふたが開くことになるかは、神のみぞ知るところさ」

　いつもの乾かわいた風のような声──経験を積んだ男の声が、ひどく遠くから響ひびくような気がした。ふと思い出す──いつか聞いた〝天使の姿をした子供〟／もしかするとミハエルは、そういう存在を撃うったことがあるのかもしれないという推測。

「極きよく端たんですね」

　場を和なごませるために呆あきれたように返す──男が笑う／自分も微笑ほほえむ。

　そして急に、とてつもない寂さびしさに襲おそわれていた。

　果てしない距きよ離り感──目の前の男がひどく遠いところにいる気がした。

　決して縮められないもの──年ねん齢れい／子供と大人。今まで考えようとしなかったことが否いや応おうなく迫せまってくる。あの女が妹であると知る前の方が、むしろ積極的でいられたかもしれない。

　別の人生──それがいいものであると言えるほどの何かを自分は持ち合わせてはいない。

　ふいに視界がぼやけた──いつの間にか、目に涙なみだの薄うすい膜まくが張られていることに気づき、ぎょっとなりながら、思わず窓の方を見た。

　ミハエルもそうした──本来の目的。

「始まるな」

　やがて夜景の一角が一いつ斉せいに灯あかりを消した。さらに別の一角。綺き麗れいな闇やみがあらわれ、互たがいにつながり、目の前の地区が舞ぶ台たいの始まりのように暗転し、やがて店員の合図の声とともに、店内の灯りまでもが消えた。

　低いざわめき──そして沈ちん黙もく。まるで闇そのものが舞台の出し物だというように。

　なぜか奇き妙みように落ち着く暗闇の中、陽炎は後から後から涙が頰ほおをつたうのを感じていた。




　第ラツ二フ十ルズ六シ区テイ──賑にぎやかな中華料理店／停電までのカウントダウンを示す電子掲けい示じ板ばん。

「レベル３の情報以外に、例のプログラムのことを調べたんだけど、どうしてもデータが発見出来なくて……」吹雪──心底から申し訳なさそうな様子／さながら懺ざん悔げする哀あわれな子犬。「多くの記録が抹まつ消しようされてるみたいなの。ごめんね。きっと何か見つけるから」

「無理しなくていいって」涼月──乱暴に手を振ふる／指の間に煙草たばこ──都市内でも数少ない喫きつ煙えん可能な店＝商売の邪じや魔まにならない限り客の行こう為いに無関心な空間。「今までだって十分、助かってんだし。せっかくおごってんだから、楽しく食えっつの」

「ありがとう、涼月ちゃん」本気度百二十％の感謝──まるで自分などよりも涼月の方が遥はるかに、ユダヤ教でいう善行ミツヴアを自分に施ほどこしてくれているというよう。「僕、涼月ちゃんのためなら、何でもするから」

　呆れ返る。「あたしが御お礼れいをしてんだっつーの。お前が感謝するこたねーだろ」

「ううん。だって僕……結局、戦争に行かずに済んだから。涼月ちゃんは、僕が戦争に行くと思って……。でも僕、聖水曜日のことは絶対に、一生、忘れないから」

　威い容ようにむずがゆくなるほど真面目まじめな口調──適当にうなずき返す涼月。

「はいはい。まったく、中ちゆう華か料理くらいで大げさなやつだな」

「あの……今日のも、そうだけど……」急にもじもじし始める。「その、昔の……」

「ん……？」

「そう簡単には、お返し出来ないものだから……」

「なんのことだ？」

　目を伏ふせる吹雪──縮こまるように。「涼月ちゃんが……与あたえてくれたもの」

　涼月＝煙草をふかしながら眉み間けんに皺しわ──だんだん相手の言葉についてゆけなくなる。

「別に何も与えちゃいねーよ。どーせ全部、あたし自身が好きでしてることだろ」

「涼月ちゃんは優やさしいから……」

　だからそう言ってくれているのだが、自分はとてもそれでは気が済みません──という吹雪の様子を見ているうちに、かつてない感覚が忍しのび寄ってくるのを感じた。

　話が合ってない──こいつとあたし。何かもの凄くずれている。

「あたしの……何が優しいって？」いたずらげに笑う──近づいてくる不安を振り払はらう。

「それとか」目を上げて、テーブルの上のジッポライターを指さす──その穏おだやかな微笑みが突とつ然ぜん、得体の知れない衝しよう撃げきとなって迫って来る。「僕がプレゼントしたそれをずっと使ってくれてるし。ＭＰＢに配属になって再会したとき、僕、とっても嬉しかったんだ」

　どすっ──とボディーブローを食くらった感覚。内務調査課の事情聴ちよう取しゆのときのように、訳の分からない不安が胃の底でボウリング玉みたいに凝こり固まるのを感じた。

「お前が……」言いかけて口をつぐむ──必死に頭の中を探さぐる／何かヒントが欲しくなる／かまをかける気分。「あー……聖水曜日な」

「そう、聖水曜日……。僕が特甲トツコー児童になるのが決まって、戦争に行くかもって分かって……。涼月ちゃんと二人で、こっそり〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉を抜ぬけ出して買ったときのこと」

　どすん──さらなるボディーブロー／さらなる不安／とんでもない連打。

「あ、ああ……そうだな」笑えみが強こわばる──心の叫さけび＝そんな思い出はかけらもない／全くぴんと来ない／別の人間の話をされている気分。

　記き憶おくの消失──人格改変プログラム。

「それで……」不安──顔が強ばる／かろうじて〝意地の悪い笑み〟と呼べるものを保つ。「あたしが、その聖水曜日に……何を、お前に与えたって？」

「あの……」途と端たんにまた目を伏せる──身をすくめる／白い頰にみるみる血がのぼる。「涼月ちゃんの……大切なものを……」

　特大級の不安──自分がしたことなのに、自分たちには知るすべとてない、という陽炎の言葉が強きよう烈れつな衝撃となって甦よみがえる。

「な……なんだ。お前にとっちゃ、口にも出来ねーしろものだってのか？」

「そ、そんなことないけど……」

「言えって。ほら。どうせ、大したもんじゃねーだろ」

「ううん」かぶりを振る──やたらと切実に。「とっても……大切なものだよ」

「じゃ、言え」

　ぎゅっと唇くちびるを引き締しめる吹雪──口にするのさえ勇気がいるというように。

　それから、そっと上目め遣づかいでこちらを見つめたかと思うと、すぐに窓の方へ目をそらし──真っ赤な顔で言った。

　消えそうな──小さな声。

「……処女」

　げふん。

　気持ちを落ち着かせるために煙けむりを喉のどに入れたところだったが一発で吐はき出した。

　顔中から苦い味のする火と煙が噴ふん出しゆつする気分──まるでエンストを起こした車のエンジン。

「あ……始まる」

　窓を見ていた吹雪が、話題から逃にげるように言った。店員がカウントを始めた。

　夜景の灯あかりが立て続けに消えてゆく。暗転──相手が暗くら闇やみに包まれるまで、目が離はなせなかった。店内が真っ暗に／近くにいる相手すら見えない。目に残る残像──少年の横顔／白い頰ほお。

　急に、暗闇の中で二人きりでいるような気分に陥おちいった。すぐそばに相手がいる感覚。ぴったり身体からだが触ふれ合うほどそばに。あるいは実際に、そうしたことがあるというように。

　煙草たばこの火──同じように自分の両方の頰が火のように燃えるのを感じた。

　記憶──そんなの、綺き麗れいさっぱりない。

　心の絶ぜつ叫きよう＝ありえねー。




　第レオポ二ルトシ区ユタツト──駅前のカフェでディナー。

　話すうちに緊きん張ちようが解けて何とか食べ終え、移動──運河沿いのビルの屋上。

　誰だれもいない空間──イベントのため車両が通行禁止になる街路／電車もその時間は運行せず／そして屋根から見下ろす夜景が、あちらこちらで消え始めていった。

　広がる暗闇──屋上に設置した簡易録音機のスイッチを押す白露。

「砂さ漠ばくの夜みたいだ」

　その言葉を最後に暗闇が訪おとずれた。

　普ふ段だんは耳にも入らない遠くの河の音さえ、ざわめきに聞こえるほどの静せい寂じやく。

　特定の地区にのみ訪れる祈いのりの時間──夕霧はじっと暗闇の中で相手を待った。

　お互たがいが同じ日に見つけ出した歌とメロディー。

　だが最初に聞こえたのは、しゅっと何かが擦すれる音／するすると脱ぬぎ捨てられる何か。

〝砂漠の夜〟という先ほどの言葉が甦る──相手が何をしているのかふいに察した。

　鼓こ動どうが高鳴った。無意識にへその下辺りに当てた手の下で、とくんとくんとくんとくん、とあたたかな何かが脈打つのを感じた。

〝砂漠の夜〟──その言葉が夕霧の胸の奥の一番深い場所で再び甦ったとき、自然と手がワンピースの肩かた紐ひもにかかっていた。

　そっと脱ぎ捨てる──相手と同じように。エデンの園そのの闇に身をひたすために。下着も綺麗に身体から取り去り、最後に、とんとん、と靴くつのかかとを鳴らし──両方とも脱いだ。

　それが合図になった。裸足はだしで立った途端、弦げんの音が聞こえてきた。

　メロディー──彼と自分が見つけ出したもの。喜び──心も身体も溶とけそうなほどの幸せに満ちた闇の中、もはや何の緊張もなく自然と声を上げていた。

　歌──帰るべき場所へ飛んでゆくための。

　少女が歌う歌──『虹オーのバー・彼ザ・方レインにボウ』。





いつか世界が希望を失って　雨に濡ぬれるときも　空は魔ま法ほうの国をあらわすの

暗い雲が空を埋うめ尽つくして　深い闇が隠かくすときも　虹にじは君を待ってるの

風を塞ふさぐ窓から君を連れ出したい　お日様の向こう　雨を越こえた場所へ

遥はるか遠い虹の彼方かなたに　たった一度だけ子こ守もり歌うたで聞いたはずの国が　必ずあるから

遥か遠い虹の彼方で　やっと空は青さを取り戻もどして　君の夢は　きっと叶かなうから

いつか私はお星様に祈って　雲が過ぎ去った場所で目覚めるの

嫌いやなことみんな　レモンドロップのように溶けてしまう場所で

煙えん突とつのてっぺんよりもずっと上　そこで私はあなたを待ってる

遥か遠い虹の彼方に　青い鳥たちが飛んでゆく　沢たく山さんの翼つばさが虹を越えてゆくの

私もきっと、同じように飛べるはず

幸せの小さな青い鳥が　虹の彼方へ飛んでゆくの

私もきっと、同じように飛べるはず






　靴のかかとを鳴らして故郷へ帰る女の子──カカシは知ち恵えを／ブリキの木こりは心を／ライオンは勇気を／女の子は帰り道を求めて魔法の国へ。

　それぞれの願い──諦あきらめていたもの／最初から持っていたもののために。

　曲が終わって闇に静寂が戻った。

　ゆっくりと空気が動く気配とともに、相手の身体が近づくのを感じた。

　夕霧は両手を広げて相手を受け入れ、ぴったりと身体を寄せ合い、抱だきしめ合った。

　あたたかな胸に頰を当てて目を閉じると、少年が流す涙なみだの熱を首に感じた。

　とくんとくんとくん、と脈打つおへその下の辺りを、少年の弓を持つ手が触れた。

「……君と僕はずっと前に会ってたんだ。その跡あとすら、もう消されてしまったけれど」

　少年の手が腹を撫なでるに任せた。少年はどこかにあったはずの何かの跡を探していた。

　だがすぐに探すのをやめて夕霧の背に腕うでを回した。夕霧は顔を上げて、二十七万ポンドのラブレター、という言葉をささやいた。少年もそれを思い浮うかべているのが分かっていた。

　三つのキス。

　その通りのことをした──お互いに。




　　　聖ハイリ木ヒ・ド曜ナース日ターク




　朝食──休きゆう暇かに等しい準待機／隊員の大半が帰省中。

「──夕霧。おい、夕霧」

　涼月の声──ぼんやり目を向ける／口に入れたまま飲むのを忘れたクリームスープがぼたぼた垂れ落ちる。「ならんんでれすふかは？」

「正気に返れ」

　涼月──ナプキンで口元を拭ぬぐってやる。

　夕霧──朝から白昼夢モード全開＝昨夜の思い出の中を漂ただよう。最初の歌を終えた後、暗くら闇やみが作ってくれた楽園エデンが、おしまいになるまで歌い続けた。聖歌。映画音楽。オールディーズ。全部で七つの歌。全すべてを白露が演奏し、録音した。それから灯あかりがつく一分前に服を着て、裸はだかで抱き合ったことなどなかったかのように、にっこり微笑ほほえみ合った。

　だが、はっきりと身体からだに残る感かん触しよく──ぬくもり／思い出すだけで、ふわふわする。

「えへ」陶とう酔すいといっていい笑顔。

「あー、もう」文字通りお手上げ──てきぱきナプキンでパンを包んでやる。「ほら、後で食え。どうせ腹減るんだから。あたしは用事があるから急いでるっつーの。お前もバイオリン弾ひきに会いに行くんだろ？」

「えへへ」何を言われているのかよく分かりませんという顔で、こくんとうなずく。

「ほらほら、行くぞ」涼月──そわそわ席を立つ／急せかす／間ま違ちがっても今ここで吹雪と出くわさないように。

　昨夜──中ちゆう華か料理店に光が戻ってのち、誰が何を与えたかといった話題は一いつ切さい出ず。

　だが何かのきっかけですぐに頰ほおが赤くなる吹雪／あるいは自分。

　異様なほどの不安とむずがゆさ、そして欠落感──相手の首根っこをつかんで、噓だと言え、と迫せまりたい気持ちを全力で抑おさえながら帰き還かん。うっかり、おやすみのキスの一つでも相手にくれてやりかねない、心のどこかにいるもう一人の自分を、理性という名のカウンターパンチでぶちのめし、それぞれの寮りようへ。

　悶もん々もんと一人で考えた結論──昨夜の会話を綺き麗れいに消去するのが無理なら、思い出すしかない。

　自分が何をしでかしたか──それをはっきりさせない限り、おちおち吹雪にランチをおごってやることすら出来なかった。




　ＭＰＢ本部ビル十二階──女性隊員の寮。

　惰だ眠みんをむさぼる陽炎の部屋のドアが、ずだん！と開かれ乱入する涼月──問答無用。

「なんとか神父の住所を今すぐ教えろ」

　尋じん問もんテクニックの〝悪い警官〟の見本のような圧あつ倒とう的迫はく力りよくのこもった声こわ音ね。

「……んあ？」身を起こす陽炎──アドレナリン不足／低血圧。「……神父ひんふ？　なぜられ？」

「寝ねぼけてんじゃねー」いらいら。「四人の顧こ問もんの生き残りの神父だ。どこにある」

「ふわ」あくび。「バッグ」

　散らかりまくった部屋を見回す──現場捜そう査さ官かんの目＝複数のハンドバッグを発見。

　素す早ばやく調べる／プリントアウトされた紙し片へんをつかむ──第リー二ズ十イ三ン区グの教会の住所・連れん絡らく先。

「……ふむ」眠ねむりの海底から浮ふ上じようしきれず──それでも情報マニアの本分発揮。「ああ、顧問の三人が死亡したことについては、あまり言げん及きゆうしない方が良い。どうもやばい情報らしいからな。……なぜ急に？　吹雪くんと何かあったのか？」

「さーな。出動の掲けい示じ板ばんを見とけよ。午後から警けい戒かい待機に入るかもしんねーからな」

　不ふ機き嫌げんというより慌あわてて逃にげ出すように退室──それを見送り、再び横になる陽炎。

　昨夜──不覚の涙と動どう揺ようを暗闇の中で完全にぬぐい去り、静せい寂じやくをミハエルと共有。

　だが距きよ離り感は変わらず／手の一つも握にぎれず／光が戻もどってのちは、ただ楽しく歓かん談だん。

　そして午後九時にはミハエルに送られ帰還──まるで門限に縛しばられる子供扱あつかい。

　どこかへ行こうとも俺の家に寄ろうとも言ってくれず──不満が顔に出るのを抑えきれず。

　記き憶おく＝会話──〝これからどちらへ？〟──車を降りながら皮肉っぽく。

〝ロートルに特有の退たい屈くつな残業仕事と物思いだ〟──運転席で渋しぶい笑えみ。

　そしてふいに窓から手を伸のばし、陽炎の手を取る──最後の最後でとてつもない記念日になりそうな大人扱い＝レディの手の甲こうにおやすみのキス。

　その一発で全ての不満が吹ふっ飛んだ。

　男の少年のような微笑とウィンク。そして去った──心地ここち好よさと寂さびしさの両方を残して。

　帰還＝涼月も夕霧もおらず──一人でシャワー＝手足の動作不良による溺でき死しを防ぐという点からは危険な行こう為い。

　だが構わず物思い／なぜか泣けて泣けて泣けてしょうがなくなる／シャワーで洗い流す／まるで涙なみだの雨。

　そして誰だれよりも早くベッドへ──ごろごろ／だらだら。

　涼月と夕霧が帰還しても声もかけず／深夜番組をぶっ続けで視し聴ちよう──やがて全ての感情が、アンニュイなけだるさの中へとのみこまれていったとき。

　歳としの差がなんだ。

　突とつ如じよとして湧わいた果か敢かんにして獰どう猛もうなる心の叫さけび──深しん紅くの牝めすドーベルマンの気高き咆ほう哮こう。

　神に誓ちかう／天使に祈いのる／情熱という名の悪あく魔まを崇あがめる──果てしない距離感を全力で飛び越こえる決意＝そしてようやく訪おとずれる、安らかさと野心的な情念に満ちた眠り。

　それらの物思いを夢の中で回想しながら嗜し眠みんで午前中いっぱいを費ついやし、なんだか妙みように穏おだやかな気持ちで起き床しよう──伸び。

　涼月が部屋に来た記憶──なんだっけ。昼まで寝た満足感ゆえに、どうでもよくなる。

　身み繕づくろい──食堂へ。

　一角に設けられたモニター＝流しっぱなしのニュースを見ながら朝食を兼かねた昼食を摂とっていると──陽炎が一人でいるのを見て取った男性隊員が、にやっと笑って近づいて来た。

「今日は一人か、お嬢じようさん？」

　寄るなナンパ野や郎ろう──不快感をぴたりと隠かくし、顔面筋肉を操作＝極ごく上じようの微び笑しよう。「ええ」

　複数のガムの包みを開き、クルトン入りコンソメスープにぶちこむ／フォークでぐっちゃぐっちゃ撹かく拌はん／にっこり笑ってピンク色の粘ねん体たいを口にする／喋しやべる。「一人です」

「うぷっ」青ざめる男性隊員──退散。

　ふふふ効くなあ、これ──ナプキンにぺっと粘体を吐はき出し予備のスープを口に運ぶ。

　だらだらニュースを視聴──ふいに、ぴたりと手が止まる。

〝緊きん急きゆう速報〟──〝ウィリー・ココシュカ（四十七歳）死亡〟

　危あやうくスープを噴ふき出しかけた。

　ニュース──五十を超こえる容疑で追つい跡せきされながらも合法的に逃げ続けてきた国際的な大物ブローカー＝ウィリー・ココシュカを、ゴミ箱をぶっ倒たおした罪でようやく逮たい捕ほ＝拘こう禁きん。

　全ヨーロッパで裁判を受けさせるという、事実上、無期懲ちよう役えきの旅へ──ポルトガルからイタリアへ引き渡わたされる予定が、ゴミ箱の現場検証という名目でいったんオーストリアに戻されるも、移送用の小型飛行機が墜つい落らく──炎えん上じよう。

　現場の映像──黒こく煙えん／機体の破片。

　現場インタビュー──ぎょっとなる。

　見覚えのある男たちが立て続けに登場──ＢＶＴ内務調査課グスタフ氏／オーストリア機械化歩兵師団大たい尉いヘルベルト氏。

　啞あ然ぜんとなってインタビューに聞き入る。

　内務調査課。《ウィリー・ココシュカが莫ばく大だいな金額をオーストリア国内で、何か別のものに換かえたのは分かっています。汚よごれた金を綺き麗れいにする資マネー金ロン洗ダリ浄ングです。多数の機関が利用されているとみなされており、その仕組みを判明させるための移送でした──》

　軍人。《機体が何らかの手段で撃げき墜ついされた可能性を検証しています。ロケット弾だんで破は壊かい可能なのは通常、輸送ヘリです。平地で飛行中の機体を狙ねらい撃うつのは至難であり──》

　渦うずを巻く情報──資金洗浄／多数の機関──内務調査課の〝あぶり出し〟作戦。

　ウィリー・ココシュカの隠し口座＝内務調査課の罠わな──実在する何かを暴あばくための。

　ふと何かに思い当たる──事情聴ちよう取しゆ＝軍人が見せた複数の顔写真。

　自分は見覚えのない写真の人物たちを、見たかもしれない者たちを思い出していた。

　マフィアにとらわれていた者たち──証人となりうる者たちの存在を。




　第リー二ズ十イ三ン区グ──教会の向かいのカフェ。

　涼月──屋外の席にて堂々と喫きつ煙えん／コーヒーをすすりながら教会を睨にらむ／張り付く。

　すぐそばの席で若い男たちがこちらへ口笛を吹いてくる──ぎろり＝ひと睨みで黙だまらせる。

　午前中に連れん絡らくを入れるも、目的の神父は不在──聖週間のイベント。

　強ごう引いんにアポを取り付けて赴おもむいたところ、今度は急用で不在＝〝都市の公的機関に協力中〟。

　陽炎からの情報──特甲トツコー児童の開発から手を引いた今も、神父は公安に協力している。

　情報の速さで公安に勝てる組織はない──おそらく憲兵が知らない事件を捜そう査さ中。

　休日返上でご苦労さま／今の自分には大だい迷めい惑わく。

　相手がいつ戻もどるかも分からず張り込み──通りを行き交かう仮装行列＝〝獅レーヴ子エフ祭エスト〟。

　ライオンの着ぐるみだらけのお祭り。自分もその中に入っていって思い切り吠ほえたい気分。

　むずむずしながら煙草たばこに火をつける＝ジッポライター＝『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』の刻印。

〝可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル〟──少年の横顔＝〝とっても……大切なものだよ〟。

　かんべんしてくれ。

　涙なみだ目め＝必死に頭の中を探さぐる──記き憶おくの金庫をこじ開けようとする。

　涼月／吹雪──十歳の終わり＝本格的な職業訓練の始まり。

　憐れん憫びんの情──紛ふん争そう地域に派は遣けんされるかもしれない吹雪。刻々と迫せまる別れのとき──確かにあのとき初めて吹雪に何かを与えてやりたいと思った。与えられるものを何も持っていない自分。

　吹雪はその気持ちだけで十分すぎるほど嬉うれしいと言った。

　だが記憶はそこで消失──まったくの空白──いったい何をしたのかまるで思い出せない。

　時間を巻き戻して相手を憐あわれむ自分を殴なぐって阻そ止ししたい──無かったことにしたい。

　というか、頼たのむから、誰だれか何かの間ま違ちがいだと言ってくれ。

　むずむず／いらいら／かりかり／全身が炭火になった気分──横たわって身を寄せ合う二人＝想像もつかない。ありえない。だが噓うそだとも思えない。何をしても落ち着かない。

　懐ふところでメールの着信音──携けい帯たい電話を引っ張り出す。

　差出人の名を見て、うっとのけぞる。

　吹雪──昨日の御お礼れい＝懇こん切せつ丁てい寧ねい。誘さそってくれてありがとう／中ちゆう華か料理なのに豚ぶた肉にくを使わないよう店の人に言ってくれてありがとう／楽しかった／云うん々ぬん──添てん付ぷファイル＝〝レベル３〟。

　関連する可能性のある項こう目もくをまとめたもの──放ほうっておけば国中の情報機関に侵しん入にゆうしてでも解かい析せきし尽つくしそうな勢い。

〝お返し〟──〝与えてくれた〟。

　いきなり頰ほおに熱を感じた。

　得体の知れない強きよう烈れつな感情／ぶんぶんかぶりを振ふった／正気を保て──落ち着け。

　今の気分を忘れろ──事実を思い出せ。

　動どう揺ようを抑おさえてファイルを開かい封ふう──特甲児童の初出撃／二度目の出撃について。

　ほとんど詳しよう細さいはなし。どこかの反政府組織を壊かい滅めつ。いつもの仕事と大して変わらず。

　当時はメディアに名前も出ていない特甲児童──今はキャンペーンのマスコット。

　今さら蒸し返すことすら困難な事件──溜ため息混じりにファイルを眺ながめる。

　ふと違い和わ感かん──慌あわてて画面を戻す。

　過去の新聞記事──多くの報道の中で、唯ゆい一いつ、人数について言げん及きゆうしているくだり。

〝六人の特甲児童〟。

　どすん──何かの衝しよう撃げき／何かの不安。

　ふいに記憶──巨きよ大だいな危機。

〈アンタレス事件〉──多くの死者／馬ば鹿かでかいタワーを破壊してやっと危機を回かい避ひ。

　タワー──落下する自分──その腕うでをつかんで助けてくれた、顔に傷きず痕あとのある誰かさん。

　羽を装備した公安の特甲児童──三つの輝かがやきが空へ去るのを、自分は見た。

　あのときが最初ではなく／もっと以前──どこかで。

　初出撃──公安と憲兵。

　もしかしてそのときも、六人の特甲児童が、全員、同じ現場にいた？

　思案──だが推測の域を出ず。

　なんという分厚い壁かべ──記憶がない／思い出せない／実感がない／確信が持てない。

　くそっ。神父はまだか。

　このまま座り込んでいると、いらいらが暴発しそうな気がして反射的に腰こしを上げたとき、店の奥でどよめきが起こった。

　振り返る──愕がく然ぜんとなる。

　テレビのニュース──〝国連ビルで内務大臣をふくむ十一人が死亡〟。

　仰ぎよう天てん──おいおいおい。

　聖週間はどの政治家も別べつ荘そうでぐーたらしてるか、都市でパーティ三ざん昧まいじゃなかったのか？

　現場の映像──国連ビル──黒こく煙えんを噴ふいている軍用機体／ちらっと公安の車両が映る。

　またぞろ不安──何かが起こっている。

　だがそれが何であるか、自分たちには知るすべとてないという気分。




　第レオポ二ルトシ区ユタツト──プラーター公園。

　ふわふわした気分のまま辺りを散策──バイオリンを弾ひく少年の姿はなし。

　今日は仕事で来られないかも、ということを昨日のうちに聞いていたので何の不安もなし。

　心の中で音色を思い出す──歌を口ずさむ／空想と現実の狭はざ間まで軽快にステップ。

　日本庭園の一角──少年がバイオリンを弾く幻まぼろしが消えては現れる様子に微笑ほほえむ。

　幸せな気分でプラーター地区を一周──二人で歩いた堤てい防ぼうを通って駅へ戻もどる途と中ちゆう、木々の間に黒いリムジンが停車するのを見た。

　人ひと影かげ──間違えることなどないシルエット。

　バイオリンケースを抱かかえた少年が、ちょっと残念そうに肩かたをすくめて車へ歩み寄る。

　来ていたのだ──おそらく仕事の合間のほんの短い時間を使って。

　ただちにそちらへ駆かけ寄ろうとした瞬しゆん間かん──車の後部座席のドアが開かれていた。

　ぴたっと夕霧の足が止まる──凍こおりつく。

　遠くで少年を迎むかえ入れる男の顔が、まるで眼前に迫せまったようにはっきり見えていた。

　男も少年も、夕霧の視線に気づかず──ドアが閉まった。

　車が走り出す──橋へ向かう。

　夕霧も自然とそちらへ向かっていた──足が勝手に走り出していた。

　止められない／目に見えない磁力のようなものに引き寄せられる。

　走る──跳とぶ──機械仕じ掛かけの跳ちよう躍やく力＝数百メートルの距きよ離りを保って車を追つい跡せき。

　いったん第インネ一レシユ区タツトの通りで見失う──建物の屋根に跳び乗って確かく認にん＝追い続ける。

　やがて車が停とまる──第オツ十タク六リン区グ＝再開発で追いやられた市民が密集＝薄うす汚よごれた高層住宅地。

　少年だけが降りる──高層アパートへ／八階の一室へ入る／すぐに出てくる。

　じっと向かいのアパートの屋根から見つめる──少年が部屋に置いてきたのだと、すぐに察した。昨夜の内に制作したもの──演奏と歌──ＣＤ。

　それから少年はエレベーターで地上に降りると、再び車に乗り込んだ。

　走り去る車──だが夕霧は追わない。

　少年が入った部屋をじっと遠くから見つめ続ける──安っぽいドア。

　いつでも突とつ破ぱ可能な入り口／入ろうと思えば今すぐにでも入れる部屋。

　心臓がどくどく音を立てる──世界から音を消してしまうくらいに。

　手が無意識にへその下へ──ほのかな熱──あたたかな何か。

　声＝〝ずっと前に会ってたんだ〟。

　ふいに無線通信いぬぶえ＝涼月。《仕事だ、夕霧》

　びくっとなる──追跡ストークにおいて決してやってはいけない急激な起立と棒立ち。

　そして涼月の不ふ機き嫌げんそうな声に従い、慌あわてて逃にげ出すようにその場を離はなれていた。




　夕暮れ──ＭＰＢ装そう甲こう車両＝屋根の上に乗る三人。

　車内で陽炎が持ってきてくれた制服に着き替がえた涼月＋夕霧。

　陽炎──情報提供。「どうやら、内務大臣たちの暗殺には化学兵器が使用されたらしい」

　涼月──むっつり。「専門部隊の仕事だぜ。あたしたちが出たところで役に立つのか？」

「それとテログループが、国連ビルを警護中の軍用機体をハッキングして使ったそうだ」

「へえ」目が据すわる／にやり──感情のはけ口を見つけた顔。「どこのグループだ？」

「当初はアラブのグループを擬ぎ装そうしていたらしいが、正体はこの国の元第四作戦小隊、通つう称しよう〈ヴイ山ルト猫カツ〉ツエ部隊らしい」

　途と端たんに険しい顔に。「……事情聴ちよう取しゆで顔写真を見せられた連中か」

「そう。内務調査課と軍が動いているはずだ。ウィリー・ココシュカが死んだ件も、この件に関係しているかもしれない」

「なんか面めん倒どうくせーな」がりがり頭をかく──ふと傍かたわらを見る。「どうした、夕霧」

　屋根の手すりを握にぎりしめ、ぼうっと空を見つめる夕霧──やや遅おくれて呼ばれたことに気づく／虚うつろな表情。「ほえ？」

「大だい丈じよう夫ぶかい？」陽炎──注意深く観察。「バイオリン弾きくんと何かあったのかい？」

　ぼんやりかぶりを振ふる──虹にじの歌／幸せのイメージ／暗くら闇やみの花はな園ぞの／どれもちゃんと胸の中にあった／決して消えないものとして／悲しいほどに。「一いつ緒しよにお歌を歌ったんです」

「なるほど」陽炎──察し顔。「今日は会えなかったらしい」

「あー」涼月──慰なぐさめる調子。「また会えるって。そんだけ仲良くなったんなら」

　こくんとうなずく──顔を空へ向ける／目の奥に光る怯おびえを二人に見られないように。

「ところで涼月はどうだった？」陽炎──賑にぎやかし。「吹雪くんとは？」

　ごほっと咳せき払ばらい──煙草たばこを吸うふりをして飾かざり板の陰かげに座り表情を隠かくす。「別に……お前はどうだったんだよ」

「特に何もないが、精神的には偉い大だいなる第一歩を踏ふみ出したという感じだ」自じ慢まんげ。

「あ、そー」ぞんざい──煙草とジッポライターを取り出したところで停車──到とう着ちやく。

　第ヴ十エー八リ区ング──緑地と工場がモザイク模様をなす一帯。

　ボルトを作るための小さな工場──その敷しき地ちを取り囲む治安機構の車両／科学捜そう査さ班／化学処理班──完全防護服姿の一団。

「軍の機体なんかねーぞ」飾り板からちらっと顔を覗のぞかせる──つまらなそうに引っ込む。

「銃じゆうを持った連中もいねーし。あたしらの仕事じゃねーや」

　煙草をくわえ、しゅっと火をつけた瞬間──爆ばく音おんが轟とどろいた。

　工場の屋根が木っ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛んで炎ほのおの雲が立ちのぼり、衝しよう撃げきで車両の群が玉たま突つき状態になって、爆風をもろに食くらった人間が宙を舞まった。

　騒そう々ぞうしく降り注ぐもの──火の粉／コンクリート片へん／ボルトの雨。

　素す早ばやく身を伏ふせた陽炎＋夕霧──じーっと、涼月のジッポライターの火を見つめる。

　くわえ煙草──呆ぼう然ぜん／抗こう弁べん。「あ……あたしじゃねーぞ」




　爆ばく砕さいされたボルト工場──敵施し設せつの一つ。

　化学兵器なし／通信擬装の痕こん跡せき／敵が仕し掛かけた爆ばく弾だんに捜査官が引っかかり、塵ちりと灰に。

　見事なトラップ──さすが元軍人。

　お陰で任務の危険レベルが格段に上じよう昇しよう──地区封ふう鎖さから敵の脅きよう威いの徹てつ底てい排はい除じよへ移行。

　だが敵の影かげすらつかめず──飛び交かう情報＝どこぞで敵の通信を傍ぼう受じゆ／どこぞで公安が戦せん闘とう状態に／どこぞで高官が爆弾テロに遭あった／云うん々ぬん。

　そのたびに都市中を移動──いらつく涼月／熱心に情報を分類する陽炎／ぼんやり空ばかり見ている夕霧。

　夜半──何の成果もなし／何が起こっているのかも分からず／本部に帰き還かん。

　シャワー──三人とも言葉少な＝それぞれに抱かかえたもので胸を塞ふさがれたように。

　かりかりする涼月──何やら思案し続けている陽炎──ぼうっとする夕霧。

　就しゆう寝しん。

　夕霧はじっと暗闇に横たわり、自分の部屋にバイオリンを弾ひく少年の幻まぼろしが現れたり消えたりするのを見ていた。

　虹の歌を口ずさむこともなく。一つの言葉が繰くり返し響ひびくのを聞いていた。

　ずっと前に会ってたんだ。




　　　聖ハイリ金ヒ・フ曜ライタ日ーク




　午前六時半──本部ビル三十二階。

　陽炎──珍めずらしく涼月も夕霧も寝ねているうちから起き床しよう。

　あれこれ考えた挙げ句、一番の情報源になりうる人物との接せつ触しよくを決定。

　色いろ仕じ掛かけも駆かけ引きも通用しない人物──ただし、からかい相手としては絶好の男。

　全すべての調度品の対角線を引くと、完かん璧ぺきな蜘蛛くもの巣状の幾き何か学がく的パターンがあらわれそうなほど入念に整せい頓とんされた部屋──副長室。

　そこに佇たたずむ副長フランツ・利根・エアハルト──目の下にクマ／一いつ睡すいもしてなさそう／なんか〈アンタレス事件〉を思い出す。

「先日の事情聴取の件で、質問と報告があるそうだな？」副長──てきぱきＰＤＡで各部署にメッセージを送信中。

「はい」陽炎──ぴしっと姿勢を正して。「私はイタリア語を話していましたか？」

　おそろしくふざけた質問──だが副長のいつもの憤ふん激げきはなし。

　ぱたんとＰＤＡを閉じる／はっきりとうなずく。

「配属当時、お前は、ドイツ語とイタリア語を使い分けていた」

　カチッ──心の中の何かが音を立てる／失われていたものが急激に意味をなす。

　自分の母親──オペラ狂ぐるい＝本場のイタリア語を娘むすめにも習わせる。

　失われた記き憶おく──心をトラウマから守るため身代わりで死んだ別の私。

　いや──それはまだ生きている。こうして自分が思い出したからには。

「他ほかには？」副長──平然／何かを隠かくしているのかどうかも分からない／こういう局面では実にやりにくい相手。

「ウィリー・ココシュカが死亡した現場に、なぜ内務調査課だけでなく軍の人間が？　昨日、内務大臣を暗殺したという、元部隊員のしわざというわけですか？」

「いや」さっと何かの思案が副長の目をよぎる。「大たい尉いが捜さがしているのは特甲猟りよう兵へいだ。むしろ元部隊員たちは、その手掛かりの一つにすぎん」

「まさか──」口にしつつ呆あつ気けに取られる。「特甲猟兵が飛行機を墜落させたと？」

「確証はない。だが可能性はある」

「しかし……武器は？　それとも、何らかの手段で、転送を実行した……？」

「不明だ」

　恐おそろしく端たん的てきな返答──むしろ〝脱だつ走そうした軍の特甲児童の中でも、特大級の武力を誇ほこる人物が、好き勝手に特甲を転送できるなどという危険が都市のど真ん中で発生したかもしれない〟という危機感が如によ実じつに伝わって来る。

「……なぜ、可能性があると？」

「くだんの特甲猟兵が脱走した砂さ漠ばくの待機所の壁かべに、〝僕は鳥を殺した〟という言葉と、複数の日付が残されていたそうだ」

「鳥……？」

「そうだ。そして同地域で、アメリカとドイツの最新型戦せん闘とう機が相次いで墜落した」

　ぽかんとなる。「戦闘機？」

「被ひ害がいは計三機。うち一機はアメリカのＦ22ＡⅢだ。これはＦ15の後こう継けい機きたるしろもので、高度なステルス機能、超音速での巡じゆん航こう、単独で戦闘機の編隊と戦える超高度な空中戦闘能力を誇る、究極の機体だ。それが撃げき墜ついされた可能性がある」

　ぞくっと背筋に悪お寒かんが走る──別次元という言葉が思い出される。

「……その機体が墜落した日と、残された日付が一いつ致ちしたということですか？」

　うなずく副長──その目が〝お前は何を知っている？〟と問うている。

「お頼たのみしたいことがあります」

「なんだ？」

「先日、事情聴ちよう取しゆの際に見せられた顔写真をお借り出来ないでしょうか。よく見れば何か思い出すかもしれません」

　副長──ストップウォッチで計ったかのような沈ちん黙もく／思案／ぱかっとＰＤＡの蓋ふたを開く。

　きちきちした指の動き──データ呼び出し＝複数の顔写真。

「良かろう。ただし何を思い出すにせよ、迅じん速そくに私に報告しろ。それが最大限の掩えん護ごを保つ唯ゆい一いつの手段であり、お前の命を守るすべだ。相手は砂漠での戦闘の概がい念ねんを変えた化け物かもしれん。くれぐれも慎しん重ちようにやれ」




　朝食──昨日に続き、涼月＝そわそわ／夕霧＝ぼんやり／陽炎＝思案げ。

　三人三様の面おも持もち／心持ち──はっきりと言葉にならない何かで胸を塞ふさがれたまま、得体の知れない事態の周辺をさまよう。

　すぐに出動──制服に着き替がえ、装そう甲こう車両に乗り込む夕霧＝鼻歌＝ふんふんふふーん♪

　忍しのび寄る何かに耐たえて──心の中で膨ふくらむ不安を懸けん命めいに抑おさえつけて。心の歌を失うまいと必死にステップする姿も、周囲からは〝いつもの能天気〟としか理解されない。

　涼月も陽炎も、夕霧の様子がどこかおかしいことを察していても、自分たちの気持ちにとらわれたまま。

　移動──昨日と同じく装甲車両に乗って右往左往。

　どこへ行っても敵は見当たらず──ただ敵がいたらしい建物を眺める／敵が使ったらしい車や武器を眺める／敵が交かわしたらしい通信データを眺める。

　傍ぼう観かんに等しい任務──まるでわざと堂どう々どう巡めぐりをさせられているよう。

　そして極きわめつけ──敵の死体を眺める。

　第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オス──中央銀行アデーア支店＝その地下金庫から何かを奪うばおうとしたらしい元特とく殊しゆ部隊員たちが、五体をバラバラに吹ふき飛ばされて血の海に沈しずんでいた。

　封ふう鎖さされる銀行──脅きよう威いはないとされ、建物の中から追い出される三人／憲兵たち。

「……見たか」涼月＝剣けん吞のんな顔。

「ああ」陽炎＝考え込みながら。「間ま違ちがいない。事情聴取で見せられた、元第四作戦小隊の連中だ。まさか殺害されるとはな」

「誰がやったんだ？」

「さて」思案──既すでにある答えについては言げん及きゆうせず。

　目の前の事件について話し合う二人──夕霧はただ空を見ていた。青い綺き麗れいな空。膨らむ不安をどうしたら良いかも分からずに。

　さらに移動──さらに成果なし。

　主犯と目されていた連中が死んだことから捜そう査さが難航──銃じゆう声せい一つ聞かずに帰き還かん。

　本部ビル二階の食堂──遅おそい昼食。

　事件のせいで苛いら立だつ涼月──事件のことを考える陽炎──事件へは目を向けない夕霧。

　そしてさらなる極めつけ──ニュース。

　食堂にいた隊員たちが、どよめきとともに一いつ斉せいに席を立った。

　モニターに群がり寄る──啞あ然ぜんとそれを見る涼月／じっと報道の内容を聞く陽炎。

　逮たい捕ほ──国際指名手配犯。

　リヒャルト・トラクルという名の男が国境検問所にて拘こう束そくされ、公安が身み柄がらを確保。

　その顔写真──特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／生気に満ちた緑の目／吊つり上がった唇くちびる。

　涼月──あんぐり口を開けたまま陽炎を振ふり返る。「おい……あれって……」

　小さくうなずく。「支し援えん型テロを行う幽霊ダミー企き業ぎようプリンチップ社のエージェントだ」

「くそったれ!!」椅い子すを蹴け飛とばす涼月──頂点に達するいらつき。「いったい何が起こってるかも分からずに、ここにいるあたしらみんな、なんにも出来ねーままじゃねーか！」

　ニュースに反応する二人──夕霧はただモニターに映る男の顔を見ていた。

　んーんんーんー♪　と歌／足あし踏ぶみを繰くり返す／忍び寄る冷たい虚きよ無むと不安に耐えて。

　モニターに映る男。

　間違いなくそれは、プラーター地区で、白露が乗った車の中にいた男だった。

　それはまた、夕霧自身が、以前に会っていた男だった。

　深い虚無の暗くら闇やみの中で。




　夜──シャワー／三人とも何かで喉のどを塞がれたように言葉少な／それぞれの部屋へ。

　涼月──いらいらに任せて空気に向かって猛もう烈れつなフック＝ふいにメールの着信音。

　携けい帯たい電話を見る──ぎくりと強こわばる。

　送信元＝吹雪──今すぐ会ってお話出来ないか。

　やけに簡潔──吹雪らしくない。

　嫌いやぁーな胸むな騒さわぎ／さっさと身み繕づくろい／なぜか出来る限り肌はだを隠かくして部屋を出る。

　エレベーター──二階の食堂＝その脇わきの非常階段で待ち合わせ。

　不安を紛まぎらわすために煙草たばこに火をつける＝なんとなく吹雪に見られる前にジッポライターをポッケに突つっ込む。

　ほどなくして非常階段の扉とびらがそっと開かれる──おずおず現れる吹雪。

「ごめんね……涼月ちゃん。急に、呼び出したりして……」

「いや……」少年のほっそりした体たい軀くが心に迫せまる──一緒にベッドにいるところを想像しかけて慌あわてて振り払はらう。「な、なんかあったのか？」

「メールで送ると監かん視しプログラムに引っかかるかもしれなくて……」青ざめた顔──声が震ふるえている。「レベル３について……」

　やっと相手の様子がおかしいことに気づく──しいて明るく返す。「分かったのか？」

「涼月ちゃんがいつも転送する特甲はレニヴベオー・ルアイ１ン・ウ・ントＢ・ベーに分類されるの」どこから説明するか、あらかじめ考えてきたような口調。「公安の特甲はレニヴオベー・ルツヴア２イ・ウ・ントＡ・アー。空中機動型で、涼月ちゃんたちより、ランクが二つ上の武装」

「へえ」少しずつ不安が迫るのを感じる／あえて鷹おう揚ようにうなずく──煙けむりをふかす。「だから軍のヘリを墜おとしたり出来るってわけか」

「うん……。それで特甲猟りよう兵へいの基本装備はレベル３でしょ。だから涼月ちゃんとは違う処置が取られてるの。基本は同じ人格改変プログラムなんだけど……もっと強力なもの。詳しよう細さいは分からないけど、一つだけ条件が違ってて……。それは、決して複数の特甲児童でチームを組まないということ。特甲猟兵は基本的に、全員が、単独で働くの」

「ふーん」まだ半分も吸っていない煙草の火を踏ふみ消す──先ほど隠したジッポライターを出して新しいものに火をつける──とにかく何かしていないと落ち着かない。「一人にしとかねーとダメな理由でもあんのか？」

「分からない……もしかすると、そういうことかもしれない」

　妙みようにぼかした言い方──わざとではない。

　吹雪自身も、知ろうとしているのだということが分かった。

　この自分のために──不安と戦いながら。

　自分から踏み込む──自分と相手のために。「で、あたしに何の関係があるんだ？」

「この都市でレベル３が使用された記録を見つけたの」吹雪の唇から血の気が引く──声の震えが増す。「どうやら初出撃のときのことみたい」

　ぞくり──どすん──寒気と衝しよう撃げきが同時に来た。

　形のない何か。猛烈な不安とともに。

「涼月ちゃん……公安の特甲児童がお互たがいに殺し合ったっていう噂うわさ、知ってる……？」

　声が遠くから聞こえる気がした──力が抜ぬけきったようになって、勝手に口が答えた。

「いや……」

「意味論的検けん索さくで……最も意味をなす順序で情報を集めて、そうなんだってことが分かったの。人格改変プログラムが使用中止になった理由が、それだっていうことが」

　よろめく──背に壁かべの感かん触しよく。「特甲児童の……殺し合いが……？」

「そう」吹雪──泣き出しそうな顔。「僕がＭＰＢに配属される以前に……涼月ちゃんの初出撃のときに、それが起こったの」

　きーんと耳鳴り──頭に痺しびれるような感覚。

　到とう来らいする何か／はっきりとした何か。

　理解。

　六人の特甲児童が同じ日、初めて出撃した。ただしそう決められていたわけではない。

　公安と憲兵は、指揮系統が別だ──そしてＢＶＴは現場指揮を執とらない。

　つまり、同じ事件を、公安と憲兵がそれぞれ追ったのだ──同時に／並へい行こうして。

　そしてあたしたちみんなが遭そう遇ぐうした。

　そしてあのとき誰かがそれをした。

　そしてそのせいでおかしくなった。

　マスターサーバーから必要以上に強きよう烈れつな武装を引っ張り出したのがきっかけで。

　自分は知っている。なぜならそこにいたから。武器と一体である四し肢しを駆く使しして。

　仲間同士で殺し合う現場にいた。

　少女──崩くずれ落ちるタワーから助けてくれた誰かさん。

　あの少女の顔に、誰が傷をつけたのかを自分は知っている。

　仲間同士で殺し合った証しよう拠こたる傷──自分もその場で見ていた。

　葬ほうむられた初出撃の記録──消えた記き憶おく──消されるべき記憶。

　内務調査課の〝評価〟＝三人をバラバラにすべきかどうか。

　特甲猟兵がチームを組めない理由。

　処置が必要な理由。

　レベル３──仲間殺しの引き金。




　　　聖ハイ土リヒ・曜ザムス日ターク




　朝食──考え込む涼月／考え込む陽炎／考え込む夕霧──塞ふさがれる言葉。

　互いの思いを伝えるすべを見つけられないまま、出来る限りふだん通りの会話を交かわしたまま、三人とも席を立っていた。

　準待機──僅わずかな時間だけ許された、自由な外出。

　三人が本部ビルを出る／すぐに戻もどると互いに口にしながら。

　それぞれ別の方へ向かって歩いていった──まるで分かれ道を辿たどるように。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──南部の開発指定地区。

　政府が管理するハイテク産業のための研究開発施し設せつ──どうやら暗殺された内務大臣が関係していた場所。

　敵に施設を使わせていたという情報──その口くち封ふうじのために内務大臣は殺されたのだという、治安機構のひそかな見解＝吹雪が極ごく秘ひ情報を見つけ出してメールで教えてくれた。

　施設──弾だん痕こん／瓦が礫れき／大型兵器の残ざん骸がい。

　涼月の知らないところで行われた戦せん闘とうの名残なごり。

　大勢の捜そう査さ官かん──現場検証／施設の解かい析せき。

　その一人であるような顔をして中に入る──ＭＰＢの制服／記章／徽き章しよう。

　裏手に停とめられた大型の通信車両──その後部車両からゆっくりと出てくる初老の男。

　いた──トマス・バロウ神父＝特甲児童の開発者の一人。

　どくっと心臓が音を立てた。

　陽炎から言われていた通りの姿──司祭服／見事な白はく髪はつ／だがそれ以上の何か──自分はおそらくあの人物を知っているという直感。

　歩み寄る──早足になる──相手を呼ぶ前に、口が勝手に叫さけびを上げていた。

「あたしは、おかしくなるのか!?」

　まるで悲鳴──周囲の者たちがぎょっとなる／神父がこちらを振ふり返って瞠どう目もくする。

「レベル３だ!!　あれが、あたしたちをおかしくさせる!!　そうなんだろッ!?」

　神父が歩み寄る──迷子の子供のように叫ぶ涼月のもとへ／優やさしい大人がそうするように／相手を安心させるような足取りと穏おだやかな表情で。

　そして涼月の前に来ると、身を屈かがめて言った。

「涼月・ディートリッヒ・シュルツ……私を覚えているかね？」

　優しい声──涼月はかぶりを振った／不安が悲しみとなって込み上げた／涙なみだが溢あふれた。

「あたしがおかしくなるんなら……もう、二人とはいられない。あいつらと一いつ緒しよじゃ……。三人一緒じゃ、いられなくなる……」

　神父はそっと腕うでを伸のばし、自分の法衣で涙を吸い込んでやろうとするように涼月の頭を抱だき寄せ──言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、涼月……私が、そうならないようにしてみせる」




　第インネ一レシユ区タツト──環かん状じよう道路〈リンク〉の外側にある環状道路〈二号線〉──そのさらに外側を囲む、第三の環状道路＝通つう称しよう〈帯ギユルテル〉。

　日中は忙いそがしげに車が行き交かう通り──夜は〝真しん珠じゆたち〟と呼ばれる娼しよう婦ふたちが立ち並ぶ。

　市庁舎で〝公共的売春事業者〟の連れん絡らく先を確かく認にん──〈ギュルテル〉界かい隈わいに住みついた少女を呼び出す＝カフェで再会。

「どう？　調子は」陽炎──なんとなく無難な挨あい拶さつ／出来るだけ敬意を払はらった態度。

「まあまあ。家賃と税金を払って健康診しん断だんが受けられるくらいには稼かせげてるよ」したたかな笑えみ──赤毛の少女＝陽炎がムージルと戦争した際に出会った未成年娼婦。「ただ、ちょっと悩なやんでる」

「悩み？」

「この仕事をやめてさ、雑貨屋か古着屋でもやろっかなって。仲間の二人と一緒に」

「やめるんだ」

「学校とか行きたいしさ。でも娼婦のままじゃクラスメイトが客になっちゃうじゃん？」

　そう言って笑った──あ、笑っていいところなんだ、と相手に合わせて遠えん慮りよがちに笑う。

「で？　あたしに聞きたいことって？　ムージルは檻おりの中だし、ゲス野や郎ろうたちは、みんなあんたたちがやっつけてくれたじゃん。あたしが教えられることなんてあんの？」

　自分の境きよう遇ぐうに対して、これっぽっちも負けた態度を見せない──なんか涼月みたい。

　同じように受験勉強とかしてそう、などと思いつつ、携けい帯たい電話の画面で、副長からせしめた顔写真のデータを見せた。

「この中で見覚えのある人、いる？」

「うん。こいつらってムージルから銃じゆうとか買ってたかも」ずばり口にする。「オヤジたちが、あたしらを寝ねかせて金を取ろうとしたから覚えてる。誰だれも買わなかったけどさ」

「じゃ、この子もいた？」

　少年の顔写真──特甲猟りよう兵へい。

「いたよ。ほら……昨日、ニュースでやってた、逮たい捕ほされた男、なんてったっけ？」

「リヒャルト・トラクル？」

「そうそう。そいつと一緒にムージルの屋や敷しきに来たよ。ひと晩だけだったけど」

　ビンゴ──だが念のため確認。

「本当に？　間ま違ちがいない？」

「うん。寝たから。覚えてる」

　ちょっと気き後おくれ。「……そうなの？」

「逮捕された男じゃなくて、この男の子ね。寝たっていっても何もしなかったな。添そい寝とかして、話し相手になってただけ。すごい楽だった。裸はだかは見せたけど」完全な仕事口調──私情など一いつ片ぺんとてなし。

「どんな話をしたの？」

「お金を石ころに変える仕事してるってさ」

「石ころ？」

「アフリカのお守りとか言ってた。一つもらったんだ」財さい布ふを取り出す──うずらの卵ほどもある乳白色の石を見せる。

　ガムを膨ふくらませようとしてプスッとしぼむ／ごくっと生なま唾つば──恐おそろしくやばいものを見ているのだという理解。

〝ウィリー・ココシュカは金を別のものに変えていた〟＝これがそれだと確信しつつ、少女の無学さを指し摘てきしたりしないよう言った。「なんだと思う？」

「これ？　水すい晶しようかなんか？」

　ささやき声。「ダイヤモンドの原石」

　少女の目がまん丸に──指を震ふるわせながら石を握にぎる／泣きそうな顔で笑う。

「……仕事やめて、三人で学校に行くよ」

「質しち屋やとかじゃなくて、ちゃんと原石を買う業者に、高値で売るといいよ」

　こくっとうなずく。「あんたと会うと、ツキが回ってくるみたい」

「それは良かった」本心から口にする──さらに確認。「他ほかに何か話をした？」

「話っていうか、バイオリン弾ひいてた」

　ぴたりと動きを止める。「え……？」

「綺き麗れいな音だけど、あたしにはちょっと分かんないな。普ふ段だんは公園で弾いてるって」

　戦せん慄りつ──顔から血の気が引くのが自分でも分かる＝声が震える。「どこの……？」

「プラーター公園。素人しろうとの芸人とかいっぱいいるじゃない。聴ききに行くなんてことしなかったけどね。なんか危ないの、目がさ。砂さ漠ばくで鳥を殺したとか急に喋しやべり初めるし。怖こわくなっちゃった。もしそいつの部屋から死体とかがいっぱい出て来ても驚おどろかないかも、あたし」




　第オツ十タク六リン区グ──高層アパート＝八階の一室。

　安っぽいドアの前で、夕霧はじっと微び動どうだにせず立ちすくんでいた。

　ドアの隙すき間ま──鍵かぎがかかっていないのが一目で分かる。

　少年があえてそうしたのが感じられた。少年が三十分ほど前に部屋を出たのを、夕霧は向かいのアパートの屋上から見ていた。夕霧に見られていることを、もしかすると少年は知っているのかもしれないと思いながら。そしてドアを前にして、その思いは確信に変わった。

　来いと言っている──見ろと言っている──思い出せと言っている。

　ずっと前に会ってたんだ。

　ドアノブ──ゆっくりと開いた。

　薄うす暗ぐらい──乾かわいた匂におい──砂漠の空気。

　狭せまい廊ろう下か──虚うつろな部屋。

　病院に置いてあるようなパイプのベッド──開きっぱなしの棚たな＝数着しかない衣服。

　小さな円えん卓たくの上に籠かご──中には何もない。

　破片＝卵の殻から／シュロの葉。

　食べたのだと思った。

　床ゆかに置かれた電話／端たん末まつ／モニター──食器とかゴミ箱とかソファとか冷蔵庫とか、生活に関するものが他に何もなかった。

　モニターの前で膝ひざをつく──端末＝データスティックが差し込まれている。

　起動──ウィンドウ＝データスティックの中身を繰くり返し再生したことを意味する表示。

　何百回も繰り返し見ていたことを示すリピート数──その映像をオンにした。

　端末から響ひびき出す歌声。

《──アっブラハムのぉ、子らは七人っ♪》

　銃じゆう火か──映像の中の夕霧が、右の二の腕うでを木っ端ぱ微み塵じんに砕くだき折られ、血と白銀の液状金属を噴ふき出した。

　画面の前の夕霧──凝ぎよう視し／ぴくりとも動かず。

《ひっとりは、ひょろ長、あとはずんぐり♪》

　銃火──映像の中の夕霧が、左腕を肩かたからもぎ取られ、弱々しく這はった。

　歌──火──血──一本ずつ四し肢しをもぎ取られてゆく少女──まるで殺人ビデオ。

　そして虚きよ無むの歌声。《うぐうぐううー♪》

　画面が揺ゆれる──カメラが地面に落ちる。

　もげた脚あしをくわえて銃を持つ青年を殺害する夕霧の姿を、回しっぱなしのカメラが捕とらえる。

　そして唐とう突とつに終わる映像。

　配達の仕事──〝前の子がいなくなった〟──夕霧がその五体を血の沼ぬまに変えた。

　鷲わし鼻ばなの男が、夕霧の目の前でこのテープを取り去っていった。深い地下の暗くら闇やみで。

　自動リピート──手が反射的にオフに。

　空想──血に染まる花はな園ぞの／血に染まる虹にじ／血に染まる少年と少女／響き渡わたる虚無の歌声。

　記き憶おく──血とともに甦よみがえるもの。

　夕霧＝涼月や陽炎より一足早く〝卒業〟──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉から別の訓練施し設せつへ。

　そこで出会った少年──忘れてしまった多くの思い──それでも残るもの。

　歌──少年が欲ほつした。夕霧が歌った。戦争に行く少年のために。再会の祈いのりを込こめて。

　願い──夕霧にとって必要だったもの。諦あきらめていたもの。それを少年が与あたえてくれた。

　もし少年の身に何かあっても──その心と命が夕霧の中で生き続けるように。

　おへその下辺り──あたたかな何か。

　夕霧が三番目に欲しがっていたもの。肉体の損傷＝幼少期の機能低下による透とう析せき治ち療りよう。

〝その跡あとすら、もう消されてしまったけれど〟＝感情と物質──乗り移る心──移植。

　ふいに騒そう々ぞうしいコール音──電話。

　のろのろと見る──だらんと垂れ下がる両手／受話器を取ろうとする力すらなく。

　音がやむ──留守番電話＝応答文の再生。

　響き出す声。《──夕霧さん？》

　夕霧は動かず──ただ電話を凝視。

《そこにいるんだね……夕霧さん。僕だよ。白露だよ。君が歌ってくれたＣＤが出来たんだ。本当は手て渡わたしたかったけど、仕事があってね。さっき君が住んでいる建物に送ったよ。もし良かったら今から公園に来ない？　また一いつ緒しよに歌おう。僕はずっと君のこと──》

　録音時間が終わり、声が途と切ぎれた。

　さっと手が無意識に受話器を取る──もうつながっていないことが分かる。

　受話器を置いた。手に震ふるえ──両目に涙なみだの薄うすい膜まく。

　奇き妙みような感覚＝希望と絶望の攪かく拌はん／嘔おう吐と感──自分の心が分からない。

　ゆっくりと立ち上がった。

　とんとん。かかとを鳴らす──弱々しく。

　どこにも逃にげられないのが分かっただけ。




　第ヒ三ン十ブ四ル区ク──封ふう鎖さ中の施設のロビー＝ベンチに並んで座る涼月＋神父。

「強力な武装に伴ともなう、急激な人格改変プログラムの進行は、心理開発部門では揺よう籃らん状態と呼ばれていた。心が、揺りかごの中にいるような安らぎに満ちるという意味で」

「安らぎ……？」

「そうだ。トラウマを回かい避ひするために、心の一部を盾たてにする〝身代わり〟と違ちがい、〝揺りかご〟は心そのものを眠ねむらせてしまう」

「多重人格者みたいに？」

「人格が分ぶん裂れつするわけではない。揺籃は、いわば高度な瞑めい想そう状態であり、それ自体は心に害をなすものではないのだ。ただ、自他の区別が曖あい昧まいになる。敵味方の区別も」

「気分が良くなって……仲間を殺すんですか？」涼月──相手に敬意を払はらいつつも険しい表情に。「なんか、麻ま薬やくみたいだ……」

「君は、仲間を殺害したりはしていないよ、涼月」神父──やんわりと相手の感情を宥なだめるように。「これからもそんなことは起こらない。人格改変プログラムが中止されてのち、君たちの心には様々な処置が施ほどこされた。そうたやすく身代わりが発生したり、揺りかごで眠ったりはしない。また実際にそうなったときも、正常に戻もどす方法はある」

「絶対に……おかしくならない？」まるきり子供の口調──すがりたくて仕方ない。

「君が今のままの心を育てていけば」微び笑しよう──重い責務に耐たえ続ける男の柔にゆう和わさ。

　ぐすっと洟はなをすする──なけなしの勇気と力を込めてうなずく。

「名前を教えて下さい。仲間同士で殺し合って死んだっていう、公安の特甲児童の名前を」

　神父はそっとその名を告げた。

「皇スメラギ・アンジェラ・ヴァール。螢ホタル・ヘレン・トローベル」

「墓はあるんですか？」

「仮の墓標はある。だが遺体はない。激しい戦せん闘とうののち行方ゆくえ不明になった。だがそのときの損傷からして、死は間ま違ちがいない」

「じゃ、生きてるかもしれない？」

「……ときおり、そう思えることもある」

　立ち上がる──赤くなった目や鼻を隠かくすようにうつむき、礼を言おうとしたとき。

　脳のう裏りで爆はぜる無線通信いぬぶえ──陽炎の叫さけび。

《夕霧が敵と一緒にいる!!　今すぐプラーター公園に向かえ、涼月っ!!》




　第レオポ二ルトシ区ユタツト──プラーター公園。

　みな遊園地のイベント＋教会のミサへ──人通りは少なく、芸人の姿もまばら。

　閑かん散さんとする日本庭園──バイオリンを奏かなでる少年だけがそこにいた。

　夕霧の脳裏に明めい滅めつするもの──緊きん急きゆう通信のサイン＝だが応答せず／通信を全すべてオフに。

　近づく──足が勝手に進む／美しい音色に惹ひかれて。

　なぜか今は血の臭においがする。

　立ち止まる──虹にじの歌──だが夕霧は歌わない。

　ただ少年が奏で終えるのを待っている。

「君の中に僕がいるんだ」ゆっくりと最後のフレーズを弾ひく──夕霧を見る。「僕が失った心が、君の中でまだ生きてる。それが君に必要であることも、僕が望んで君にそれをあげたのも分かってる。でも、もう、それしかないんだ。僕に残された本当の心は」

　夕霧の手がへその下へ──あたたかな何か。

「悪夢を消したい。砂さ漠ばくから出たいんだ。そのために僕は心を取り戻して、僕を砂漠に追いやった全てを壊こわしてしまいたい」

　両手を広げる少年──夕霧が自分から進んでその身を捧ささげると確信しているように。

「だから……僕が君にあげた腎じん臓ぞうを、食べたい」

　砂漠を見つめ続ける目──その奥に光るまぎれもない純じゆん粋すいな思し慕ぼと求きゆう憐れんの念。

　それらを見て取るとともに、夕霧は自然と相手に向かって歩き出していた。

　何かを考えることもなく。ただ相手に与あたえられたものを差し出すために。

　微笑ほほえみ──冷たく透すき通った目。「ありがとう、夕霧さん──」

　ダーン！

　銃じゆう声せい──青白い火花が少年の胸に爆ぜた。

　夕霧が再び立ち止まる──凍こおりつく。

　まるでスローモーション──少年がのけぞる──倒たおれる──飛び散る火花＝電でん撃げき弾だんの輝かがやき。

　木々の間から急行する車両群──走り寄る完全武装の軍人たち／ヘリの轟ごう音おん。

　凝ぎよう然ぜんとなる夕霧／倒れたままの少年──両者を取り囲む者たち＝完かん璧ぺきな円えん陣じん防ぼう御ぎよ。

「大したダメージではないはずだ！」

　車両の一つ──指揮官らしい男＝軍服／大たい尉いの階級章／手に通信マイク。

「電磁波兵器の用意を！　狙そ撃げき兵へい、やつの両りよう腕うで両りよう脚あしを奪うばえ！」

　銃声──少年の腿ももに穴があいた。立て続け──二の腕が抉えぐれる／肘ひじが砕くだける／足首が千切れ飛ぶ／機械の手足が破は壊かいされる／それでも手にした楽器を放さずのたうつ。

　少年の悲しい顔／冷たい目が地面から夕霧を見つめる──唇くちびるが、血ち塗ぬられた言葉をささやく。

「転送を開かい封ふう」

　動くことも出来ず立ちすくむ夕霧の眼前で、白熱する輝きが少年の四し肢しを包み込んだ。

　粒りゆう子し状に分解／置ち換かん──一秒とかからず＝砕けた手足が、禍まが々まがしい鋭するどさに満ちた銀色の機き甲こうに変へん貌ぼう／全身を鎧よろいのように包む／悲しい顔さえ覆おおい尽つくす／まるで刃やいばで出来た甲かつ冑ちゆう。

　変貌──手にしていた弓が銀色の斧おののようなものに／楽器が腕と一体化した盾たてに。

　浮ふ遊ゆう──刃の甲冑が虹にじ色いろの輝きを帯びる／横たわったまま宙へ浮うかんでゆく。

　刃と化した両足──立って歩くことも出来ない形をした何か／まるで戦闘機の翼つばさ。

　キリキリと何かを激しく引っ搔かくような騒そう音おん──抗磁圧による浮ふ力りよく。

　甲冑がぐるりと宙で縦になる。

　斧を持つ手を掲かかげる──唸うなりを上げて振ふり下ろす。

　衝しよう撃げき──抗磁圧の爆ばく風ふう。

　夕霧の背後にいた兵士／車両がまとめてひしゃげて吹ふっ飛んだ。

　絶ぜつ叫きよう／怒ど号ごう／激しい銃撃──甲冑が盾を掲げる＝抗磁圧の壁かべが弾丸の軌き道どうを逸そらす。

　さっと甲冑が頭上を向く──凄すさまじいまでの騒音とともに上空へ飛び立つ。

　遥はるか頭上──振ふり下ろされる斧。

　まるで魔ま法ほう＝一直線に宙を走る爆圧が、ヘリの操縦席を木っ端ぱ微み塵じんに打ち砕いた。

　ヘリの落下──木々の間で爆ばく炎えん。

　真っ直すぐ降りてくる甲冑──夕霧の頭上で滞たい空くう＝そのギザギザの左手が差し出される。

　空へ招く手──血が臭う暗くら闇やみの花はな園ぞのへ。

　飛び交かう銃弾──おずおずと夕霧が手を上げる／ゆっくりと伸のばす。

　だが鎧で覆われた相手を見つめ、互たがいに手を握にぎる寸前──悲しく声を放っていた。

「転送を開封」

　機甲化──一秒余＝白銀の特甲姿。

　その両腕に内蔵された液フリ状ユスイ金ヒメ属タルと硬こう化か装置を瞬しゆん時じに起動させ、両手の指からワイヤーを放射──切断機能を落とし、相手を拘こう束そくして自分が今いる地上に引き止めようとした刹せつ那な。

　相手は事前にそうされることを察していたように、斧をひとなぎした。

　衝撃──夕霧の両腕が同時にねじ切れた。

　身体からだが真っ直ぐ後ろへ吹っ飛ばされた──転てん倒とう＝銀の輝きを血のように撒まき散らした。

　地面に這はいつくばったまま震ふるえながら顔を上げた。

　甲冑が振るう斧──躍やつ起きになる軍人たちがなぎ倒される／指揮官らしい男が上げる絶叫／爆風で横転する車両群。

　かつてない無力さ──夕霧の心に忍しのび寄る虚きよ無むがささやく＝白露は行ってしまう。

　自分がその手を拒こばんだから。

　二度と届かない場所──再び会うときは今よりもっと血の臭においがすることになる場所へ。

「あーああーあーあー♪」

　虚無の歌声が口から零こぼれる──白露を止めるすべを求める。

　虚無が告げる＝お前はもうそれを知っている。初めて人を殺した日に求めたものを。

　虚無がいざなう＝ふいに──心のどこかに厳重に封印されていたものが解き放たれ、たとえようもない安らかな気分が世界を包んでいた。

　壊れた両腕に燃えるようなエメラルドの輝き＝脳のう裏りにいつかどこかで聞いた電子音声。

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承しよう認にん。戦せん闘とう員のアクセス権限を拡大。バランサーを解除》

　マスターサーバー自らの告知──ああ、神様──綺き麗れいな青さに満ちる空のイメージが急激に広がり、そして夕霧の心が、あたたかな揺ゆりかごに抱だかれた。

　そして虚無の声──まるで笑うように。

《特甲レベル３の転送を開始します》




　驀ばく進しんする装そう甲こう車両が橋を渡わたる──屋根の上＝涼月＋陽炎。

　二人の脳のう裏りに爆はぜる無線通信＝副長。《レベル３の転送が実行された！　敵の特甲猟りよう兵へいは軍に任せ、お前たちは夕霧の確保を優先しろ。いいな。決して敵には手を出すな！》

　戦せん慄りつ──震え出す涼月＝神父と話したことで得られた安心感が脆もろくも崩くずれ去る。

「……夕霧か？　最初におかしくなったのは、あいつの顔に傷をつけたのは──」

「涼月……？」陽炎──訝いぶかしげに相手の顔を覗のぞき込む。「何を言ってるんだ？」

「レベル３だ。あれが何もかもおかしくする。大人たちだって何があったか本当は分かってないんだ。それくらい、あたしたちが、メチャクチャにやり合ったから──」

　震え──現実感覚を失いかける／歯を食いしばって保つ。

　装甲車両が現場に到とう着ちやく──目にしたものに啞あ然ぜんとなる涼月＋陽炎。

　破壊のきわみのような惨さん状じよう──炎ほのお／なんだか分からない残ざん骸がい／人の死体。

　その渦か中ちゆうで躍おどり狂くるう銀の輝かがやきが二つ。

　地表付近──夕霧。

　上空──得体の知れない銀色の化け物。

　夕霧──夢見るような虚うつろな顔／宙に浮うく身体／渦うずを巻く目に見えない抗磁圧の領フイー域ルド。

　立つという構造を放ほう棄きした、鋭えい利りな尖とがった足先＝浮ふ遊ゆう機動型の脚きやく部ぶ。

　周辺でのたくるもの＝夕霧のだらんと下げた両腕から生え伸びる、白銀のイバラ。

　電気ノコギリのような振しん動どう音＝束になったワイヤーの群──輝かしい鉄てつ条じよう網もうの雄お叫たけび。

　何本あるのか知れないイバラがそこら中をなぎ払はらう──絡からみつかれた装甲車両がバラバラになる／空にいる銀の甲かつ冑ちゆうの手足をとらえ、ぎざぎざの触しよく手しゆが鎧よろいにこすれ、引っ搔かき、金切り声を上げる──まるで心の悲鳴。
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　涼月＋陽炎──瞬時に機甲化＝声を上げて夕霧のもとへ。

　甲冑がにわかに二人に向かって斧おのを振ふるった。

　抗磁圧の爆ばく風ふう＝飛び退のいた涼月＋陽炎／一いち撃げきで手足が歪ゆがむ／転倒──すぐさま損傷カ所を再転送して疾しつ走そう。

　イバラの海──陽炎が右みぎ腕うでと一体化したライフルを盾たてに＝ずたずたに裂さかれる／胴どう体たいを両断されかける。

　その背後から飛び出す涼月──イバラの壁かべを殴なぐりつけた拳こぶしが逆に火花を上げて吹ふき飛ぶ／構わずもう一方の拳で殴りつけ、隙すき間まをこじ開け飛び込み、叫さけんだ。

「夕霧────ッ!!」

　だが夕霧は虚ろな顔で空にいる甲冑を見上げている。

　その刃やいばのような鎧にイバラをからませては千切られる。行かないで欲しかった。全すべてを捧ささげても構わなかった。だから白露が行こうとしているところにだけは行って欲しくなかった。

　たとえ砂さ漠ばくから出るためでも──暗い血の臭いのする楽園にだけは。

　そしてその願いさえも安らぎの中に溶とけてゆく──無限に落下するような感覚。

　あるいは綺麗な青色に満ちる空に吞のみ込まれる。全ての願いが叶かなう場所へ──

　ふと、その目が、かすかな光をともした。

　頰ほおにあたたかなもの──ぽたぽたこぼれ落ちる、赤い雫しずく。

　眼まな差ざしが焦しよう点てんを結ぶ──虚無が遠ざかる。

　解放された何かが急激に封印へと向かい、かつて幾いく重えにも施ほどこされた処置によって、いったん現れた揺りかごが解体され、眠ねむっていた心を目覚めさせる。

「夕霧……」

　涼月──壊こわれた四し肢し／夕霧の眼前でイバラに絡まれて宙ちゆう吊づりに／降り注ぐ血の雫。

　夕霧の目が大きく見開かれる──驚きよう愕がく＝長く尾おを引く悲鳴とも泣き声ともつかぬ叫び。

　あ～～～～～～～～ッ。

　エメラルドの輝き──還送の実行／イバラが液状に戻もどり銀のきらめきとともに消失。

　涼月がどっと地面に倒たおれる──陽炎が力なくひざまずく──元の姿に戻った夕霧が呆ぼう然ぜんと立ちつくして空を見上げる。

　上空──イバラから解放された甲冑がするすると昇のぼってゆき、やがて透とう明めいな青色のどこかへ消えていってしまった。




　　　日ゾ曜ンタ日ーク──復オス活テ祭ルン




　事情聴ちよう取しゆ──内務調査課の処置。

　何を訊きかれても答えない夕霧──ただ茫ぼう々ぼうとした眼差しを返すだけ。

　その中で一つだけ反応した言葉。

「なぜ彼の手を取らなかったのかね？」

　ぽつんと零こぼれる声。

「白露さんが好きだから」

　内務調査課の男は小さくうなずくと、電子手帳をたたんで席を立った。




　ＭＰＢ本部ビル十二階──女性隊員の寮りよう＝涼月の部屋に集まる三人。

　夕霧宛あてに送られてきたもの──一枚のＣＤ。

　手書きのタイトル＝『虹レーゲンボーゲン』。

　三人でそれを聴きいた。

　涼月と陽炎に挟はさまれて──二人に優やさしく肩かたを抱だかれながら。

　虹の歌──聖歌。映画音楽。オールディーズ。七つの歌。

　少女の歌声。少年の演奏。

「……夕霧ね、痛いって感じ、思い出したの」

　静かな声──二人が力を込こめて肩を抱く。

「痛いの。とっても痛いの」

　歌と音色が優しさとともに空気に満ち、少女は両手で胸を押さえてぽろぽろ涙なみだを零こぼしながら、大きく口を開いてそれを食べた。

　失われたものが少しでも甦よみがえるように。

　自分の中で生きているものが、この後も、ずっと生き続けていられるように。

　叶わぬと知りながら抱いだき続ける多くの思いとともに。

　祈いのることで、それを食べた。
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《総員へ告ぐ！　『このしろものはＭＰＢ隊員のイメージをいちじるしく損そこないます』とプリントされたマトリョーシカ型犠ぎ脳のう体兵器が、ＭＰＢ接続官コーラスの脳を拝借し、ドナウ川を南下中だ！》副長の無線通信──赤丸ほっぺの巨きよ大だい物体の接近＝白けきったＭＰＢ隊員たち。

「あー……」涼スズ月ツキ＝青筋──すぱーっとうんざり一服。「あの馬ば鹿かったれは、なんでまた脳のう味み噌そなんか使われてんだ？　もうあれか？　趣しゆ味みか？　なんかに目覚めたのか？」

　陽炎カゲロウ＝しみじみ細説。「あまりに危険なデザインのため、どのグループも使用を拒こばんだ残存兵器だ。ＭＰＢもうっかり見み逃のがしていたものが自律的に出番を求めて起動したらしい」

「知るかよ、もー」いじける。「どーせ副長のクソ陰いん険けんな策で踊おどらされるだけで実はよー」

「マトちゃん来ましたー！」夕霧＝浮うき浮き歓かん声せい──ざばーっと上陸する巨大兵器。

　ＭＰＢ中隊の面々はドナウ川で釣つり／カード／飲酒／ひなたぼっこ＝誰だれ一人として動かず。

「どうする？　吹雪フブキくんが脳を冒おかされていることは事実だぞ、小隊長」

「あ、もー」情けない顔。「超Ａ．絶Ｓ．速Ａ．攻Ｐ．でやんぞ、陽炎、夕霧。くそったれの狩ヤりクトのツ時アイ間トだ」

　謎なぞの機能で陸上を移動し始める巨大兵器──三人が散開。「転送を開かい封ふう」

　涼月＝白銀の特甲トツコー姿──いち早く敵に切せつ迫ぱく／いきなり腕うでの硬こう化か装置と液フリ状ユスイ金ヒメ属タルが作動＝殺人ワイヤーの乱らん舞ぶ／地面でバウンド／頭上を通過。「おうおわぁっ、危ねえーっ!?」

　夕霧＝真紅の特甲姿──右腕と一体化したライフルの重みでバランスを崩くずす／土ど堤てに銃じゆう身しんがひっかかる／ごろごろ斜しや面めんを転てん倒とう／上下逆さまの姿勢で停止。「…………ほえ？」

　陽炎＝漆黒の特甲姿──近辺のビル屋上にて狙撃フオロー体勢＝片かた膝ひざ立ちでファイティングポーズ／ぽつねんと拳こぶしを握にぎりつつ、ガムを弾はじかせ解かい釈しやく／解説。「ふむ……。転送に重大な齟そ齬ごが起きたらしい。敵に支配されたままの吹雪くんを、接続官コーラスとしても働かせたせいだろう」

「どんだけ酷こく使しされてんだよ！」呆あきれる──両手から放たれるワイヤーの切断機能をなんとかオフに／絡からまる／こける／じたばた。「なっ……おい！　どうやって消すんだ、これ！」

　巨大兵器が接近──謎の構造で下半身が展開／八本の長大な吸きゆう盤ばんつきの足が出現／にわかにタテイコンテン入フイ道ツシユ型兵器に変へん貌ぼう──もがく涼月にさらにぬるぬる絡みつくタコ足＝響ひびき渡わたる絶ぜつ叫きよう。

「うおおわおおおわぁーっ！　なななんだこりゃあーっ!?　き、きき気色悪ぃーっ!!」

「どうやら接続官コーラスの深層心理に応じて変形する多機能型兵器らしい」陽炎＝無意味にファインティングポーズのまま情報照会。「触しよく手しゆ系とは、なかなかマニアックだな吹雪くん」

「意味分かんねー！」悲鳴──暴れる／悶もだえる／のけぞる。「わっ!?　わはははは、くすぐってぇーっ！　やっ、野や郎ろう、ぶっ殺……っ、わははは！　うあっ、ちょっ……、やっ……」

「まずい！　このままでは何か目を覆おおいたくなることが勃ぼつ発ぱつしそうだ、夕霧！」

「夕霧隊員はよく分かりませんけど阻そ止ししまっす！」さっとライフルを掲かかげ、限りなく適当に引き金と撃げき鉄てつの連結を解除──特大のケースレス弾だんが、陽炎の顔のすぐそばを通過／ポーカーに興じる隊員を射殺／一いつ般ぱん車しやが被ひ弾だんして炎えん上じよう／遊覧船の機関部に命中＝沈ちん没ぼつ──一発として敵に当たらず。「……はれ？　これってー撃うったら勝手に当たるんじゃないんですかぁー？」

「軽く私の存在意義を全否定しないでおくれ、夕霧」神しん妙みようにビルから跳ちよう躍やく──なんかやな感じで敵に絡みつかれた涼月に向かって拳を構える。「仕方ない。今行くぞ、涼月」

　涙なみだ目め。「さっさと助けやがれっ！　わっ、わはははは！　やっ、やめっ……うあっ……」

「それ以上喋しやべるな。耳を塞ふさぎたくなる」堂に入ったフリッカースタイル──にわかに敵の足の一つが反応＝急激に伸のびて迫せまる足をかわしながら迅じん速そくに踏ふみ込んでカウンター。

　すかっと宙をなぐ鉄てつ拳けん──すぱーんと第二の足でカウンター返しを食くらう／倒たおれる。

「ドアホっ！　んなとこから殴なぐったって当たるわけねーだろ！　もっと近づけ！」

「インファイトは性しよう分ぶんじゃない」棒のようにダウンしたまま返答＝真顔。「それにこんな気持ち悪い物体と拳で語り合うなんて、人間として一線を越こえる気がする」

「知るかっ！　わはは、くすぐった……！　やっ……やめっ……」のたうつ／悶える／目が据すわる──マジギレ。「いい加減にしゃぁがれくそったれが────っ!!」

　噴ふき出す殺気＝放出されたワイヤーが敵／自分に絡まる──フルパワーで引き寄せる。

　絞こう殺さつ用具と化すワイヤー＝ぎゅうぎゅうタコ入道の首を絞しめる／互たがいに縛しばる・絡みつく／なんかさらにやな感じの体勢で自分ごと絞しぼり上げる──根比べ。「オ、オチろ、オチやがれ！」

「どんどんマニアックな光景になっていく。もはや理解不能の領域だ」驚きよう嘆たん──ふと無防備に倒れた己を見る＝近づくタコ足とてなし。「あくまで涼月一筋とは。なんか釈しやく然ぜんとしない」

　絞り上げられたタコ入道マトリョーシカがのけぞる＝謎の構造が露ろ出しゆつ──明らかに中ちゆう枢すう装置と推測されるしろものがピコピコ点てん滅めつ／叫さけぶ陽炎。「今だ、夕霧！　あれを狙ねらえ！」

「夕霧隊員はラジャーですっ!!」疾しつ走そう──ライフルを振ふりかぶる／啞あ然ぜんとなる陽炎。

　伝説の十六号バットと化すライフル＝ベースボールの神ベイブの降臨──フルスイング。

　カッキーンと敵装置の真まつ芯しんを打撃──砕くだける装置／へし折れるライフル／吹ふっ飛ぶ敵兵器／涼月ごと場外ホームラン。尾おを引く涼月の悲鳴──宙で敵兵器が盛大に自じ爆ばく＝降り注ぐ破は片へん。

　ドナウ川にぷかぷか浮かぶ涼月──高らかな夕霧宣言。「オチましたっ!!」

「え……？」陽炎──周囲がぼやける／遠のく／浮ふ上じようの感覚。

　ぱっちり目を開いたときには、たった今見た夢の記き憶おくは、綺き麗れいさっぱり消失している。

　──なんだか妙に穏おだやかな気持ちで起き床しよう──伸び。（※第参話Holy Week Rainbowへ）







　あとがき







　というわけで！　お久しぶりの方も、初めましての方も、やらかしてます冲ウブ方カタ丁トウです。

　いよいよ『オイレン』も三巻目に突とつ入にゆう！　ザ・スニ誌上で掲けい載さいされた三つの短編に加筆し、巻末おまけ掌しよう編へんまでつけて全ライク力・ブル疾ー・マ走ーダーでお届けでございます。いかがでしたでしょうか？

　二巻から直接つながる短編集──というかほぼ長編。ネタバレあとがき防止のため、おまけ掌編をやらかしたらよっぽどネタバレしたり。こーゆーことが可能なのも全すべて読者のお陰かげで本当ありがとうございます。ザ・スニ誌上でアンケートに応こたえて下さった方々に超ちようダンケ感謝！

　白はく亜あ右う月げつさんのイラストもさらにフルスイング。いつも楽しみ＆大感謝！

　ここからがシリーズ本番。もはや後あと戻もどり出来ない地点に到とう達たつしつつ、富士見から同時発売されたもう一つのシュピーゲルとのリンクもさらに複雑化。ますますもって見境なくなる一方の同時多発ストーリー──ぜひ、あなたとともに愛と戦いの悪オイふレンシざユピーけゲルをまっとうせんことを！





二千七年九月　　冲方　丁　　拝　　


















カバー・口絵・本文イラスト／白亜右月

カバーデザイン／朝倉哲也＋design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST










オイレンシュピーゲル参さん




Ｂｌｕｅブルー　Ｍｕｒマーｄｅｒダー








冲うぶ方かた　丁とう
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